


４  資料 
 
資料目次 
 

4.1 産学連携教育イノベーター育成プログラム 2022 募集要項、他 ------------------------------ 15 

4.2 産学連携教育イノベーター育成プログラム 2022 ハンドブック --------------------------------- 34 

4.3 産学連携教育イノベーター育成プログラム通信 2022 ---------------------------------------- 67 

4.4 産学連携教育イノベーター育成プログラム 受講者属性等 ------------------------------------ 74 

4.5 産学連携教育イノベーター育成プログラム 2022 受講者アンケート ---------------------------- 76 

4.6 産学連携教育イノベーター育成コンソーシアム規約・会員一覧 ------------------------------- 121 

4.7 大学改革を担う実務家教員フェア 2022 ------------------------------------------------- 127 

4.8 キャリアサポート・オンラインセッション 2022 ------------------------------------------------- 138 

4.9 持続的な産学共同人材育成システム構築事業 HP他 ------------------------------------ 139 

4.10 大学等における教育 FD動画コンテンツの利用 ------------------------------------------- 140 

4.11 実務家教員等育成のための研修講師養成プログラム ------------------------------------- 142 

4.12 広報・記事掲載 ---------------------------------------------------------------------- 144 

4.13 関連会議・打合せ等 ------------------------------------------------------------------ 147 



15

4.1 産学連携教育イノベーター育成プログラム2022　募集要項、他



16



2022 年度 履修証明プログラム「産学連携教育イノベーター育成プログラム」 
募集要項 

1. 目的
産学の連携により、学生がインターンシップで実社会を経験しながら、社会と結合した大学

での学びに注力することが卒業後の活躍につながる社会、リカレント教育など社会人となって

も学び続け、チャレンジし続ける時代がようやく到来するか、重大な岐路を迎えています。こ

のような中で教育・雇用一体改革を軌道に乗せることに貢献すべく、学びと社会をつなぐこと

により、学生の大学教育への動機付けを高めるとともに、社会人をリカレント教育へ惹き付け

ることを目指します。

本プログラムでは、産学が連携して人材と知の循環を促進しつつ、実践的かつ広く深い学び

を追求し、学生も社会人も学び続けチャレンジし続ける社会の実現と、未来を拓く人材の各界

への輩出のため、その中心的役割を担う実務家教員を育成することを目的としています。

2. プログラム概要：履修証明プログラム「産学連携教育イノベーター育成プログラム」
履修証明プログラムとは、社会人等を対象に大学の教育・研究資源を活かし、一定の教育

計画の下に編成された体系的な知識・技術等の習得を目指した教育プログラムで、プログラ

ム修了者には、学校教育法 105 条に基づき履修証明書（Certificate）が交付されます*1・2。

「産学連携教育イノベーター育成プログラム」は、文部科学省「持続的な産学共同人材育

成システム構築事業」に採択された「創造と変革を先導する産学循環型人材育成システム」

の取組の一環です。同取組では、実務家教員を育成する研修プログラム「産学連携教育イノ

ベーター育成プログラム」（以下、プログラム）を提供します。

プログラムは 4 つの科目で構成されています。その一つである「専門領域別科目」は、次

のコースよりいずれかを選択してください*3。 
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東北大学「産学連携リベラルアーツ教育力育成コース」は、アクティブ・ラーニングによるリベラ

ルアーツ・セミナーや PBL（プロジェクト・ベースト・ラーニング）を含む教育実践、大学教

員準備研修・新任教員研修や大学のリーダー育成のための履修証明プログラム（BP）など、大

学教員育成に関する総合的な教育関係共同利用拠点として、海外大学との国際連携を活用して

最先端のプログラムを日本に適合するよう内製化する形で開発・実施してきた知見の蓄積を活

かし、産学連携によるリベラルアーツ教育を担う実務家教員の育成を目指します。 
熊本大学「インストラクショナルデザイン指導力育成コース」は、企業内教育訓練を含む教育の効

果・効率・魅力を高めるインストラクショナルデザイン（ID）の日本におけるメッカとも言え

る存在として、米国等における先進的取組と連携しつつ、日本初の e ラーニング専門家養成大

学院「教授システム学専攻」を設置・運営してきたオンライン実務家教育の専門性に基づき、

学習成果のエビデンスに基づく効果的な教育実践を産学に普及できる実務家教員の育成を目指

します。 
大阪公立大学「アントレプレナーシップ教育力育成コース」は、イノベーション創出型研究者養成カ

リキュラムとして、多数の企業の協力を得て大学院の正式科目として設置した産学連携科目・

インターンシップにおいて、毎年約 500 人もの受講者を輩出してきた実績を活かし、アントレ

プレナーシップ教育を担う実務家教員を育成します。 
立教大学「リーダーシップ開発力育成コース」は、全国にその名を知られる「ビジネス・リーダー

シップ・プログラム（BLP）」等の成果に基づき、アクティブ・ラーニングを通じて身に付け

るリーダーシップ教育を、広く日本の高等教育において展開していく実務家教員を育成しま

す。 
 

*1：履修証明制度は、教育機関等における学習成果を職業キャリア形成に活かす観点から、現在政府全体で検

討・推進している「ジョブ・カード制度」においても、「職業能力証明書（ジョブ・カード・コア）」と

して位置付けられています。履修証明プログラムを各種資格の取得と結び付けるなど、目的・内容に応じ

て職能団体や地方公共団体、企業等と連携した取組も期待されています。 
*2：修了した際には、「産学連携リベラルアーツ教育力育成コース」「リーダーシップ開発力育成コース」の

２コースは東北大学長名にて、「インストラクショナルデザイン指導力育成コース」は熊本大学教授シス

テム学研究センター長名にて、「アントレプレナーシップ教育力育成コース」は大阪公立大学長名にて履

修証明書が発行されます。 
*3：応募時には、第一受講希望コース、第二受講希望コースを選択することが可能です。第一受講希望コー

スが定員を上回る応募数の場合で、第二受講希望コースの受講者数に余裕がある場合、評価結果によっ

て第二受講希望コースでの受講が可能となる場合があります。いずれも、定員人数での合否判定がなさ

れます。第二受講希望コースの選択は必須ではありません（第二受講希望コース「なし」の選択も可能

です）。 
 

3.  プログラムの達成目標 
本プログラムが育成する実務家教員「産学連携教育イノベーター」の人材像に必要な到達

目標として、次の 3 つの学習成果の獲得を掲げています。これらの到達目標については、目

標ごとに到達度を示すポートフォリオ評価を添えることにより、プログラム全体の学習成果

を明示します。 
① 大学教員として教育を担うための基礎的知識・技能・態度を身につける 

② 各コースに設定する専門領域（汎用的な専門性）における教育実践力を身につける 

③ 学びと社会を繋ぐ実践知・学術知往還及び学習成果のエビデンスに基づく教育変革を先導

する「教育イノベーター」としての変革力を身につける 
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4.  応募資格 
下記、①②の両方を充たす者。 

①  大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認められた者 
②  原則として専門的技術的又は管理的な職務において 5 年以上の実務経験を有する者 

 
5.  定員  100 名（4 コース合計数） 
 
6.  費用  

① 入学金：なし 
② 受講料：300,000 円 

審査結果通知書と共に振込依頼書もしくは振込先をお送りします。指定日（2022 年 7 月

中旬予定）までに振込を完了させてください。支払われた受講料は、返金いたしません。

プログラムを途中で辞退された場合でも同様です。 
③ その他：集合研修等（演習や模擬授業等）への参加にかかる旅費・宿泊費等は自己負担としま

す。 
 
7.  厚生労働省「教育訓練給付金」 

「産学連携リベラルアーツ教育力育成コース」及び「インストラクショナルデザイン指導力

育成コース」の 2 コースは、厚生労働省「教育訓練給付金（特定一般教育訓練）」認定講座で

す。 
一定の条件を満たす方が受講・修了した場合、受講料の 40％（120,000 円）をハローワーク

から支給します。この場合、最終的な自己負担額は 180,000 円となります。 
 
※「アントレプレナーシップ教育力育成コース」及び「リーダーシップ開発力育成コース」は教育訓練給付金

の対象外です。 
※受給希望者は、別紙「【受講希望者向け】教育訓練給付制度（特定一般教育訓練）についてのご案内」を熟読し、

各自ハローワークにて手続きしてください。 
※ハローワークにおける、本プログラムの受講開始前に必要な手続きの締切は、2022 年 6 月 30 日（受講開

始日の 1 か月前まで）です。合格確定前に手続きを進めておくことが可能ですので、早めの手続きをお勧め

します。 

 
8.  応募方法 

① 応募期間：2022 年 4 月 1 日（金）～5 月 9 日（月） 
② 応募書類：文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」産学連携教育イノ

ベーター育成プログラム ウェブサイト（https://jitsumuka.jp/innovator/）にて応募書

類をダウンロードし、必要事項を記載の上、提出すること。 
申請フォーム（オンライン） 

必要事項をウェブフォームに直接入力してください。本人確認のため、写真の提出は

必須です。 

※ウェブサイトのセキュリティー上、フォームのアクセス時間制限（60 分）があります。そのた

め、「応募フォーム入力ガイド」を活用して事前に入力内容を作成し、フォームに必要事項を転記する

と便利です。 

職歴書（様式あり） 
様式をダウンロードし、MS Word もしくは PDF にて応募フォームにアップロードし

てください。 
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勤務先・部署・役職・担当業務内容などを記載してください。現在の職務も含め、応

募資格②「原則として専門的技術的又は管理的な職務において 5 年以上の実務経験を

有する」がわかるよう記入してください。 
志望理由書（様式あり：A4 × 3 ページ以内） 

様式をダウンロードし、MS Word もしくは PDF にて応募フォームにアップロー

ドしてください。 
以下の(1)～(4)の項目を見出しとして設定し、記述してください。 
（1）仕事と学びに対する関心・経験 
（2）本プログラムの受講動機と意欲 
（3）現代の大学教育への関心・問題意識 
（4）プログラム修了後のキャリアに関する抱負 

承諾書（様式・内容の規定なし） 
※企業などの所属先より派遣される方のみ提出 
様式をダウンロードし、MS Word もしくは PDF にて応募フォームにアップロードし

てください。 
所属先の了承のもと、当プログラムを受講していることの確認書類として、所属部署

の長等の承諾書が必要です。 
③ 申請先：産学連携教育イノベーター育成プログラム ウェブサイトより申請すること。 

エントリー（受講申込）URL:https://jitsumuka.jp/innovator/entry2022/ 
 
9.  選考方法・日程 

選考基準に基づき、選考を行う。 

応募期間 
2022 年 4 月 1 日（金）～5 月 9 日

（月） 

審査結果通知（メール） 2022 年 6 月下旬 

（厚労省「教育訓練給付金」受給希望者：ハローワーク手続期限） 2022 年 6 月 30 日（木） 

受講合格者 受講料支払期限 2022 年 7 月中旬※予定 

プログラム受講者確定 2022 年 7 月下旬 

 
10. 2022年度スケジュール*4 

受講開始日 2022 年 7 月 30 日（土） 

オリエンテーション（同期：対面） 2022 年 8 月 6 日（土） 

大学教育基礎力科目（非同期：オンライン） 2022 年 8 月 6 日～10 月 7 日（金） 

汎用的教育実践力科目（同期：オンライン） 2022 年 10 月中旬～下旬 

専門領域別科目（同期：対面含む。日程表参照） 2022 年 11 月～12 月 

教育イノベーター実践演習科目（同期：オンライン） 2023 年 1 月～2 月 

修了認定 2023 年 2 月～3 月 

*4：詳細は、別紙「産学連携教育イノベーター育成プログラム 科目概要」及び「産学連携教育イノベー

ター育成プログラム 日程表」を参照してください。また、新型コロナウイルス感染症の状況を踏ま

え、日程や実施方法等の変更を行う可能性があります。 
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11.  修了要件 
(ア) 開講期間内に本研修プログラムの 60 時間の課程を履修し、全科目に合格すること。 
(イ) 履修大学において、教授会に相当する機関での認定を受けること。 

※①②の修了要件を全て満たした場合に、学校教育法第 105 条に基づき履修証明書が授与されます。 
 

【問い合わせ先】 
産学連携教育イノベーター育成プログラム事務局 

東北大学 高度教養教育・学生支援機構 大学教育支援センター内 
〒980-8576 宮城県仙台市青葉区川内 41   Tel：022-795-4472・4473   
Email：innovator.jitsumuka@grp.tohoku.ac.jp 

21



2022年度 履修証明プログラム 

産学連携教育イノベーター育成プログラム 科目概要 
 
① 大学教育基礎力科目（計 15時間︓必修）※非同期型オンライン 
【目的】大学で授業を担当するのに必須となる基礎的な知識・技能を修得することを目的とします。 
【学習目標】大学教育の動向や大学教員の役割・責務・倫理について正確な認識を持つとともに、インストラクショナ

ルデザインやカリキュラムデザイン等の観点から、教育目標（期待される学習成果）の設定、学習評価、教育内容、
教育方法、教材作成等に関する基礎的知識・スキルを修得し、それらの応用により、実務経験の体系化・構造化と
その学問的知識との関連付けを行うことを目指します。 

【授業方法】各学習項目に関する Web 上の動画を視聴の上、必読文献を読み（オンライン学習：1.5 時間）、各項目に
ついて、Moodle 上で小テストに解答した上で、Moodle 掲示板上で講義内容に関する疑問・考察内容等を投稿す
るとともに、他受講生の投稿を読み、コメントを行う（Web コメント：0.5 時間）。最後に、本科目で学んだこと
に関する「大学教育基礎力レポート」の作成に取り組みます（レポート：3.0 時間）。 

【履修方法】１）学習項目 1～4 は必修です。２）学習項目 5～11 より少なくとも 2 つ選択し学習します。 
【成績評価方法】受講した学習項目において、小テストで 6 割以上正解すること、Moodle 掲示板へ投稿すること、並

びに、他者の投稿にコメントすることを、大学教育基礎力レポートの提出前に充たさなければならない前提条件と
します。大学教育基礎力レポートの評価は、100 点満点で、チェックリストによって評価します。同レポートの評
価が 60 点以上であれば、本科目は合格とします。 

学習項目 講  師 時間 概     要 

1 大学教育制度論 

大森 不二雄 
（東北大学 教授） 
杉本 和弘 
（東北大学 教授） 

2.0 
必修 

大学の歴史的発展プロセスを振り返り、現代の高等教育を
特徴づける 3 つの変化について学びます。その上で、日本
で進行する大学教育改革の特徴を考察し、その中で教員が
担うべき主体的役割について考えます。 

2 
インストラクショナ

ルデザイン 
鈴木 克明 
（熊本大学 教授） 

2.0 
必修 

教育や研修の効果・効率・魅力を高めるための道具である
「インストラクショナルデザイン（ID）」の基礎理論や具
体的手法について学びます。 

3 授業設計論 

平岡 斉士 
（熊本大学 准教授）

合田 美子 
（熊本大学 准教授） 

2.0 
必修 

学習目標、評価方法、教授方法を整合的にデザインする授
業設計の方法を学び、実際に授業内外の学習をいかに設計
して学習者に働きかけるかについて考えます。 

4 学習評価論 
松下 佳代 
（京都大学 教授） 

2.0 
必修 

「学習評価」の枠組み・方法を概観した上で、特に学習成
果の多様な評価方法について具体例を通して学びます。ま
た、学生を評価の主体として育てていく必要性について考
えます。 

5 学生・学習支援論 

岡田 有司 
（東京都立大学 准教授） 
佐藤 智子 
（東北大学 准教授） 

2.0 
選択

必修 

大学生の抱える心理的・発達的問題を理解するとともに、
学生支援や「合理的配慮」に基づく障害学生支援について
学びます。さらに、学習観が転換しつつある現代に求めら
れる効果的な学習支援のあり方を考えます。 

6 
カリキュラムマネジ

メント 
杉谷 祐美子 
（青山学院大学 教授） 

2.0 
選択
必修 

大学におけるカリキュラムの歴史的変遷や現状を踏まえ、
教育目的・教育目標を実現するための「カリキュラムマネ
ジメント」の考え方や活用方法について学びます。 

7 大学における倫理 
山内 保典 
（東北大学 准教授） 

2.0 
選択
必修 

知の生産・活用に携わるプロフェッショナルとして、研究
上・学習上のアカデミック・インテグリティ（学術的誠実
性）を身につけること、大学におけるハラスメントを防止
することの大切さについて学びます。 

8 教育改善論 

高橋 哲也 
（大阪公立大学 副学長） 
緒方 広明 
（京都大学 教授） 

2.0 
選択
必修 

大学に関するあらゆる情報を収集・分析・活用する「イン
スティチューショナル・リサーチ（IR）」と、学習者の学
習活動に関するビッグデータを収集・分析して教育改善等
につなげる「ラーニング・アナリティクス（LA）」につい
て学び、組織的な教育改善のあり方について考えます。 

9 
オンライン授業実践

論 

根岸 千悠 
（大阪大学 特任助教） 
浦田 悠 
（大阪大学 特任講師） 
佐藤 浩章 
（大阪大学 准教授） 
村上 正行 
（大阪大学 教授） 

2.0 
選択

必修 
 

 

 

オンライン授業は、対面授業とどう違うのでしょうか。オ
ンライン授業や e ラーニングに役立つツール・手法を用い
た実践事例を紹介しつつ、オンライン授業の実践時に配慮
すべき 10 のポイントについて学びます。 
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10 
ICT 等先端技術活用

教育論 

戸田 真志 
（熊本大学 教授） 
松葉 龍一 
（東京工科大学 教授） 
喜多 敏博 
（熊本大学 教授） 
甲斐 晶子 
（青山学院大学 助教） 

2.0 
選択
必修 

ICT 等の先端技術を教育実践でどのように活用するのか
について、実際に教育現場において SNS アプリやスマー
トスピーカーを用いた実践事例を紹介しながら学んでい
きます。 

11 実務家教員論 

松井 利之 
（大阪公立大学 教授） 
広瀬 正 
（大阪公立大学 特任教授） 

2.0 
選択

必修 

実務家教員が必要となっている政策的・社会的要因を背景
に、実務家教員の役割やその登用メリットについて学びま
す。さらに、先達教員の経験から、実務家教員に求められ
る心がけや姿勢について考えます。 

大学教育基礎力レポート 3.0 
必修 

受講した学習項目を通して学んだことを振り返り、考察す
るレポートを作成・提出します。 

 

② 汎用的教育実践力科目（9時間︓必修）※同期型オンライン 

【目的】大学で授業を担当し、研究指導を行うために必要な実践的な知識・スキルを修得することを目的とします。 

【学習目標】研究指導、シラバス作成、インストラクショナルデザインについて、同期型オンライン・ワークショップ

を通して、実際の教育現場で活用・応用できるようになることを目指します。 

【授業方法】受講生は、事前学習（各 15～40 分）、各学習項目に関するワークショップに参加し（2.0～3.0 時間）、

ワークを通して 1～3 の学習項目ごとに成果物（授業計画やシラバス等）を完成させます（事後学習 0～30 分）。 
【成績評価方法】各学習項目（各演習）受講後の成果物について、到達度をルーブリックで評価します。各学習項目を

100 点満点で採点し、60 点以上で当該項目を合格とします。汎用的教育実践力科目を全体として合格するには、

3 つの学習項目の全てを合格する必要があります。 
学習項目 講  師 時間 概     要 

1 研究指導演習 

出江 紳一 
（東北大学 教授） 
倉重 知也 
（㈱イグニタス 代表

取締役） 

3.0 
教員が学生に考えるヒントを与え、動機づけ、励まし、対
話を行いながら、課題遂行を促す「コーチング」技術を用
いた研究指導について、ワークショップ形式で学びます。 

2 
授業デザインとシラ

バス作成 
串本 剛 
（東北大学 准教授） 3.0 

教育目標・学習活動・学習成果の把握を構造化しながら、
1 学期・15 回分の授業設計をいかに行うのか。実際のシラ
バス作成を通してワークショップ形式で学びます。 

3 
インストラクショナ

ルデザイン演習 

鈴木 克明 
（熊本大学 教授） 
平岡 斉士 
（熊本大学 准教授） 
合田 美子 
（熊本大学 准教授） 

3.0 

大学教育基礎力科目の「インストラクショナルデザイン」
や「授業設計論」で学んだ基礎知識を前提に、授業や教育
プログラムの設計方法についてワークショップ形式で実
践的に学びます。 
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① 専門領域別科目（選択必修 24時間︓応募時に希望コースを選択） 
※同期型オンライン・対面集合型含（詳細は日程表参照） 
産学連携リベラルアーツ教育力育成コース（東北大学提供） 

【目的】大学と産業界が緊密に連携することで、質保証がなされた 21 世紀型の新たなリベラルアーツ教育を構想・設

計し、教授できるようになることを目的とします。 
【学習目標】リベラルアーツ教育の歴史的発展プロセスを広く学んだ上で、近年注目を集める STEM 教育及び産学連

携教育、並びに、大学教育の質保証に関する国際的な最新動向について学びます。その後、アクティブラーニング

によるリベラルアーツ・セミナーや PBL 型授業を設計し、実際に学生を相手に授業を行うことを通して、実践的

な授業マネジメント力の修得を目指します。 
【授業方法】１）受講生は、1～4 の学習項目については、Web 上の動画その他のコンテンツを視聴・閲覧し（オンラ

イン学習：各 30 分～1 時間）、Web 上で指示される小レポートの作成その他の課題に取り組みます（事後学習：

各 2.0～2.5 時間）。各学習項目の学習時間は 3 時間となります。２）5・6 の各学習項目については、講師の授業

を実際に学生と一緒に受講するなど指導を受け（5 時間）、授業設計（4 時間）を行った上で、模擬授業（振り返

りを含む）を実施します（3 時間）。学習項目 5・6 の学習時間はそれぞれ 12 時間となります。 
【履修方法】１）学習項目 1～4 は必修です。２）学習項目 5・6 のいずれか少なくとも 1 項目を選択して学習します

（選択必修）。３）前記のコース必修学習項目に加え、希望により「自由選択学習項目」（他コースの学習項目）か

ら 8 時間まで選択受講することができます。 
【成績評価方法】学習項目 1～4 については、4 項目の小レポートについて到達度をルーブリックで評価します。また、

学習項目 5・6 については、それぞれの成果物（模擬授業を含む）について到達度をルーブリックで評価します。

各学習項目を 100 点満点で採点し、60 点以上で当該項目を合格とします。専門領域別科目を全体として合格する

には、上記の履修方法に従い、学習項目 1～4 全て、学習項目 5・6 のうち少なくとも 1 項目において合格する必

要があります。 

学習項目 講  師 時間 概    要 

1 
リベラルアーツ 
教育論 

吉田 文 
（早稲田大学 教授） 

3.0 
必修 

リベラルアーツ教育の歴史的発展プロセスを振り返り
つつ、日米の大学における一般教育 （教養教育）カリ
キュラムを事例に、リベラルアーツ教育のカリキュラム
の構造・原理について学びます。 
※e-learning「大学カリキュラムの構造と編成原理」（動画視聴） 

2 
STEM・文理融合 
教育論 

山田 礼子 
（同志社大学 教授） 

3.0 
必修 

米・豪・シンガポール・日本における科学技術政策と
STEM 教育の動向を概観し、先進事例の検討を通して文
理融合型による大学教育の学際化について考えます。 
※e-learning「STEM 高等教育の政策動向と米国・日本・シンガ

ポールの新しい学際 STEM プログラム」（動画視聴，英語によ

る講演・日本語字幕） 

3 産学連携教育論 
吉本 圭一 
（九州大学 名誉教授） 

3.0 
必修 

国際的に拡大する産学連携教育の特徴を概観し、特に職
業統合型学習（WIL）を例に、学術と職業を架橋し往還
する教育の可能性について考えます。 
※e-learning「産学連携教育の国際動向―学術と職業を往還す

るWIL―」（動画視聴） 

4 教育質保証論 
深堀 總子 
（九州大学 教授） 

3.0 
必修 

2000 年代以降世界的に進行している高等教育質保証の
動きを整理し、特に欧州のチューニングによる専門分野
別の学習成果（コンピテンス）に基づく質保証の実践と
課題について考えます。 
※e-learning「世界における高等教育の質保証の到達点と課題」

（動画視聴） 

5 
リベラルアーツ・ 
セミナー実践演習 

大森 不二雄 
（東北大学 教授） 
杉本 和弘 
（東北大学 教授） 
宇野 健司 
（㈱大和総研 調査本部 
副部長） 

12.0 
選択 
必修 

受講者が主体となって、アクティブラーニングによるセ
ミナー型リベラルアーツ教育の授業を設計し、実際に模
擬授業を行うことを通して、教育実践力を高めます。 
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6 PBL 設計・運営演習 

松岡 洋佑 
（㈱イノベスト 代表取締役/
名古屋大学 招聘教員） 
菱山 諒 
（㈱イノベスト 取締役 
/ 一橋大学 非常勤講師） 

12.0 
選択 
必修 

受講者が主体となって、企業等の実課題に取り組む PBL
型授業を設計・運営し、相互フィードバックを通して、
教育実践力を高めます。 

 

インストラクショナルデザイン指導力育成コース（熊本大学提供） 

【目的】大学の授業の設計を効果的・効率的・魅力的に改善するためのスキル修得、並びに、改善された設計を実践す

るための教育環境構築のためのスキルの修得を目的とします。 

【学習目標】 

・学習者が生涯にわたって活用できるスキル習得を目指した授業設計ができる 
・学習目標と評価情報と教授方法の整合性を満たした授業設計ができる 
・授業を効果的・効率的・魅力的にするための授業設計の改善案を提示できる 
・授業を効果的・効率的・魅力的にするために各種テクノロジを用いた学習環境を構築できる 

【授業方法】受講生は、各学習項目において、Web 上で指示されるタスク・課題に取り組みます。他の学習者との相

互コメントを通じて、自己のスキル習得のための練習と実践を行います。 
１）受講生は、1～4 の学習項目については、Web 上の動画その他のコンテンツを視聴・閲覧し（非同期学習：各

30 分～1 時間）、Web 上で指示される小レポートの作成その他の課題に取り組みます（非同期学習：各 2.0～2.5
時間）。各学習項目の学習時間は 3 時間です。 
２）5・6 の各学習項目については、Web 上の動画その他のコンテンツを視聴・閲覧して学習し（非同期学習：5
時間）、授業設計（非同期学習：4 時間）を行った上で、設計案の改善・模擬授業・振り返り（同期学習：3 時間）

を実施します。学習項目 5・6 の学習時間はそれぞれ 12 時間です。 
【履修方法】 

１）学習項目 1～4 は必修です。２）学習項目 5・6 のいずれか少なくとも 1 項目を選択して学習します（選択必

修）。３）前記のコース必修学習項目に加え、希望により「自由選択学習項目」（他コースの学習項目）から 8 時

間まで選択受講することができます。 
【成績評価方法】コース必修学習項目は、各学習項目に用意された 3～5 程度の課題について、あらかじめ公開された

合格基準によって評価します。全ての課題の合格基準を満たすことで学習項目を合格とします。専門領域別科目を

全体として合格するには、上記の履修方法に従い、学習項目 1～4 全て、学習項目 5・6 のうち少なくとも 1 項目

において合格する必要があります。 

学習項目 講  師 時間 概    要 

1 基盤的 ID 論 鈴木 克明 
（熊本大学 教授） 3.0 

ID の基本的な考え方について理解した上で、掲示板によ
る議論を行うとともに、それを応用する課題（自身の教育
改善アイデア）を提出します。※e-learning 

2 教材設計演習 平岡 斉士 
（熊本大学 准教授） 3.0 

自らの担当授業の中で、一コマ分の授業をするための、授
業設計企画書・教授方法・教材・小テスト等を設計する練
習を行います。※e-learning 

3 動機づけ理論活用 
演習 

都竹 茂樹 
（熊本大学 教授） 3.0 多様な事例に対して ARCS モデルを適用する練習を通じ

て、自らの授業設計の改善を行います。※e-learning 

4 e ポートフォリオ 
導入演習 

松葉 龍一 
（東京工科大学 教授） 
久保田 真一郎 
（熊本大学 准教授） 

3.0 
受講者自身の e ポートフォリオを構成することで、e ポー
トフォリオの設計や運用について習得します。 
※e-learning 

5 大人の学びへと誘う

教育改善演習 

鈴木 克明 
（熊本大学 教授） 
喜多 敏博 
（熊本大学 教授） 
平岡 斉士 
（熊本大学 准教授） 
合田美子 
（熊本大学 准教授） 
長岡 千香子 
（熊本大学 助教） 

12.0 
学習目標、評価方法、授業方法の高度化・拡張のためのア
イデアを提示し、それを用いた授業改善計画を提案する練
習をします。 
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6 
既存のツールやサー

ビスを活用した学習

環境構築演習 

戸田 真志 
（熊本大学 教授） 
喜多 敏博 
（熊本大学 教授） 
平岡 斉士 
（熊本大学 准教授） 
長岡 千香子 

    （熊本大学 助教） 

12.0 
既存のツールやサービスを活用した学習環境を構築の例
を参考にして、学習者自身の授業設計を各種ツールやサー
ビスで実現します。 

 

アントレプレナーシップ教育力育成コース（大阪公立大学提供） 

【目的】起業時や企業での新規事業開始に当たり必要な基礎知識を学ぶとともに、それらを指導・教育するための手法

や技能を習得することを目的とします。 

【学習目標】 
・技術マネジメントの基本的な考え方を理解し、説明できる 
・事例に基づく技術マネジメントの指導力を身に付け、実践できる 
・アントレプレナーが理解しておくべき基本的知識を理解し、説明できる 
・アントレプレナーの育成体系を理解し、それを実践できる 

【授業方法】 

１）受講生は、学習項目 1 について、Web 上の動画コンテンツを視聴・閲覧し（オンライン学習：0.5 時間）、別

途指示されるレポートの作成、その他の課題に取り組みます（事後学習：各 1.5 時間）。学習項目 2 に関しても、

Web 上の動画コンテンツを視聴・閲覧し（オンライン学習：2.5 時間）、別途指示される小レポートの作成その他

の課題に取り組みます（事後学習：各 1.5 時間）。学習項目 1・2 の学習時間はそれぞれ 2 及び 4 時間となります。

２）学習項目 3・4 については、実践形式で実施される演習に参加し、与えられた実践課題に取り組みながら、そ

のコーチングスキルを講師から学ぶとともに、授業中に与えられる様々な課題や模擬指導に取り組みます。学習

項目 3・4 の学習時間はそれぞれ 6 及び 12 時間となります。 
【履修方法】１）学習項目 1～4 は必修です。２）前記のコース必修学習項目に加え、希望により「自由選択学習項目」

（他コースの学習項目）から 8 時間まで選択受講することができます。 
【成績評価方法】学習項目 1・2 については、それぞれのレポート及びその他課題について、あらかじめ設定している

学習すべき要素を理解し、それが反映された記述となっているかをチェックリストを基に定量的に評価します。

同様にして、学習項目 3・4 については、実践演習課題の実施内容、ワークへの取組姿勢、コーチングに関するス

キルの理解度をあらかじめ設定した項目ごとに定量的に評価します。合格となるためには、演習への主体的な参

加（発言や行動）を通して、アントレプレナー育成の重要性を理解し、それらの教育手法を自らのものとしている

ことに加え、各学習項目を 100 点満点で採点し、60 点以上で当該項目を合格とします。専門領域別科目を全体と

して合格するには、上記の履修方法に従い、学習項目 1～4 全てにおいて合格する必要があります。 

学習項目 講  師 時間 概    要 

1 技術マネジメント基

礎論 
鐘ヶ江 靖史 
（PwC コンサルティング） 2.0 技術マネジメントとそれに関連する知識を学習します。 

※e-learning 

2 アントレプレナー

シップ基礎論 
広瀬 正 
（大阪公立大学 特任教授） 

4.0 
アントレプレナーに必要な基礎知識とベンチャービジネ
スの基本を学習します。 
※e-learning 

3 技術マネジメントコ

ンサルティング演習 
鐘ヶ江 靖史 
（PwC コンサルティング） 6.0 

科学技術の事業化・産業化の考え方・プロセスの指導・育
成法を事例に基づき学ぶワークショップに参加し、講師の
事例を見ながらそのコーチングスキルを習得します。グ
ループワークでは、実践的に学生を指導する機会が与えら
れます。 

4 
ベンチャービジネス

コンサルティング演

習 

広瀬 正 
（大阪公立大学 特任教授） 12.0 

事業化テーマのブラッシュアップ法を学ぶワークショッ
プに参加し、講師の事例を見ながらそのコーチングスキル
を習得します。グループワークでは、実践的に学生を指導
する機会が与えられます。 
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リーダーシップ開発力育成コース（立教大学提供） 

【目的】「大学生のリーダーシップ教育（開発）」を企画・運営するために必要となる基礎知識、手法や技能を習得する

ことを目的とします。 

【学習目標】 

・大学生のリーダーシップ教育に関わる大学の教育ニーズを理解し説明できる。 

・学術的研究成果や科学的方法論に基づいたリーダーシップ教育プログラムを企画・運営できる。 
・実施したリーダーシップ教育プログラムを内省・改善できる。 

【授業方法】 
１）受講生は、学習項目 1～5 では、Web 上の動画コンテンツを視聴し（20～30 分間）、オンライン会議システム

（Zoom）にアクセスし、リアルタイムで教員と受講生が相互作用を行う同期型オンライン学習に参加します（各 60 分間）。ま

た、Web 上で指示される課題に取り組みます（事前もしくは事後学習：各 30～40 分間）。各学習項目の学習時間は 2 時

間となります。２）学習項目 6～9 では、受講生が 4 つのチームに分かれ、各学習項目を分担して模擬授業を行います。

模擬授業に先立ち、各リーダーシップ・スタイルについての動画コンテンツ（20 分間）と講義（40 分間）が提供されます。こ

れらを参考にしつつ、チームごとに事前に授業準備を行った上で、実際の大学生を対象に模擬授業（振り返りを含む）を

実施します（各 60 分間）。各学習項目の学習時間は 3 時間となります。また、担当してない回では、大学生と一緒に模擬

授業を受講し、担当チームにフィードバックを行います。３）学習項目 10 では、オンライン会議システム（Zoom）にアクセ

スし、リアルタイムで教員と受講生が相互作用を行う同期型オンライン学習（60 分間）に参加します。また、Web 上で指示

される課題に取り組みます（事前学習：60 分間）。 
【履修方法】 

１）学習項目 1～10 は必修です。２）前記のコース必修学習項目に加え、希望により「自由選択学習項目」（他

コースの学習項目）から 8 時間まで選択受講することができます。 
【成績評価方法】 

１） 学習項目 1～5・10：事前もしくは事後課題（小レポート等）によって評価します。具体的には、チェックリ

ストを基に定量的に評価します。 

２）学習項目 6～9：以下についてチェックリストを基に定量的に評価します。 

・模擬授業を担当する学習項目：模擬授業企画書（グループ課題）と小レポート（個人課題） 

・模擬授業を担当しない学習項目：小レポート（個人課題） 

各学習項目を 100 点満点で採点し、60 点以上で当該項目を合格とします。専門領域別科目を全体として合格する

には、上記の履修方法に従い、全ての学習項目に合格する必要があります。 

学習項目 講  師 時間 概    要 

1 イントロダクション 石川 淳 
（立教大学 教授） 

2.0 
必修 

リーダーシップ教育に必要な以下の３つの考え方を共
有します。 
１）リーダーシップは、リーダーだけではなく、全員が
発揮するものである、２）リーダーシップは、権限や権
力がなくても発揮できるものである、３）リーダーシッ
プは、生まれつきの才能よりは、日々の努力によって学
習可能であるものである。 
また、効果的なリーダーシップ教育を行うために必要な
考え方・方法論の基本について、教員と受講生との間で
共通の理解を形成します。 
なお、実践的内容として、学習項目 6～9 の実施に向け
て参考資料等を共有します。これにより模擬授業の理解
を深め、チームごとに模擬授業準備の下地を整えます。 

2 リーダーシップ研究

の理解 
石川 淳 
（立教大学 教授） 

2.0 
必修 

最新のリーダーシップ研究に基づいたリーダーシップ
の定義について共有します。また、約 70 年間展開され
たリーダーシップ研究の流れを概観すると共に、初期の
リーダーシップ研究であるリーダーシップの行動アプ
ローチと状況適合アプローチについての理解を進めま
す。講義およびディスカッションを通じて、学部生に
リーダーシップの基本的な考え方を伝える力を涵養し
ます。 
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3 リーダーシップ研究

方法論 

金 善照 
（立教大学 客員准教授、

福島大学 准教授） 

2.0 
必修 

社会科学の厳密な研究方法論を用いて構築されたリー
ダーシップに関する「理論」と、実務家が日々の職場で
の経験で身に着けた「持論」の相違点について検討しま
す。確かに「持論」は経験型学習を設計することあたっ
て欠かせない重要な要素です。しかし将来、高等教育機
関でリーダーシップ教育を担当する皆さんにもいずれ
の時点では「持論」を「理論」として検証しなければな
らない瞬間が訪れるかと思います。本学習項目では、
リーダーシップ分野の研究者が「理論」を検証していく
三段階の研究プロセス（何が、どのように、なぜか）と、
その結果得られた因果推論の三形式（単純因果関係, 媒
介された因果関係, 条件付きの因果関係）について検討
します。 

4 リーダーシップ教育

の理解 
山口 和範 
（立教大学 教授） 

2.0 
必修 

立教大学経営学部では、「ビジネスリーダーシッププロ
グラム」（BLP）を 2006 年から持続的に実施していま
す。このプログラムの特徴は、以下の通りです。 
１）1 回性の科目ではなく、複数の科目を段階別に履修
する一貫性があること、２）学外の実務家教員まで門戸
を開放する包容性があること、３）教員の役割を「SA」
と呼ばれる立教の在学生と共有する主体性があること。 
しかし、このような大胆な企画が最初から成功したわけ
ではありません。ここでは、立教大学経営学部が BLP を
始まった経緯と現在に至るまでの試行錯誤、そしてその
過程で得られたノウハウを共有します。 

5 リーダーシップ教育

方法論 
舘野 泰一 
（立教大学 准教授） 

2.0 
必修 

大学のリーダーシップ教育の理論的根拠は、人的資源開
発（human resource development）にあります。ここ
では、人的資源開発の下位分野として、リーダーシップ
開発の手法と背景理論を概観します。そして、その実践
例として立教大学経営学部の「ビジネスリーダーシップ
プログラム」（BLP）の教育事例を共有します。 

6 リーダーシップ模擬

教育研修１ 
石川 淳 
（立教大学 教授） 

3.0 
必修 

現代のリーダーシップ研究の主なテーマである変革型
リーダーシップ、オーセンティック・リーダーシップ、
サーバント・リーダーシップ、シェアド・リーダーシッ
プを学生に身につけるための教育プログラムを設計し、
実施する演習を行います。各学習項目では、まず、上記
のリーダーシップ・スタイルに関して担当教員による講
義が行われます。受講生は、チームを組んで、各リーダー
シップ・スタイルに関する文献に基づき、リーダーシッ
プ教育の模擬授業を設計し、現役の学生を対象に実施し
ます。この模擬授業に対し、担当教員と他の受講生チー
ム、および参加した学生によるフィードバックがなされ
ます。 

7 リーダーシップ模擬

教育研修 2 
石川 淳 
（立教大学 教授） 

3.0 
必修 

8 リーダーシップ模擬

教育研修 3 
石川 淳 
（立教大学 教授） 

3.0 
必修 

9 リーダーシップ模擬

教育研修 4 
石川 淳 
（立教大学 教授） 

3.0 
必修 

10 まとめ 

石川 淳 
（立教大学 教授） 
山口 和範 
（立教大学 教授） 

2.0 
必修 

模擬授業準備のためのグループ活動を振り返ることで、
リーダーシップ教育を高める上で重要な役割を果たす
“体験後の振り返り”を自ら経験してみます。また、コー
ス全体を振り返り、なおかつ授業に向けた創意工夫を受
講者間で共有することで、リーダーシップ教育に向けた
さらなる創意工夫を行うためのヒントを得ます。 
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自由選択 学習項目（計 8時間以内）※専門領域別科目で選択したコースで必修となる学習項目を除く 

1 

産学連携リベラルアー

ツ教育力育成コース 

リベラルアーツ 
教育論 

吉田 文 
（早稲田大学 教授） 3.0 

リベラルアーツ教育の歴史的発展プロセスを振り返りつ
つ、日米の大学における一般教育 （教養教育）カリキュ
ラムを事例に、リベラルアーツ教育のカリキュラムの構
造・原理について学びます。 
※e-learning「大学カリキュラムの構造と編成原理」（動画視聴） 

【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。 
【成績評価】小レポートについて到達度をルーブリックで
評価します。 

2 

産学連携リベラルアー

ツ教育力育成コース 

STEM・文理融合 
教育論 

山田 礼子 
（同志社大学 教授） 3.0 

米・豪・シンガポール・日本における科学技術政策と
STEM 教育の動向を概観し、先進事例の検討を通して文
理融合型による大学教育の学際化について考えます。 
※e-learning「STEM 高等教育の政策動向と米国・日本・シンガ

ポールの新しい学際 STEM プログラム」（動画視聴，英語による

講演・日本語字幕） 
【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。 
【成績評価】小レポートについて到達度をルーブリックで
評価します。 

3 
産学連携リベラルアー

ツ教育力育成コース 

産学連携教育論 

吉本 圭一 
（九州大学 名誉教授） 3.0 

国際的に拡大する産学連携教育の特徴を概観し、特に職業
統合型学習（WIL）を例に、学術と職業を架橋し往還する
教育の可能性について考えます。 
※e-learning「産学連携教育の国際動向―学術と職業を往還する

WIL―」（動画視聴） 

【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。 
【成績評価】小レポートについて到達度をルーブリックで
評価します。 

4 
産学連携リベラルアー

ツ教育力育成コース 

教育質保証論 

深堀 總子 
（九州大学 教授） 3.0 

2000 年代以降世界的に進行している高等教育質保証の動
きを整理し、特に欧州のチューニングによる専門分野別の
学習成果（コンピテンス）に基づく質保証の実践と課題に
ついて考えます。 
※e-learning「世界における高等教育の質保証の到達点と課題」

（動画視聴） 

【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。 
【成績評価】小レポートについて到達度をルーブリックで
評価します。 

5 
インストラクショナルデ

ザイン指導力育成コース 

基盤的 ID 論 

鈴木 克明 
（熊本大学 教授） 3.0 

ID の基本的な考え方について 学習した上で、 これらを
応用する課題 自身の教育改善アイデア）やその解決策の
案を moodle フォーラム（掲示板）に投稿し、講師の指導
のもと、掲示板上での受講者との相互点検・コメントや 議
論を 通じて解決策の問題点や要改善点を明らかにしなが
ら改善し、最終案に対する講師からの評価コメントを通じ
て ID の基本を身につけていきます。※e-learning 
各学習項目に用意された 3～5 程度の課題について、あら
かじめ公開された合格基準によって評価します 
【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。 
【成績評価】用意された 3～5 程度の課題について、あら
かじめ公開された合格基準によって評価します。 
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6 
インストラクショナルデ

ザイン指導力育成コース 

教材設計演習

平岡 斉士

（熊本大学 准教授）
3.0 

自らの担当授業の中で、一コマ分の授業をするための、授
業設計企画書・テスト・プロット案等を設計する練習を行
います 。各自が事前に用意した 授業設計企画書等を
Moodle フォーラム（掲示板）に投稿し、学習者間の相互
点検・コメントや議論を行います。授業の設計やその改善
を学習していきます。それらのプロセスならびに最終案に
対する講師からの評価コメントを通じて教材設計の基本
を身につけます。
１）教材企画書を書くために必要な知識の習得をし、２）
教材企画書の草稿等を掲示板に投稿して議論し、３）議論
を踏まえて改訂した教材企画書とテストを提出します。
※e-learning
【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。
【成績評価】用意された 3～5 程度の課題について、あら
かじめ公開された合格基準によって評価します。

7 

インストラクショナルデ

ザイン指導力育成コース 

動機づけ理論活用

演習

都竹 茂樹

（熊本大学 教授）
3.0 

多様な事例に対して ARCS モデルを適用する練習を通じ
て、自らの授業設計の改善を行います。事例に対する
ARCS モデルの適用を、講師の指導のもと掲示板上で議
論した上で、自らの授業設計に応用します。それらのプロ
セスならびに最終案に対する講師からの評価コメントを
通じて授業における動機付け設計の基本を身につけま
す。
１）ARCS モデルの基礎について理解し、２）事例に基づ
いた練習を行い、掲示板による議論を行った上で、３）事
例を解決する提案（自身の教育改善アイデア）を提出しま
す。※e-learning 
【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。
【成績評価】用意された 3～5 程度の課題について、あら
かじめ公開された合格基準によって評価します。

8 

インストラクショナルデ

ザイン指導力育成コース 

e ポートフォリオ 
導入演習

松葉 龍一

（東京工科大学 教授） 
久保田 真一郎

（熊本大学 准教授）

3.0 

学習者自身の e ポートフォリオを構成することで、e ポー
トフォリオの設計や運用について学びます。e ポートフォ
リオの自身の教育にどう活かすかを検討した結果を掲示
板に投稿し、他学習者との相互コメントや議論を踏まえて
改善していきます。それらのプロセスならびに最終案に対
する講師からの評価コメントを通じて e ポートフォリオ
の設計や運用の基本を身につけます。
１）e ポートフォリオの基本構造について理解し、２）掲
示板による議論を行った上で、３）それを応用する課題（自
身の教育改善アイデア）を提出します。※e-learning 
【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。
【成績評価】用意された 3～5 程度の課題について、あら
かじめ公開された合格基準によって評価します。

9 

アントレプレナーシッ

プ教育力育成コース 

技術マネジメント基

礎論

鐘ヶ江 靖史

（PwC コンサルティング） 2.0 

技術マネジメントとそれに関連する知識を学習します。
※e-learning
【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。
【成績評価】オンライン学習でのレポート及びその他課題
について、学習すべき要素を理解しそれを反映した記述と
なっているかをあらかじめ公開された合格基準によって
評価します。

10 

アントレプレナーシッ

プ教育力育成コース 

アントレプレナー

シップ基礎論

広瀬 正

（大阪公立大学 特任教授）
4.0 

アントレプレナーに必要な基礎知識とベンチャービジネ
スの基本を学習します。※e-learning
【学習方法】Web 上で指示される小レポートの作成その
他の課題に取り組みます。
【成績評価】オンライン学習でのレポート及びその他課
題について、学習すべき要素を理解しそれを反映した記述
となっているかをあらかじめ公開された合格基準によっ
て評価します。
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11 

リーダーシップ開発力

育成コース 

リーダーシップ教育

の理解

山口 和範

（立教大学 教授）
2.0 

立教大学経営学部では、「ビジネスリーダーシッププログ
ラム」（BLP）を 2006 年から持続的に実施しています。
このプログラムの特徴は、以下の通りです。
１）1 回性の科目ではなく、複数の科目を段階別に履修す
る一貫性があること、２）学外の実務家教員まで門戸を開
放する包容性があること、３）教員の役割を「SA」と呼ば
れる立教の在学生と共有する主体性があること 
しかし、このような大胆な企画が最初から成功したわけで
はありません。ここでは、立教大学経営学部が BLP を始
まった経緯と現在に至るまでの試行錯誤、そしてその過程
で得られたノウハウを共有します。
【学習方法】Web 上の動画コンテンツを視聴し、オンライ
ン会議システム（Zoom）にアクセスし、リアルタイムで教員と受
講生が相互作用を行う同期型オンライン学習に参加します。
また、Web 上で指示される課題に取り組みます。 
【成績評価】課題（小レポート等）について到達度を担当
教員がチェックリストで評価します。
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リーダーシップ開発力

育成コース 

リーダーシップ教育

方法論

舘野 泰一

（立教大学 准教授）
2.0 

大学のリーダーシップ教育の理論的根拠は、人的資源開発
（human resource development）にあります。ここでは、
人的資源開発の下位分野として、リーダーシップ開発の手
法と背景理論を概観します。そして、その実践例として立
教大学経営学部の「ビジネスリーダーシッププログラム」
（BLP）の教育事例を共有します。 
【学習方法】Web 上の動画コンテンツを視聴し、オンライ
ン会議システム（Zoom）にアクセスし、リアルタイムで教員と受
講生が相互作用を行う同期型オンライン学習に参加します。
また、Web 上で指示される課題に取り組みます。 
【成績評価】課題（小レポート等）について到達度を担当
教員がチェックリストで評価します。

④教育イノベーター実践演習科目（12時間︓共通必修）
【目的】これまでに修得した大学教育基礎力並びに汎用的及び専門的な教育実践力を総合的・応用的に活用して、教育

イノベーターとして授業や教育プログラム等を変革・改善して実践・運営できるようになることを目的とします。 
【学習目標】実践知と学術知の往還を意識しながら自律的に構想した新規の取組案（授業、カリキュラム、プロジェク

トの案等）の発表・討論を行います。
【授業方法】受講生が自ら構想した新規の取組案について、①事前準備（7.0 時間）、②事前指導（1.0 時間）、③成果

発表会・講評（4.0 時間）、を行います（計 12.0 時間）。 
【成績評価方法】成果発表会での発表について、到達度をルーブリックで評価します。100 点満点で採点し、60 点以

上で合格とします。

学習項目 講  師 時間 概 要

1 
キャップストーン・

プロジェクト

大森 不二雄
（東北大学 教授）
杉本 和弘
（東北大学 教授）

鈴木 克明
（熊本大学 教授）
戸田 真志
（熊本大学 教授）
松井 利之 
（大阪公立大学 教授） 

星野 聡孝 
（大阪公立大学 教授）
山口 和範 
（立教大学 教授） 

12.0 

受講生が自ら構想した新規取組案について、①事前準備、

②事前指導、③成果発表会・講評を行います。プログラム

を通して修得した知識とスキルの統合と振り返りを行う

ことを通して「教育イノベーター」としての総まとめを行

います。
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2022年度 産学連携教育イノベーター育成プログラム 日程表                2022.04.18改訂 
科目 実施日（期間） 時間帯 学習項目 実施方法 

 

8月 6日（土） 13:30～14:30  オリエンテーション※1 対面＠東京 

大
学
教
育
基
礎
力
科
目 

8月 6日（土） 
～10月 7日（金） 

 1 大学教育制度論（必修） 

オンライン（非同期） 

2 インストラクショナルデザイン（必修） 

3 授業設計論（必修） 

4 学習評価論（必修） 

5 学生・学習支援論（選択必修） 

6 カリキュラムマネジメント（選択必修） 

7 大学における倫理（選択必修） 

8 教育改善論（選択必修） 

9 オンライン授業実践論（選択必修） 

10 ICT等先端技術活用教育論（選択必修） 

11 実務家教員論 

10月 7日（金）締切   大学教育基礎力レポート レポート提出 

備考︓学習項目 1～4 は必修。学習項目 5～11（選択必修）より少なくとも 2 つ選択。 

汎
用
的
教
育 

実
践
力
科
目 

 

10月 15日（土）・30日（日） 
※いずれか参加 

13:30～16:15 
予定 1 研究指導演習 

オンライン（同期） 10月 16日（日） 13:30～16:15 
予定 2 授業デザインとシラバス作成 

10月 22日（土）・23日（日）
※いずれか半日参加必須 両日午前・午後 3 インストラクショナルデザイン演習 

備考︓学習項目 1～3 は、各 30分程の事前学習あり。演習は全てリアルタイム配信で実施。但し、当日参加が難しい場合、個別に相談・対応。 

専
門
領
域
別
科
目 

産学連携リベラルアーツ教育力育成（LA）コース 

大学教育基礎力科目終了後 
～12月 15日（木）  

1 リベラルアーツ教育論 

オンライン（非同期） 
2 STEM・文理融合教育論 

3 産学連携教育論 

4 教育質保証論 

12月 10日（土）・11日（日） 
※両日参加必須 

10日 
10:00～13:00予定 

11日 
15:00～18:00予定 

5 PBL設計・運営演習 
ハイフレックス※２ 

（対面@東京+オンライン:同期、 
17日午後～18日午前は自己学習時間） 

12月 17日（土）・18日（日） 
※いずれか半日 

10:00～13:00 
15:00～18:00 6 リベラルアーツ・セミナー実践演習 ハイフレックス※２ 

（対面@仙台+オンライン:同期） 

備考︓学習項目 5・6（選択必修）はいずれか１つを選択。学習項目 5 は、授業参観（5 時間︓対面＠仙台／東京もしくはオンライン︓選択可）、模擬授業の設計（4
時間︓自己学習）、模擬授業の実施（3時間︓ハイフレックス（対面＠仙台））によって構成される。学習項目6は、授業参観（4時間︓対面＠東京・名古屋︓
選択可）、模擬授業の設計（5 時間︓ハイフレックス（対面＠東京））、模擬授業の実施（3 時間︓ハイフレックス（対面＠東京））によって構成される。学習項
目 5・6 の上記日程は、同期による模擬授業日時。 

インストラクショナルデザイン指導力育成（ID）コース 

大学教育基礎力科目終了後 
～11月 20日（日）  

1 基盤的 ID論 

オンライン（非同期） 
2 教材設計演習 

3 動機づけ理論活用演習 

4 e ポートフォリオ導入演習 

12月 10日（土） 
予備日︓12月 11日（日）9:00～12:00 

13:00～16:00 5 大人の学びへと誘う教育改善演習 ハイフレックス※２ 
（対面@東京+オンライン:同期） 

12月 18日（日） 
予備日︓12月 17日（土）13:00～16:00 

9:00～12:00 6 既存のツールやサービスを活用した学習環
境構築演習 

ハイフレックス※２ 
（対面@熊本+オンライン:同期） 

備考︓学習項目 5・6 はいずれか少なくとも１つを選択。いずれも事前学習（7 時間︓オンライン非同期）、模擬授業（3 時間︓ハイフレックス）、事後学習（2 時間︓オン
ライン非同期）によって構成される。学習項目５・６の上記日程は、模擬授業を含む同期学習。 
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専
門
領
域
別
科
目 

アントレプレナーシップ教育力育成（EP）コース 

大学教育基礎力科目終了後 
～11月 8日（火）  

1 技術マネジメント基礎論 
オンライン（非同期） 

2 アントレプレナーシップ基礎論 

11月 15日（火） 
11月 22日（火） 15:00～18:15 3 技術マネジメントコンサルティング演習 ハイフレックス※２ 

（対面＠大阪+オンライン同期、 
12月 21日のみ対面＠東京 

+オンライン同期） 

11月 9日（水） 
11月 23日（水祝） 
12月 14日（水） 
12月 21日（水） 

15:00～18:15 4 ベンチャービジネスコンサルティング演習 

備考︓学習項目 3 および 4 は演習（各回 3時間︓対面もしくはオンラインのハイフレックス）で構成され、対面またはオンライン同期での参加を原則とする。 

リーダーシップ開発力育成（LD）コース 

11月６日（日） 
10:30～11:30 1 イントロダクション ハイフレックス※２ 

（対面@東京または池袋 
+オンライン:同期） 
事前視聴動画あり 11:30～12:30 2 リーダーシップ研究の理解 

11月 13日（日） 
10:00～11:00 3 リーダーシップ研究方法論 

オンライン（同期） 
事前視聴動画あり 

11:10～11:40 4 リーダーシップ教育の理解 

11月 20日（日） 
10:00～11:00 5 リーダーシップ教育方法論 

11:10～11:50 

6～9 

リーダーシップ模擬教育研修 1 (理論編) 

11月 27日（日） 10:00～11:40 
リーダーシップ模擬教育研修 1 (実践編) 
リーダーシップ模擬教育研修 2 (理論編) 

12月 4日（日） 10:00～11:40 
リーダーシップ模擬教育研修 2 (実践編) 
リーダーシップ模擬教育研修 3 (理論編) 

12月 11日（日） 10:00～11:40 
リーダーシップ模擬教育研修 3 (実践編) 
リーダーシップ模擬教育研修 4 (理論編) 

12月 18日（日） 
10:00～11:00 リーダーシップ模擬教育研修 4 (実践編) 

11:00～12:00 10 まとめ オンライン（同期） 

備考︓学習項目１・２はハイフレックスにて実施。学習項目３～10 はオンラインにて実施。全学習項目 30分程の事前学習あり。 

教
育
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー 

実
践
演
習
科
目 

EP・LD コース 
2月 4日（土）・5日（日） 
※2日間のうち、いずれか半日 

午前セッション 
9:00～13:00 
午後セッション 

14:30～18:30 

 キャップストーン・プロジェクト 
成果発表会 オンライン（同期） 

LA・ID コース 
2月 18日（土）・19日（日） 
※2日間のうち、いずれか半日 

 
※１︓8/6 オリエンテーションは対面にて実施いたします。全受講者の参加必須ですが、対面参加ができない場合、後日、録画を視聴してください。（リアルタイムでの

オンライン配信はいたしません。）オリエンテーション後、プログラムの修了生と新受講生との交流会を行います（参加任意）。 
 
※２︓対面を実施する場合の会場は以下のとおりです。ハイフレックスとは、授業が対面及びオンライン同期にて提供され、受講者は受講形態を選択可能です。 

東京︓23区内の会場 仙台︓東北大学 川内北キャンパス（宮城県仙台市青葉区川内 41） 
池袋︓立教大学 池袋キャンパス（東京都豊島区西池袋 3-34-1） 熊本︓熊本大学 黒髪キャンパス（熊本県熊本市中央区黒髪 2-39-1） 
大阪︓大阪公立大学 中百舌鳥キャンパス（大阪府堺市中区学園町 1-1） 

 
特別セッション【参加任意】 
プログラム受講中に、下記セッションが行われます。日程は後日お伝えします。 

セッション名 内容 

大学教育基礎力科目 
講師 Q&A セッション 

Moodle上での大学教育基礎力科目の学習をサポートするため、大学教育基礎力科目の講師とのQ&Aセッシ
ョンおよび受講者交流会（参加任意）をオンライン（Zoom）にて開催いたします。Q&A セッションでは、大学
教育基礎力科目講師に直接質問する機会が得られます。また、会の後半では受講者交流会として自コースや
他コースの受講生との交流の機会がございます。 
１回目︓2022年８月 20日（土）10:00～12:00  
学修項目 1「大学教育制度論（必修）」 講師︓大森不二雄、杉本和弘 
学修項目 6「カリキュラムマネジメント（選択必修）」 講師︓杉谷祐美子 

２回目︓2022年９月３日（土）13:30～15:30 
学修項目 2「インストラクショナルデザイン（必修）」 講師︓鈴木克明 

学修項目 11「実務家教員論（選択必修）」 講師︓松井利之、広瀬正 

キャリアサポート・オンラインセッション 

受講者の皆さんが今後実務家教員としてキャリアを構築していけるよう、実務家教員に関するレクチャーや、大学
等の求人機関に自分自身をアピールするためのキャリア支援サービス（JREC-IN Portal／researchmap／大
学等と実務家教員のためのマッチングサポート等の各種ツール）に関する Q&A セッションを行います。（他実務
家教員研修プログラム受講者と合同実施） 

 

33



34

4.2 産学連携教育イノベーター育成プログラム2022　ハンドブック
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ご
案

内
（
ID

、
EP

コ
ー

ス
対

象
）

④
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

の
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
で

お
送

り
し

ま
す

。
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①
今

週
の

FA
Q

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
か

ら
こ

れ
ま

で
に

寄
せ

ら
れ

た
質

問
、

お
よ

び
過

去
の

FA
Q

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

Q
：
M

oo
dl

e
上

で
自

分
の

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

写
真

を
表

示
す

る
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

で
す

か
。

A：
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
写

真
の

登
録

は
必

須
で

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
が

、
画

面
右

上
の

ユ
ー

ザ
メ

ニ
ュ

ー
 

「
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
」
で

登
録

可
能

で
す

。

①
M

oo
dl

e
画

面
右

上
の

ご
自

身
の

名
前

を
ク

リ
ッ

ク

②
表

示
さ

れ
る

メ
ニ

ュ
ー

か
ら

「
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
」
を

ク
リ

ッ
ク

③
左

側
「
ユ

ー
ザ

詳
細

」
に

あ
る

「
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
を

編
集

す
る

」
を

ク
リ

ッ
ク

④
項

目
中

ほ
ど

の
「
ユ

ー
ザ

画
像

」
に

利
用

し
た

い
顔

写
真

の
フ

ァ
イ

ル
を

ド
ラ

ッ
グ

＆
ド

ロ
ッ

プ

⑤
下

部
の

「
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
を

更
新

す
る

」
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

登
録

Q
：
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
ど

こ
で

確
認

で
き

ま
す

か
？

 
A：

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

成
果

物
で

あ
る

「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

」
は

 
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
用

い
て

評
価

さ
れ

ま
す

。
当

該
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
、

M
oo

dl
e

上
の

「
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

」
→

「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

」
→

「
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

と
配

点
」
に

 
掲

載
し

て
お

り
ま

す
。

→
ht

tp
s:/

/jm
oo

dl
e.

cic
a.

jp
/c

ou
rs

e/
vi

ew
.p

hp
?id

=5
8&

se
ct

io
n=

13
 

な
お

、
以

降
の

科
目

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
ま

た
は

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

は
科

目
の

M
oo

dl
e

ペ
ー

ジ
の

 
公

開
な

ど
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

随
時

公
開

す
る

予
定

で
す

。
現

時
点

で
公

開
さ

れ
て

い
る

の
は

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

 チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

み
で

す
。
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②
こ

こ
に

注
意

！
～

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
知

恵
袋

～

【
掲

示
板

へ
の

投
稿

課
題

に
つ

い
て

】

ま
ず

投
稿

条
件

と
し

て
、

「
自

身
が

所
属

す
る

コ
ー

ス
」
の

掲
示

板
に

投
稿

す
る

こ
と

が
必

須
で

す
。

ま
た

、
投

稿
に

は

（
１

）
「
本

学
習

項
目

で
学

ん
だ

こ
と

」
と

「
そ

れ
を

ど
の

よ
う

に
活

用
で

き
そ

う
か

」
を

論
述

す
る

（
２

）
「
疑

問
点

」
と

「
疑

問
点

に
つ

い
て

調
べ

た
こ

と
」
を

論
述

す
る

が
要

件
と

な
っ

て
い

ま
す

。
そ

し
て

（
３

）
他

の
参

加
者

の
投

稿
に

対
し

て
必

ず
１

つ
以

上
コ

メ
ン

ト
 （

同
意

で
き

る
理

由
、

異
な

る
見

解
な

ど
）

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

残
念

な
が

ら
、

上
記

の
要

件
を

満
た

し
て

い
な

い
投

稿
が

散
見

さ
れ

ま
す

。

◆
「
疑

問
点

」
が

明
確

に
示

さ
れ

て
い

な
い

◆
「
調

べ
る

」
こ

と
を

し
て

い
な

い

上
記

に
該

当
す

る
場

合
に

は
、

再
投

稿
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

ご
自

身
で

文
献

や
資

料
、

記
事

な
ど

を
読

ん
で

明
ら

か
に

し
た

こ
と

を
記

述
し

て
い

な
か

っ
た

り
「
自

身
の

主
観

、
意

見
」
と

「
調

べ
て

得
た

こ
と

」
の

切
り

分
け

が
不

十
分

で
、

ど
こ

ま
で

が
ご

自
身

の

主
張

な
の

か
が

読
み

取
り

づ
ら

く
な

っ
て

い
な

い
か

、
改

め
て

確
認

を
お

願
い

し
ま

す
。

ご
自

身
の

投
稿

が
上

記
の

要
件

を
満

た
し

て
い

な
い

と
お

気
づ

き
の

方
は

元
の

投
稿

に
返

信
の

か
た

ち
で

要
件

を
満

た
し

た
内

容
を

再
投

稿
す

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

な
お

、
投

稿
に

は
文

字
数

の
規

定
は

あ
り

ま
せ

ん
。

上
記

の
要

件
を

満
た

す
投

稿
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

ま
た

、
こ

の
一

つ
一

つ
の

積
み

重
ね

が
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
成

果
物

で
あ

る

「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

」
の

質
と

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

執
筆

の
た

め
の

鍵
で

す
！

掲
示

板
投

稿
は

、
単

な
る

感
想

を
寄

せ
あ

う
場

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

自
身

の
学

び
の

過
程

を
言

語
化

し
、

他
者

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
も

と
に

、
さ

ら
に

深
め

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。

レ
ポ

ー
ト

の
要

件
、

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

内
容

を
事

前
に

十
分

確
認

し
、

各
投

稿
内

容
が

レ
ポ

ー
ト

執
筆

プ
ロ

セ
ス

に
結

び
付

く
よ

う
見

通
し

を
も

っ
て

進
め

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
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③
各

種
リ

マ
イ

ン
ド

（
１

）
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
収

録
動

画
の

公
開

に
つ

い
て

8/
8

付
で

ア
ナ

ウ
ン

ス
メ

ン
ト

を
お

送
り

し
て

お
り

ま
す

が
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
 

対
面

参
加

が
叶

わ
な

か
っ

た
方

に
つ

い
て

、
M

oo
dl

e
上

で
当

日
の

収
録

動
画

を
確

認
い

た
だ

け
ま

す
。

 
【
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

動
画

（8
/6

）
】
 

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
cic

a.
jp

/c
ou

rs
e/

vi
ew

.p
hp

?id
=8

3 
 

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
ペ

ー
ジ

＞
お

知
ら

せ
＞

「
収

録
動

画
の

視
聴

は
こ

ち
ら

へ
」

（
２

）
第

1
回

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
講

師
Q

&
A

セ
ッ

シ
ョ

ン
お

よ
び

受
講

者
交

流
会

出
欠

確
認

に
つ

い
て

8/
9

付
け

で
上

記
に

関
す

る
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
を

お
送

り
し

て
お

り
ま

す
。

 
→

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
cic

a.
jp

/m
od

/f
or

um
/v

ie
w

.p
hp

?id
=4

93
9 

内
容

に
つ

い
て

ご
確

認
い

た
だ

き
、

出
欠

に
つ

い
て

下
記

フ
ォ

ー
ム

で
お

知
ら

せ
く
だ

さ
い

。

→
ht

tp
s:/

/f
or

m
s.g

le
/1

JL
T8

q7
w

7H
Eq

w
ak

E9
入

力
締

切
は

、
8/

17
（
水

）
で

す
。
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④

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

訂
正

箇
所

の
ご

案
内

（
ID

、
EP

コ
ー

ス
対

象
）
 

み
な

さ
ま

の
お

手
元

に
お

送
り

し
て

い
る

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
掲

載
内

容
の

訂
正

の
ご

案
内

で
す

。

■
p.

58
「
ID

コ
ー

ス
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

」
の

図
中

・
汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
「
授

業
デ

ザ
イ

ン
と

シ
ラ

バ
ス

作
成

」
の

成
果

物
提

出
締

切

誤
：
10

/2
4 

正
：
10

/3
1 

・
汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
「
研

究
指

導
演

習
」
の

成
果

物
提

出
締

切
誤

：
10

/3
1 

正
：
11

/7
■

p.
59

「
EP

コ
ー

ス
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

」
の

図
中

・
汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
「
研

究
指

導
演

習
」
の

成
果

物
提

出
締

切

誤
：
10

/3
1 

正
：
10

/2
4 

・
汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
「
ID

演
習

」
の

成
果

物
提

出
締

切

誤
：
11

/7
 

正
：
10

/3
1 

お
詫

び
し

て
訂

正
い

た
し

ま
す

。

な
お

、
M

oo
dl

e
の

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
ペ

ー
ジ

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

8/
10

午
後

付
で

正
し

い
内

容
の

も
の

に
更

新
し

て
お

り
ま

す
。
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⑤
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

各
種

問
い

合
わ

せ
窓

口
に

つ
い

て
は

、
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
p.

 2
-3

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

 
学

習
内

容
や

進
め

方
に

つ
い

て
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

／
M

oo
dl

e／
過

去
の

メ
ー

ル
で

の
ご

案
内

を
 

参
照

し
て

も
解

決
し

な
い

場
合

、
ま

た
欠

席
等

の
ご

連
絡

は
、

各
コ

ー
ス

担
当

者
へ

ご
連

絡
く
だ

さ
い

。

産
学

連
携

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
東

北
大

学
）

in
v.p

ro
@

gr
p.

to
ho

ku
.a

c.j
p 

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

指
導

力
育

成
コ

ー
ス

（
熊

本
大

学
）

in
v.p

ro
@

rc
is.

ku
m

am
ot

o-
u.

ac
.jp

 
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

教
育

力
育

成
コ

ー
ス

（
大

阪
公

立
大

学
）

la
s-

jit
su

m
uk

a.
ep

@
m

l.o
m

u.
ac

.jp
 

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
開

発
力

育
成

コ
ー

ス
（
立

教
大

学
）

in
v-

pr
o@

rik
ky

o.
ac

.jp
 

・
・
・
・
 。

・。
・
。

・
。

・。
・
。

・。
・
。

・。
・
。

・
。

・
。

・
 。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
通

信
 v

ol
.0

1
は

い
か

が
で

し
た

か
？

 
ご

質
問

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
ご

意
見

、
ご

感
想

な
ど

も
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

！

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

：
今

野
、

中
島

、
山

田
、

折
戸
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□

産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
通

信
 

vo
l.0

２
 

（
20

22
年

8
月

19
日

発
行

）
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□

産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
受

講
者

の
み

な
さ

ま

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
折

戸
で

す
。

早
い

も
の

で
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
開

催
か

ら
そ

ろ
そ

ろ
2

週
間

が
経

ち
ま

す
ね

。
 

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

進
み

具
合

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

お
盆

休
み

を
利

用
し

て
、

し
っ

か
り

学
習

が
進

ん
だ

！
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
一

方
で

M
oo

dl
e

ロ
グ

イ
ン

か
ら

遠
ざ

か
っ

て
し

ま
っ

て
い

た
・
・
・
 

な
ん

て
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

「
こ

の
後

本
腰

入
れ

る
か

ら
！

」
と

い
う

方
も

多
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

。

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

学
習

期
間

は
残

り
7

週
間

で
す

。
 

4
つ

の
必

修
と

2
つ

以
上

の
選

択
必

修
の

計
6

つ
の

学
習

項
目

を
完

了
し

、
 

レ
ポ

ー
ト

執
筆

に
か

か
る

時
間

ま
で

含
め

る
と

思
っ

た
よ

り
タ

イ
ト

な
工

程
に

な
り

そ
う

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

67
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ご
自

身
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

で
 

ど
う

し
て

も
学

習
に

時
間

を
さ

け
な

い
と

こ
ろ

も
あ

る
と

思
い

ま
す

。
 

学
習

項
目

＋
レ

ポ
ー

ト
執

筆
に

む
け

た
学

習
計

画
の

確
認

を
 

是
非

こ
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
 

 さ
て

、
今

号
で

は
 

 
①

こ
こ

に
注

目
！

～
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

知
恵

袋
～

 
 
②

各
種

リ
マ

イ
ン

ド
 

 
③

学
習

進
捗

レ
ポ

 
 
④

各
種

問
い

合
わ

せ
窓

口
 

以
上

の
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
で

お
送

り
し

ま
す

。
 

 ++
+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

++
 

①
こ

こ
に

注
目

！
～

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

か
ら

の
知

恵
袋

～
 

 前
号

の
vo

l.0
1

号
で

、
【
掲

示
板

へ
の

投
稿

課
題

に
つ

い
て

】
と

し
て

、
 

掲
示

板
へ

の
投

稿
要

件
を

詳
し

く
紹

介
し

て
い

ま
す

。
 

 実
際

の
投

稿
を

見
て

い
る

と
、

返
信

コ
メ

ン
ト

で
 

投
稿

要
件

を
満

た
し

て
い

な
い

記
述

に
対

し
て

 
要

件
を

満
た

す
よ

う
促

し
て

い
る

方
や

、
 

引
用

元
へ

の
レ

ビ
ュ

ー
に

も
発

展
し

て
い

る
や

り
取

り
、

 
言

い
っ

ぱ
な

し
に

な
っ

て
い

る
こ

と
へ

再
考

を
求

め
る

な
ど

、
 

受
講

者
同

士
で

精
度

を
上

げ
て

い
る

様
子

が
素

晴
ら

し
い

と
思

い
ま

し
た

。
 

印
象

的
だ

っ
た

の
は

、
指

摘
さ

れ
た

側
も

、
 

そ
れ

に
対

し
て

 
「
論

述
し

た
い

事
柄

の
深

堀
に

な
っ

た
」
と

受
け

止
め

て
い

た
こ

と
で

す
。

 
ま

さ
に

大
事

な
の

は
コ

コ
で

、
 

要
件

を
満

た
す

記
述

を
心

掛
け

る
こ

と
で

、
 

記
述

し
て

い
る

本
人

の
頭

の
整

理
に

な
り

ま
す

し
、

 
読

み
手

に
も

論
旨

が
明

確
に

伝
わ

り
ま

す
。

 
 書

き
方

は
自

由
書

式
で

は
あ

り
ま

す
が

、
要

件
は

具
体

的
に

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

 
『
想

い
』
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
な

ら
な

い
よ

う
、

周
り

の
投

稿
を

よ
く
見

て
、

 
ご

自
身

の
投

稿
内

容
を

見
直

し
て

み
る

機
会

を
設

け
て

み
て

く
だ

さ
い

。
 

書
き

直
し

た
い

な
、

と
い

う
方

は
、

 
自

分
の

元
の

投
稿

に
返

信
の

か
た

ち
で

 
要

件
を

満
た

し
た

内
容

を
再

投
稿

す
る

よ
う

に
お

願
い

し
ま

す
。

 
 ++

+—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

 +
++

 
②

各
種

リ
マ

イ
ン

ド
 

 第
1

回
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

講
師

Ｑ
＆

Ａ
セ

ッ
シ

ョ
ン

お
よ

び
受

講
者

交
流

会
 

開
催

 
 明

日
8

月
20

日
（
土

）
10

：
00

-1
2：

00
 

に
Zo

om
に

て
開

催
と

な
り

ま
す

。
 

Zo
om

情
報

は
M

oo
dl

e
の

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
ペ

ー
ジ

に
記

載
し

て
い

ま
す

。
 

 Q
&

A
セ

ッ
シ

ョ
ン

で
は

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

う
ち

 
・
「
大

学
教

育
制

度
論

」
よ

り
大

森
不

二
雄

教
授

、
杉

本
和

弘
教

授
 

・
「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」
よ

り
杉

谷
祐

美
子

教
授

 
に

直
接

質
問

す
る

機
会

が
得

ら
れ

ま
す

。
 

 ま
た

、
会

の
後

半
で

は
受

講
者

交
流

会
を

行
い

ま
す

。
 

【
参

加
要

件
】
※

改
め

て
ご

確
認

く
だ

さ
い

 
下

記
の

学
習

項
目

に
つ

い
て

講
義

動
画

の
視

聴
や

文
献

に
よ

る
学

習
を

終
え

、
 

ク
イ

ズ
に

合
格

済
み

で
あ

る
こ

と
 

 
・
大

学
教

育
制

度
論

 
 

・
上

記
以

外
の

学
習

項
目

１
つ

以
上

（
「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」
を

推
奨

）
 

 本
企

画
は

必
修

で
は

な
く
、

任
意

参
加

で
す

。
 

ご
自

身
の

ご
都

合
に

合
わ

せ
て

ご
参

加
く
だ

さ
い

。
 

参
加

し
な

い
こ

と
に

よ
り

成
績

評
価

等
で

不
利

益
を

被
る

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

 
ご

安
心

く
だ

さ
い

。
 

な
お

、
講

師
Q

&
A

セ
ッ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
 

後
日

M
oo

dl
e

上
に

て
動

画
を

公
開

予
定

で
す

。
 

 ++
+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

++
 

③
学

習
進

捗
レ

ポ
ー

ト
 

 今
週

か
ら

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

学
習

進
捗

状
況

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

 

   仕
事

を
し

な
が

ら
学

習
を

進
め

る
に

は
、

時
間

・
場

所
な

ど
の

工
夫

が
 

自
身

の
学

習
条

件
を

整
え

る
鍵

と
な

っ
て

き
ま

す
。

 
ラ

イ
フ

タ
イ

ム
に

学
習

時
間

を
＋

Ｏ
Ｎ

す
る

と
い

う
よ

り
も

、
 

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

合
わ

せ
た

学
習

環
境

の
ア

レ
ン

ジ
を

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
 

 ++
+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

++
 

④
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

 
 各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

に
つ

い
て

は
、

 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
p.

 2
-3

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

 
学

習
内

容
や

進
め

方
に

つ
い

て
、

 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
／

M
oo

dl
e／

過
去

の
メ

ー
ル

で
の

ご
案

内
を

参
照

し
て

も
解

決
し

な
い

場
合

、
 

ま
た

欠
席

等
の

ご
連

絡
は

、
各

コ
ー

ス
担

当
者

へ
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

 産
学

連
携

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
東

北
大

）
 

in
v.p

ro
@

gr
p.

to
ho

ku
.a

c.j
p 

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

指
導

力
育

成
コ

ー
ス

（
熊

本
大

）
 

in
v.p

ro
@

rc
is.

ku
m

am
ot

o-
u.

ac
.jp

 
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

教
育

力
育

成
コ

ー
ス

（
大

阪
公

立
大

） 
la

s-
jit

su
m

uk
a.

ep
@

m
l.o

m
u.

ac
.jp

 
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

開
発

力
育

成
コ

ー
ス

（
立

教
大

）
 

in
v-

pr
o@

rik
ky

o.
ac

.jp
 

 ・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
 

産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
通

信
vo

l.0
2

は
い

か
が

で
し

た
か

？
 

ご
質

問
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

ご
意

見
、

ご
感

想
な

ど
も

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
！

 
 こ

の
通

信
は

M
oo

dl
e

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
機

能
を

使
用

し
て

配
信

し
て

い
ま

す
。

 
今

後
過

去
の

通
信

の
内

容
を

確
認

し
た

い
と

き
に

は
、

 
M

oo
dl

e
の

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
→

「
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
」
に

て
ア

ー
カ

イ
ブ

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

 
→

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
cic

a.
jp

/c
ou

rs
e/

vi
ew

.p
hp

?id
=8

3 
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
：
今

野
、

中
島

、
山

田
、

折
戸

 
 □■

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
■
□ 

 
 

 
産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

 
vo

l.0
3 

（
20

22
年

8
月

26
日

発
行

）
  

□■
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━
■
□ 

産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
受

講
者

の
み

な
さ

ま
  

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
中

島
で

す
。

 
８

月
20

日
の

第
１

回
Ｑ

＆
Ａ

セ
ッ

シ
ョ

ン
は

、
お

疲
れ

様
で

し
た

。
 

次
回

、
9

月
3

日
の

第
２

回
セ

ッ
シ

ョ
ン

も
有

効
に

ご
活

用
下

さ
い

。
 

な
お

、
第

1
回

の
講

師
Q

&
A

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

様
子

は
、

M
oo

dl
e

上
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
 

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
ci

ca
.jp

/m
od

/p
ag

e/
vi

ew
.p

hp
?id

=5
91

7 
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
提

供
期

間
中

に
週

１
回

の
ペ

ー
ス

で
 

「
産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

」
を

配
信

し
て

お
り

ま
す

。
今

回
が

３
回

目
に

な
り

ま
す

。
 

さ
て

、
今

号
で

は
 

 
①

こ
こ

に
注

目
！

～
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
の

知
恵

袋
～

 
 
②

各
種

リ
マ

イ
ン

ド
 

 
③

学
習

進
捗

レ
ポ

ー
ト

 
 
④

停
電

に
関

す
る

お
知

ら
せ

 
 
⑤

各
種

問
い

合
わ

せ
窓

口
 

以
上

の
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
で

お
送

り
し

ま
す

。
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+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

++
  

①
こ

こ
に

注
目

！
～

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

か
ら

の
知

恵
袋

～
 

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
受

講
は

、
新

た
な

チ
ャ

レ
ン

ジ
だ

と
思

い
ま

す
。

 
働

き
な

が
ら

の
学

習
時

間
の

確
保

は
、

大
変

か
と

思
い

ま
す

が
、

工
夫

の
し

ど
こ

ろ
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

交
流

会
で

は
「
通

勤
時

間
に

動
画

視
聴

を
し

て
い

ま
す

」
と

お
話

し
さ

れ
た

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
。

 
ま

た
、

ク
イ

ズ
を

や
っ

て
み

て
全

体
を

イ
メ

ー
ジ

し
な

が
ら

、
動

画
を

見
て

も
う

一
度

ク
イ

ズ
に

取
り

組
む

方
法

を
 

ご
紹

介
下

さ
る

方
も

あ
り

ま
し

た
。

時
間

と
道

具
の

使
い

方
、

課
題

と
の

向
か

い
方

は
様

々
で

す
。

 
試

行
錯

誤
も

あ
っ

た
り

し
て

、
新

た
な

チ
ェ

レ
ン

ジ
で

、
新

た
な

自
分

と
の

出
会

い
を

楽
し

め
そ

う
で

す
。

 
み

な
さ

ま
の

掲
示

板
へ

の
投

稿
方

法
は

、
気

を
配

っ
て

行
わ

れ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

 
【
掲

示
板

へ
の

投
稿

課
題

に
つ

い
て

】
は

、
vo

l 1
号

と
2

号
の

～
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
の

知
恵

袋
～

 
に

お
い

て
取

り
上

げ
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
参

照
く
だ

さ
い

。
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②
各

種
リ

マ
イ

ン
ド

 
（
1）

第
2

回
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

講
師

Q
＆

A
セ

ッ
シ

ョ
ン

お
よ

び
受

講
者

交
流

会
 

開
催

 
９

月
３

日
（
土

）
13

:3
0 

～
 1

5:
30

に
Zo

om
に

て
開

催
と

な
り

ま
す

。
 

出
欠

確
認

の
締

切
は

8/
29

（
月

）
で

す
。

下
記

の
フ

ォ
ー

ム
で

お
寄

せ
く
だ

さ
い

。
 

ht
tp

s:/
/f

or
m

s.g
le

/J
JJ

xo
4d

Yu
de

to
BL

E6
 

68



Zo
om

情
報

は
後

日
M

oo
dl

e
の

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
ペ

ー
ジ

に
記

載
し

ま
す

。
 

第
2

回
 Q

&
A

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

は
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
う

ち
 

・
「
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
」
よ

り
鈴

木
克

明
先

生
 

・
「
実

務
家

教
員

論
」
よ

り
松

井
利

之
先

生
 

広
瀬

 正
先

生
 

に
直

接
質

問
す

る
機

会
が

得
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
会

の
後

半
で

は
受

講
者

交
流

会
を

行
い

ま
す

。
 

【
参

加
要

件
】
※

改
め

て
ご

確
認

く
だ

さ
い

 
下

記
の

学
習

項
目

に
つ

い
て

講
義

動
画

の
視

聴
や

文
献

に
よ

る
学

習
を

終
え

、
ク

イ
ズ

に
合

格
済

み
で

あ
る

こ
と

 
・
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
 

・
上

記
以

外
の

学
習

項
目

１
つ

以
上

（
「
実

務
家

教
員

論
」
を

推
奨

）
 

 
本

企
画

は
必

修
で

は
な

く
、

任
意

参
加

で
す

。
ご

自
身

の
ご

都
合

に
合

わ
せ

て
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
 

 （
2）

汎
用

的
教

育
実

践
力

科
目

受
講

日
希

望
調

査
 

現
在

受
講

中
の

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
が

修
了

す
る

と
、

次
の

汎
用

的
教

育
実

践
力

科
目

に
進

み
ま

す
。

 
本

科
目

の
詳

細
に

つ
い

て
は

、
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
p1

6～
を

ご
参

照
下

さ
い

。
 

汎
用

的
教

育
実

践
力

科
目

は
、

10
月

に
オ

ン
ラ

イ
ン

型
同

期
学

習
で

行
わ

れ
ま

す
。

 
つ

き
ま

し
て

は
、

受
講

日
の

調
整

検
討

を
行

い
ま

す
。

 
 
①

研
究

指
導

演
習

 
 
→

自
コ

ー
ス

の
対

象
日

程
で

の
受

講
可

否
を

確
認

し
、

必
要

に
応

じ
て

他
コ

ー
ス

日
程

に
振

替
を

行
い

ま
す

 
 
②

授
業

デ
ザ

イ
ン

と
シ

ラ
バ

ス
作

成
 

 
→

10
/1

6（
日

）
の

オ
ン

ラ
イ

ン
同

期
配

信
へ

の
参

加
可

否
を

確
認

し
ま

す
 

 
③

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

演
習

 
 
→

参
加

日
程

を
割

り
当

て
る

た
め

、
受

講
不

可
の

日
程

を
お

知
ら

せ
く
だ

さ
い

 
そ

れ
ぞ

れ
の

学
習

項
目

の
内

容
を

ご
確

認
い

た
だ

き
、

下
記

フ
ォ

ー
ム

に
ご

入
力

く
だ

さ
い

。
 

ht
tp

s:/
/f

or
m

s.g
le

/x
Bu

Q
Kd

bJ
M

n4
H

bQ
rd

6 
入

力
締

切
は

、
9/

9（
金

）
で

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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—
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—
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—
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③

学
習

進
捗

レ
ポ

ー
ト

 
今

週
の

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

学
習

進
捗

状
況

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
 

 フ
ォ

ー
ラ

ム
投

稿
で

は
、

日
本

の
大

学
教

育
の

実
情

や
課

題
に

気
づ

き
を

得
て

、
他

者
へ

の
コ

メ
ン

ト
で

、
 

考
え

を
深

め
ら

れ
て

い
る

書
き

込
み

を
多

く
見

受
け

ま
す

。
 

知
見

の
拡

大
・
深

化
は

、
教

育
の

真
価

を
見

極
め

、
進

化
へ

の
貢

献
に

つ
な

が
る

…
。

 
投

稿
を

拝
見

し
て

、
一

緒
に

が
ん

ば
り

た
い

！
と

思
い

ま
し

た
。
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—
—

—
—

—
—

—
—

—
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—
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 +
++

 
④

停
電

に
関

す
る

お
知

ら
せ

 
8

月
26

日
（
金

）
13

：
00

～
8

月
29

日
（
月

）
13

：
00

ま
で

、
東

北
大

学
に

お
け

る
 

計
画

停
電

の
た

め
「
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
収

録
動

画
」
に

つ
い

て
は

、
こ

の
時

間
帯

に
 

視
聴

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

り
ま

す
。

M
oo

dl
e

や
そ

の
他

の
動

画
に

つ
い

て
は

影
響

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

ご
承

知
お

き
く
だ

さ
い

。
 

++
+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
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++
 

⑤
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

  
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

に
つ

い
て

は
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

p.
 2

-3
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
  

学
習

内
容

や
進

め
方

に
つ

い
て

、
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
／

M
oo

dl
e／

過
去

の
メ

ー
ル

で
の

ご
案

内
を

 
参

照
し

て
も

解
決

し
な

い
場

合
、

ま
た

欠
席

等
の

ご
連

絡
は

、
各

コ
ー

ス
担

当
者

へ
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

受
講

開
始

か
ら

４
週

間
に

な
ろ

う
と

し
て

い
ま

す
。

仕
事

と
家

庭
と

学
習

と
…

少
し

ペ
ー

ス
が

つ
か

め
そ

う
で

し
ょ

う
か

？
  

4
つ

の
必

修
と

2
つ

以
上

の
選

択
必

修
の

計
6

つ
の

学
習

項
目

を
完

了
し

、
 

レ
ポ

ー
ト

執
筆

に
か

か
る

時
間

ま
で

含
め

る
と

…
 

不
明

点
な

ど
で

足
止

め
は

も
っ

た
い

な
い

の
で

、
 

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
遠

慮
な

く
お

声
掛

け
く
だ

さ
い

。
 

産
学

連
携

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
東

北
大

学
）
  

in
v.p

ro
@

gr
p.

to
ho

ku
.a

c.j
p 

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

指
導

力
育

成
コ

ー
ス

（
熊

本
大

学
）
  

in
v.p

ro
@

rc
is.

ku
m

am
ot

o-
u.

ac
.jp

 
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

教
育

力
育

成
コ

ー
ス

（
大

阪
公

立
大

学
）
  

la
s-

jit
su

m
uk

a.
ep

@
m

l.o
m

u.
ac

.jp
 

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
開

発
力

育
成

コ
ー

ス
（
立

教
大

学
）
 

in
v-

pr
o@

rik
ky

o.
ac

.jp
 

・
・
・
・
 。

・。
・
。

・
。

・。
・
。

・。
・
。

・。
・
。

・
。

・
。

・
 。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

  
産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

 v
ol

.0
3

は
い

か
が

で
し

た
か

？
 

ご
質

問
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

ご
意

見
、

ご
感

想
な

ど
も

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
！

  
こ

の
通

信
は

M
oo

dl
e

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
機

能
を

使
用

し
て

配
信

し
て

い
ま

す
。

 
今

後
、

過
去

の
通

信
の

内
容

を
確

認
し

た
い

と
き

に
は

、
 

M
oo

dl
e

の
「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
→

「
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
」
に

て
ア

ー
カ

イ
ブ

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

 
ht

tp
s:/

/jm
oo

dl
e.

ci
ca

.jp
/c

ou
rs

e/
vi

ew
.p

hp
?id

=8
3 

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

：
今

野
、

中
島

、
山

田
、

折
戸
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産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

 
vo

l.0
4 

（
20

22
年

9
月

2
日

発
行

）
  

□■
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━
■
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産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
受

講
者

の
み

な
さ

ま
  

 み
な

さ
ま

、
こ

ん
に

ち
は

。
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

山
田

で
す

。
 

8
月

が
あ

っ
と

い
う

間
に

過
ぎ

、
暑

さ
は

続
く
も

の
の

、
9

月
に

入
り

ま
し

た
。

学
習

は
順

調
に

進
ん

で
い

ま
す

で
し

ょ
う

か
。

8
月

6
日

に
開

催
さ

れ
た

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
か

ら
1

か
月

が
経

と
う

と
し

て
い

ま
す

。
 

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

終
レ

ポ
ー

ト
締

切
（
10

/7
(金

)2
3:

59
）
ま

で
、

丁
度

1
か

月
、

計
画

的
な

学
習

を
進

め
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
 

 さ
て

、
今

号
で

は
 

 
①

こ
こ

に
注

目
！

～
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
の

知
恵

袋
～

 
 
②

お
知

ら
せ

 
 
③

各
種

リ
マ

イ
ン

ド
 

 
④

学
習

進
捗

レ
ポ

ー
ト

 
 
⑤

各
種

問
い

合
わ

せ
窓

口
 

以
上

の
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
で

お
送

り
し

ま
す

。
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 ①
こ

こ
に

注
目

！
～

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

か
ら

の
知

恵
袋

～
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

始
ま

り
1

か
月

が
過

ぎ
、

受
講

生
の

方
々

か
ら

質
問

を
い

く
つ

か
頂

い
て

い
ま

す
。

他
の

方
に

共
通

す
る

質
問

を
い

く
つ

か
ご

紹
介

し
ま

す
。

 
 Q

：
M

oo
dl

e
投

稿
後

に
内

容
を

修
正

し
た

い
場

合
（
再

投
稿

の
ル

ー
ル

は
理

解
の

上
で

、
小

さ
な

付
け

足
し

レ
ベ

ル
）
、

ど
の

様
に

す
れ

ば
よ

い
か

。
 

A：
.投

稿
30

分
以

内
で

あ
れ

ば
修

正
が

可
能

で
す

。
見

直
し

も
含

め
て

30
分

以
内

に
す

る
よ

う
、

心
が

け
く
だ

さ
い

。
 

 Q
：
自

身
の

考
察

・
疑

問
内

容
の

投
稿

時
に

、
投

稿
時

の
行

の
文

字
数

に
比

し
て

、
M

oo
dl

e
に

反
映

さ
れ

た
後

の
行

の
文

字
数

が
変

わ
る

為
に

改
行

が
上

手
く
表

示
さ

れ
ず

、
反

映
後

、
非

常
に

読
み

づ
ら

い
も

の
に

な
る

、
ど

う
し

た
ら

良
い

か
。

 
A：

エ
デ

ィ
タ

の
幅

と
掲

示
板

の
一

行
の

幅
が

異
な

っ
て

い
る

こ
と

、
画

面
サ

イ
ズ

な
ど

使
用

し
て

い
る

環
境

に
よ

っ
て

も
投

稿
の

見
え

方
に

違
い

が
出

る
こ

と
が

あ
る

た
め

、
エ

デ
ィ

タ
の

幅
に

合
わ

せ
た

改
行

を
使

わ
ず

、
パ

ラ
グ

ラ
フ

と
し

て
ま

と
め

て
記

述
す

る
と

、
ど

ん
な

環
境

で
あ

っ
て

も
比

較
的

き
れ

い
に

表
示

さ
れ

ま
す

。
 

 Q
：
他

の
受

講
者

の
方

へ
の

コ
メ

ン
ト

は
、

全
員

の
投

稿
に

対
し

て
の

コ
メ

ン
ト

が
必

須
か

。
 

A：
投

稿
要

件
の

詳
細

に
「
掲

示
板

で
の

他
の

参
加

者
の

意
見

に
対

し
て

、
必

ず
1

つ
以

上
コ

メ
ン

ト
し

て
く
だ

さ
い

」
と

あ
り

、
1

つ
以

上
と

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
全

員
へ

の
コ

メ
ン

ト
は

必
須

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 
 Q

：
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
必

修
4

項
目

と
選

択
必

修
2

項
目

の
計

6
つ

の
学

習
項

目
を

完
了

し
た

後
に

は
、

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
が

必
須

と
な

っ
て

い
ま

す
。

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
の

字
数

制
限

や
分

量
は

? 
A：

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
で

は
、

特
に

字
数

制
限

は
設

け
て

お
ら

ず
、

M
oo

dl
e 

上
に

掲
載

し
て

い
る

 
「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」
に

示
す

各
項

目
に

つ
い

て
論

述
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
重

視
し

ま
す

。
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
不

足
な

く
論

述
で

き
て

い
る

か
、

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
で

自
己

採
点

を
行

っ
て

か
ら

提
出

す
る

こ
と

を
強

く
お

す
す

め
し

ま
す

。
今

の
う

ち
か

ら
、

終
レ

ポ
ー

ト
の

要
件

、
構

成
を

見
据

え
て

、
掲

示
板

へ
の

投
稿

や
議

論
を

積
み

上
げ

て
い

け
る

と
い

い
で

す
ね

。
評

価
に

用
い

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
M

oo
dl

e
上

で
公

開
し

て
い

ま
す

。
確

認
頂

き
、

レ
ポ

ー
ト

作
成

に
取

り
組

み
く
だ

さ
い

。
 

 当
該

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
は

、
M

oo
dl

e 
上

の
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
 

「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

」
に

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
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チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
⇒

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
評

価
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
 

++
+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

++
 

②
お

知
ら

せ
 

（
1）

8/
6

新
旧

交
流

会
の

写
真

公
開

 
8

月
6

日
、

東
京

に
て

開
催

い
た

し
ま

し
た

修
了

者
・
受

講
者

と
の

新
旧

交
流

会
の

際
に

撮
影

い
た

し
ま

し
た

コ
ー

ス
別

集
合

写
真

を
M

oo
dl

e
の

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
ペ

ー
ジ

に
て

公
開

い
た

し
ま

し
た

。
 

◆
20

22
年

度
新

旧
交

流
会

の
写

真
 

→
ht

tp
s:/

/jm
oo

dl
e.

cic
a.

jp
/m

od
/p

ag
e/

vi
ew

.p
hp

?id
=5

94
0 

【
お

願
い

（
重

要
）
】
 

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
様

々
な

方
が

、
様

々
な

環
境

や
状

況
の

も
と

に
参

加
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
当

該
写

真
は

、
あ

く
ま

で
も

参
加

者
の

方
々

個
人

に
留

め
る

も

の
と

し
、

写
真

を
SN

S
等

に
掲

載
す

る
こ

と
、

他
者

へ
共

有
す

る
こ

と
は

禁
止

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 
 ++

+—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

 +
++

 
③

各
種

リ
マ

イ
ン

ド
 

（
1）

第
2

回
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

講
師

Q
＆

A
セ

ッ
シ

ョ
ン

お
よ

び
受

講
者

交
流

会
 

開
催

 
明

日
、

９
月

３
日

（
土

）
13

:3
0 

～
 1

5:
30

に
Zo

om
に

て
開

催
と

な
り

ま
す

。
 

Zo
om

情
報

は
、

M
oo

dl
e

の
「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
ペ

ー
ジ

に
記

載
し

て
い

ま
す

。
 

 第
2

回
 Q

&
A

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

は
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
う

ち
 

・
「
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
」
よ

り
鈴

木
克

明
先

生
 

・
「
実

務
家

教
員

論
」
よ

り
松

井
利

之
先

生
 

広
瀬

 正
先

生
 

に
直

接
質

問
す

る
機

会
が

得
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
会

の
後

半
で

は
受

講
者

交
流

会
を

行
い

ま
す

。
 

【
参

加
要

件
】
は

、
M

oo
dl

e
に

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

。
改

め
て

ご
確

認
く
だ

さ
い

 
 

本
企

画
は

必
修

で
は

な
く
、

任
意

参
加

で
す

。
ご

自
身

の
ご

都
合

に
合

わ
せ

て
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
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参

加
し

な
い

こ
と

に
よ

り
成

績
評

価
等

で
不

利
益

を
被

る
こ

と
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
ご

安
心

く
だ

さ
い

。
 

 
な

お
、

講
師

Q
&

A
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

後
日

M
oo

dl
e

上
に

て
動

画
を

公
開

予
定

で
す

。
 

 （
2）

汎
用

的
教

育
実

践
力

科
目

受
講

日
希

望
調

査
 

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
修

了
後

に
実

施
さ

れ
る

汎
用

的
教

育
実

践
力

科
目

、
受

講
日

の
調

整
に

つ
い

て
、

希
望

調
査

フ
ォ

ー
ム

へ
の

回
答

：
締

切
9/

9(
金

）

を
お

願
い

し
て

い
ま

す
。

お
済

み
で

な
い

方
は

、
下

記
フ

ォ
ー

ム
に

ご
入

力
く
だ

さ
い

。
 

汎
用

的
教

育
実

践
力

科
目

受
講

日
程

調
整

：
締

切
9/

9(
金

）
→

ht
tp

s:
//

fo
rm

s.
gl

e/
xB

uQ
Kd

bJ
M

n4
H

bQ
rd

6 
ー

受
講

日
の

調
整

確
認

事
項

ー
 

 
①

研
究

指
導

演
習

 →
自

コ
ー

ス
の

対
象

日
程

で
の

受
講

可
否

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
他

コ
ー

ス
日

程
に

振
替

を
行

い
ま

す
 

 
②

授
業

デ
ザ

イ
ン

と
シ

ラ
バ

ス
作

成
 →

10
/1

6（
日

）
の

オ
ン

ラ
イ

ン
同

期
配

信
へ

の
参

加
可

否
を

確
認

し
ま

す
 

 
③

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

演
習

 →
参

加
日

程
を

割
り

当
て

る
た

め
、

受
講

不
可

の
日

程
を

お
知

ら
せ

く
だ

さ
い

 
 汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

p1
6～

を
ご

参
照

下
さ

い
。

 
汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
は

、
10

月
に

オ
ン

ラ
イ

ン
型

同
期

学
習

で
行

わ
れ

ま
す

。
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 ④
学

習
進

捗
レ

ポ
ー

ト
 

今
週

の
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
学

習
進

捗
状

況
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 
 

す
べ

て
の

コ
ー

ス
で

必
須

科
目

を
全

て
修

了
し

て
い

る
受

講
生

の
方

が
増

え
て

き
ま

し
た

。
ま

だ
一

つ
も

回
答

が
な

い
方

も
見

受
け

ら
れ

ま
す

。
時

間
の

確
保

が
難

し
い

と
思

い
ま

す
。

先
日

の
交

流
会

で
は

、
通

勤
時

に
動

画
を

見
る

な
ど

、
効

率
的

に
進

め
る

方
法

を
共

有
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
是

非
、

参
考

に
さ

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

★
訂

正
 

通
信

vo
l.0

3
の

学
習

進
捗

状
況

の
表

に
お

い
て

、
「
必

修
」
学

習
項

目
内

の
「

も
学

習
が

進
ん

で
い

る
受

講
者

の
修

了
学

習
項

目
数

」
を

LA
コ

ー
ス

：
5、

ID
コ

ー
ス

：
6

と
掲

載
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

い
ず

れ
も

「
4」

の
誤

り
で

す
。

お
詫

び
し

て
訂

正
い

た
し

ま
す

。
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⑤
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

  
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

に
つ

い
て

は
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

p.
 2

-3
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
  

学
習

内
容

や
進

め
方

に
つ

い
て

、
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
／

M
oo

dl
e／

過
去

の
メ

ー
ル

で
の

ご
案

内
を

 
参

照
し

て
も

解
決

し
な

い
場

合
、

ま
た

欠
席

等
の

ご
連

絡
は

、
各

コ
ー

ス
担

当
者

へ
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
不

明
点

な
ど

で
足

止
め

は
も

っ
た

い
な

い
の

で
、

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
遠

慮
な

く
お

声
掛

け
く
だ

さ
い

。
 

 産
学

連
携

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
東

北
大

学
）
  

 
in

v.p
ro

@
gr

p.
to

ho
ku

.a
c.j

p 
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
指

導
力

育
成

コ
ー

ス
（
熊

本
大

学
）
  

 
in

v.p
ro

@
rc

is.
ku

m
am

ot
o-

u.
ac

.jp
 

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
大

阪
公

立
大

学
）
  

 
la

s-
jit

su
m

uk
a.

ep
@

m
l.o

m
u.

ac
.jp

 
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

開
発

力
育

成
コ

ー
ス

（
立

教
大

学
）
 

 
in

v-
pr

o@
rik

ky
o.

ac
.jp

 
・
・
・
・
 。

・
。

・
。

・。
・
。

・。
・
。

・。
・
。

・
。

・。
・
。

・
 。

・。
・
。

・
。

・
。

・
。

  
産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

 v
ol

.0
4

は
い

か
が

で
し

た
か

？
 

ご
質

問
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

ご
意

見
、

ご
感

想
な

ど
も

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
！

  
 こ

の
通

信
は

M
oo

dl
e

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
機

能
を

使
用

し
て

配
信

し
て

い
ま

す
。

 
今

後
、

過
去

の
通

信
の

内
容

を
確

認
し

た
い

と
き

に
は

、
M

oo
dl

e
の

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
→

 
「
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
」
に

て
ア

ー
カ

イ
ブ

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

 
→

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
cic

a.
jp

/c
ou

rs
e/

vi
ew

.p
hp

?id
=8

3 
 受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
：
今

野
、

中
島

、
山

田
、

折
戸
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産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
通

信
 

vo
l.0

5 
（
20

22
年

9
月

9
日

発
行

）
  

□■
━
━
━

━
━
━

━
━
━
━

━
━
━

━
━
━
━
━
━
━

━
━
━
━

━
━
━
━
━
━
━

━
━
━

━
━
━
■
□ 

産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
受

講
者

の
み

な
さ

ま
 

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
今

野
で

す
。

 
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
成

果
物

「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

」
の

提
出

締
切

ま
で

 
1

か
月

を
切

り
ま

し
た

！
講

師
Q

&
A

セ
ッ

シ
ョ

ン
な

ど
を

活
用

し
な

が
ら

、
積

極
的

に
 

学
び

を
進

め
て

い
ら

っ
し

ゃ
る

方
も

多
く
、

既
に

必
修

4
項

目
と

選
択

必
修

2
項

目
の

学
習

を
 

終
え

ら
れ

た
方

も
出

て
き

ま
し

た
。

ま
た

、
め

で
た

く
「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

」
の

 
提

出
を

終
え

ら
れ

た
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
！

 
 9

月
の

連
休

中
に

ま
と

め
て

学
習

を
行

お
う

と
い

う
計

画
の

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

か
も

 
し

れ
ま

せ
ん

。
体

調
管

理
に

も
十

分
気

を
付

け
て

有
意

義
な

学
び

の
時

間
が

確
保

で
き

る
よ

う
 

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

も
応

援
し

て
い

ま
す

。
 

通
信

vo
l.0

5
は

、
 

 
①

受
講

生
の

皆
さ

ま
へ

の
ご

案
内

 
 
②

こ
こ

に
注

意
！

~受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
知

恵
袋

～
 

 
③

各
種

リ
マ

イ
ン

ド
 

 
④

学
習

進
捗

状
況

 
 
⑤

各
種

問
い

合
わ

せ
窓

口
 

の
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
で

お
送

り
し

ま
す

。
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①

受
講

生
の

皆
さ

ま
へ

の
ご

案
内

 
【
第

2
回

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
講

師
Q

&
A

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

動
画

公
開

】
 

9/
3（

土
）
に

開
催

い
た

し
ま

し
た

Q
&

A
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
動

画
を

M
oo

dl
e

に
て

 
公

開
い

た
し

ま
し

た
。

当
日

の
参

加
が

叶
わ

な
か

っ
た

方
、

復
習

し
た

い
方

、
ど

う
ぞ

 
ご

活
用

く
だ

さ
い

。
 

 
◆

第
2

回
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

講
師

Q
&

A
収

録
動

画
 

 
→

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
cic

a.
jp

/m
od

/p
ag

e/
vi

ew
.p

hp
?id

=5
95

8&
fo

rc
ev

ie
w

=1
 

Q
&

A
セ

ッ
シ

ョ
ン

は
、

「
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
」
よ

り
鈴

木
克

明
先

生
、

 
「
実

務
家

教
員

論
」
よ

り
松

井
利

之
先

生
、

広
瀬

正
先

生
に

ご
担

当
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

な
お

、
収

録
の

都
合

上
、

動
画

の
一

部
は

音
声

の
み

で
お

送
り

し
て

お
り

ま
す

。
 

ご
了

承
く
だ

さ
い

。
 

【
受

講
者

交
流

用
掲

示
板

設
置

の
ご

案
内

】
 

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

学
習

内
容

に
関

す
る

こ
と

だ
け

で
は

な
く
、

も
っ

と
他

の
 

受
講

者
の

み
な

さ
ん

と
交

流
や

情
報

交
換

を
し

た
い

と
い

う
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

る
た

め
 

M
oo

dl
e

の
「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
ペ

ー
ジ

内
に

、
交

流
用

掲
示

板
を

設
置

し
ま

し
た

。
 

 
◆

受
講

者
交

流
用

掲
示

板
 

 
→

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
cic

a.
jp

/m
od

/f
or

um
/v

ie
w

.p
hp

?id
=4

95
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上
記

掲
示

板
に

投
稿

す
る

と
、

受
講

者
全

員
に

投
稿

内
容

が
メ

ー
ル

で
通

知
さ

れ
ま

す
。

 
マ

ナ
ー

を
守

っ
て

の
投

稿
に

ご
協

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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 ②

こ
こ

に
注

意
！

～
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

知
恵

袋
～

 
【
掲

示
板

へ
の

投
稿

課
題

に
つ

い
て

】
 

こ
れ

ま
で

の
通

信
や

ア
ナ

ウ
ン

ス
で

の
周

知
に

対
応

し
て

、
自

ら
気

づ
き

、
 

必
要

に
応

じ
て

要
件

に
則

し
た

再
投

稿
が

行
わ

れ
て

お
り

、
何

よ
り

で
す

。
 

コ
ー

ス
に

よ
っ

て
は

別
途

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

し
て

い
ま

す
が

、
 

「
他

の
受

講
者

の
投

稿
に

対
し

て
必

ず
１

つ
以

上
コ

メ
ン

ト
す

る
」
と

い
う

 
課

題
が

行
わ

れ
て

い
な

い
ケ

ー
ス

が
散

見
さ

れ
ま

す
。

 
本

課
題

で
は

、
自

身
の

投
稿

に
寄

せ
ら

れ
た

他
の

受
講

者
の

コ
メ

ン
ト

へ
の

返
信

で
は

な
く

 
「
他

の
受

講
者

の
投

稿
に

対
し

て
コ

メ
ン

ト
す

る
こ

と
」
が

求
め

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

 
今

一
度

、
ご

自
身

が
「
他

の
受

講
者

の
投

稿
を

読
み

、
そ

れ
に

対
し

て
ご

自
身

の
意

見
等

を
 

投
稿

で
き

て
い

る
か

」
ご

確
認

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 
自

身
の

投
稿

に
対

す
る

他
の

受
講

者
か

ら
の

コ
メ

ン
ト

に
「
返

信
」
し

た
場

合
に

お
い

て
も

 
「
あ

な
た

の
学

習
進

捗
」
が

「
完

了
」
（
緑

色
）
と

表
示

さ
れ

る
こ

と
か

ら
 

誤
解

を
招

い
て

い
る

ケ
ー

ス
が

ご
ざ

い
ま

す
。

M
oo

dl
e

の
仕

様
に

よ
り

「
返

信
」
の

内
容

ま
で

 
区

別
し

て
判

定
で

き
な

い
こ

と
が

理
由

の
挙

動
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ど
う

か
ご

容
赦

く
だ

さ
い

。
 

【
自

分
の

投
稿

や
コ

メ
ン

ト
の

確
認

方
法

に
つ

い
て

】
 

ご
自

身
の

こ
れ

ま
で

の
投

稿
を

一
括

で
確

認
で

き
る

方
法

を
ご

活
用

く
だ

さ
い

。
 

 
◆

M
oo

dl
e

画
面

上
右

上
の

「
氏

名
」
→

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル
→

フ
ォ

ー
ラ

ム
投

稿
／

フ
ォ

ー
ラ

ム
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
 

な
お

、
「
フ

ォ
ー

ラ
ム

投
稿

」
で

は
、

ご
自

身
に

よ
る

掲
示

板
上

で
の

活
動

全
て

 
つ

ま
り

、
投

稿
（
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
）
、

投
稿

へ
の

コ
メ

ン
ト

の
全

て
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
 

「
フ

ォ
ー

ラ
ム

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

」
に

は
、

上
記

の
う

ち
、

投
稿

（
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
）
の

み
の

 
一

覧
が

確
認

で
き

ま
す

。
使

い
こ

な
せ

る
と

と
て

も
便

利
な

機
能

で
す

。
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③
各

種
リ

マ
イ

ン
ド

 
【
汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
受

講
日

希
望

調
査

】
 

か
ね

て
よ

り
ご

案
内

し
て

お
り

ま
す

汎
用

的
教

育
実

践
力

科
目

受
講

日
の

希
望

調
査

の
 

入
力

締
切

は
本

日
、

9/
9（

金
）
で

す
。

ま
だ

の
方

は
、

本
日

中
に

ご
入

力
く
だ

さ
い

。
 

 
◆

汎
用

的
教

育
実

践
力

科
目

受
講

日
希

望
調

査
 

 
→

ht
tp

s:/
/fo

rm
s.g

le
/x

Bu
Q

Kd
bJ

M
n4

H
bQ

rd
6 
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+
—

—
—

—
—

—
—

—
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—
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④

学
習

進
捗

状
況

 
今

週
の

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

学
習

進
捗

状
況

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
 

掲
示

板
上

で
の

投
稿

で
は

、
ご
自
身

の
経

験
や
⽴

場
か

ら
得

ら
れ

た
知
見

を
活

か
し

た
 

返
信

コ
メ

ン
ト

や
、

そ
れ

ら
の

コ
メ

ン
ト

を
受

け
て

の
発

展
的

な
議

論
な

ど
 

相
互

に
学

び
合

っ
て

い
る

様
子

も
垣

間
見

ら
れ

ま
す

。
 

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
学

習
は

孤
独

な
側
面

も
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

ぜ
ひ

他
者

の
視

点
も

 
十
二

分
に

活
用

し
て

、
ご
自
身

の
学

び
を

深
め

て
い

っ
て

も
ら

え
た

ら
何

よ
り

で
す

。
 

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
に

お
い

て
は

、
こ

う
し

た
掲

示
板

で
の

議
論

を
踏

ま
え

た
 

論
述

が
高

評
価

に
つ

な
が

る
こ

と
も

あ
る

よ
う

で
す

。
ぜ

ひ
活

か
し

て
み

ま
し

ょ
う

！
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+
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⑤
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

 
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

に
つ

い
て

は
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

p.
 2

-3
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
 

学
習

内
容

や
進

め
方

に
つ

い
て

、
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
／

M
oo

dl
e／

過
去

の
メ

ー
ル

で
の

ご
案

内
を

 
参

照
し

て
も

解
決

し
な

い
場

合
、

ま
た

欠
席

等
の

ご
連

絡
は

、
各

コ
ー

ス
担

当
者

へ
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

産
学

連
携

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
東

北
大

学
）
 

 
 

in
v.p

ro
@

gr
p.

to
ho

ku
.a

c.j
p 

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

指
導

力
育

成
コ

ー
ス

（
熊

本
大

学
）
 

 
 

in
v.p

ro
@

rc
is.

ku
m

am
ot

o-
u.

ac
.jp

 
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

教
育

力
育

成
コ

ー
ス

（
大

阪
公

立
大

学
） 

 
 

la
s-

jit
su

m
uk

a.
ep

@
m

l.o
m

u.
ac

.jp
 

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
開

発
力

育
成

コ
ー

ス
（
立

教
大

学
）
 

 
 

in
v-

pr
o@

rik
ky

o.
ac

.jp
 

・
・
・
・
 。

・。
・
。

・
。

・。
・
。

・。
・
。

・。
・
。

・
。

・
。

・
 。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

 
こ

の
通

信
は

M
oo

dl
e

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
機

能
を

使
用

し
て

配
信

し
て

い
ま

す
。

 
今

後
、

過
去

の
通

信
の

内
容

を
確

認
し

た
い

と
き

に
は

、
 

M
oo

dl
e

の
「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
→

「
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
」
に

て
ア

ー
カ

イ
ブ

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

 
ht

tp
s:/

/jm
oo

dl
e.

ci
ca

.jp
/c

ou
rs

e/
vi

ew
.p

hp
?id

=8
3 

産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
通

信
 v

ol
.0

5
は

い
か

が
で

し
た

か
？

 
ご

質
問

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
ご

意
見

、
ご

感
想

な
ど

も
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

！
 

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

：
今

野
、

中
島

、
山

田
、

折
戸
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━
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━
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━
━

━
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産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

 
vo

l.0
６

（
20

22
年

9
月

16
日

発
行

）
 

□■
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━
■
□ 

 
産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
講

者
の

み
な

さ
ま

 
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

折
戸

で
す

。
 

9
月

も
半

ば
を

過
ぎ

ま
し

た
ね

。
 

日
が

沈
む

と
だ

い
ぶ

過
ご

し
や

す
く
な

っ
て

ま
い

り
ま

し
た

。
 

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
も

そ
ろ

そ
ろ

終
盤

に
入

っ
て

く
る

頃
か

と
思

い
ま

す
。

 
寝

不
足

の
日

々
が

続
い

て
い

ま
せ

ん
か

？
 

社
会

人
が

時
間

を
作

ろ
う

と
す

る
と

、
 

睡
眠

時
間

を
削

っ
て

捻
出

す
る

方
が

大
半

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

 
連

日
と

な
る

と
、

体
力

的
に

も
シ

ン
ド

く
な

っ
て

き
ま

す
が

、
 

人
生

の
中

で
「
学

習
」
に

集
中

で
き

る
期

間
を

久
し

ぶ
り

に
満

喫
し

て
や

る
！

 
く
ら

い
の

感
覚

で
、

あ
と

少
し

、
頑

張
っ

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

 
 さ

て
さ

て
、

今
号

で
は

 
 
①

こ
こ

に
注

目
！

～
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

知
恵

袋
～

 
 
②

各
種

リ
マ

イ
ン

ド
 

 
③

学
習

進
捗

レ
ポ

 
 
④

各
種

問
い

合
わ

せ
窓

口
 

以
上

の
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
で

お
送

り
し

ま
す

。
 

++
+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

++
 

①
こ

こ
に

注
目

！
～

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

か
ら

の
知

恵
袋

～
 

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

投
稿

初
期

の
頃

と
、

 
今

の
投

稿
内

容
を

見
比

べ
て

み
る

と
 

皆
さ

ん
自

分
の

論
述

が
洗

練
さ

れ
て

き
て

い
る

と
感

じ
ま

せ
ん

か
。

 
各

学
習

項
目

の
テ

ー
マ

に
対

す
る

考
察

や
意

見
な

ど
も

 
そ

れ
ぞ

れ
に

自
信

を
も

っ
て

論
述

し
て

い
る

様
子

が
う

か
が

え
ま

す
。

 
レ

ポ
ー

ト
執

筆
に

向
け

て
、

着
実

に
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

し
て

い
る

こ
と

を
 

実
感

し
て

い
る

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

は
ず

で
す

。
 

 一
方

で
、

慣
れ

て
く
る

と
い

つ
の

間
に

か
 

自
分

が
伝

え
た

い
こ

と
が

メ
イ

ン
に

な
っ

て
い

る
投

稿
も

見
か

け
ま

す
。

 
 大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
集

大
成

で
あ

る
レ

ポ
ー

ト
の

 
下

地
で

も
あ

る
各

学
習

項
目

の
投

稿
は

、
 

「
思

い
つ

い
た

こ
と

を
→

思
い

つ
い

た
順

に
→

そ
の

時
の

気
持

ち
で

書
く
」
で

は
な

く
、

 
「
学

習
に

基
づ

い
た

自
身

の
考

察
を
→

指
定

の
形

式
で
→

論
理

的
に

書
く
」
。

 
を

心
掛

け
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

 ※
な

お
、

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

時
に

は
、

 
フ

ァ
イ

ル
名

と
本

文
そ

れ
ぞ

れ
い

ご
自

身
の

氏
名

を
表

示
す

る
よ

う
に

お
願

い
し

ま
す

！
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②
各

種
リ

マ
イ

ン
ド

 
自

由
選

択
科

目
 

LD
コ

ー
ス

 
受

講
希

望
申

込
 

開
始

 
 本

日
9

月
16

日
（
金

）
9：

00
よ

り
 

M
oo

dl
e

の
投

票
機

能
よ

り
送

信
が

可
能

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 
 

LD
コ

ー
ス

の
専

門
領

域
別

科
目

は
全

て
同

期
型

の
た

め
、

 
自

由
選

択
学

習
項

目
１

１
，

１
２

の
受

講
を

希
望

さ
れ

る
場

合
は

 
事

前
の

受
講

申
込

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
 【
申

込
期

間
】
20

22
年

9
月

16
日

（
金

）
9：

00
～

10
月

7
日

（
金

）
23

：
59

 
【
対

象
学

習
項

目
】
①

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
教

育
の

理
解

（
自

由
選

択
学

習
項

目
１

１
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
②

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
教

育
方

法
論

（
自

由
選

択
学

習
項

目
１

２
）
 

【
申

込
方

法
】
M

oo
dl

e
の

投
票

機
能

を
活

用
：
 

 
 

 
 

 
 

専
門

領
域

別
科

目
 

自
由

選
択

抱
く
週

項
目

１
１

，
１

２
の

受
講

申
込

 
 

 
 

 
 

 
ht

tp
s:/

/jm
oo

dl
e.

cic
a.

jp
/m

od
/c

ho
ic

e/
vi

ew
.p

hp
?id

=5
85

2 
 

 
 

 
 

 
※

本
日

よ
り

送
信

可
能

で
す

 
 【
受

講
確

定
に

つ
い

て
】
 

 
受

講
が

確
定

し
た

方
に

は
10

月
9

日
（
月

）
に

M
oo

dl
e

の
 

 
当

該
学

習
項

目
の

ペ
ー

ジ
が

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
 

 【
受

講
日

当
日

に
つ

い
て

】
 

 
講

義
当

日
の

オ
ン

ラ
イ

ン
情

報
（
Zo

om
情

報
）
は

 
 

後
日

LD
コ

ー
ス

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（
折

戸
）
よ

り
お

知
ら

せ
い

た
し

ま
す

。
 

 受
講

の
ご

検
討

は
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

て
、

当
該

学
習

項
目

を
そ

れ
ぞ

れ
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
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③
学

習
進

捗
レ

ポ
ー

ト
 

 今
週

の
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
学

習
進

捗
状

況
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 
 全

体
で

27
％

の
方

が
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
学

習
項

目
を

終
え

て
い

ま
す

。
 

ま
だ

学
習

項
目

が
終

わ
っ

て
い

な
い

と
い

う
方

も
、

 
そ

ろ
そ

ろ
、

レ
ポ

ー
ト

執
筆

に
む

け
た

段
取

り
を

整
え

始
め

ま
し

ょ
う

。
 

 ++
+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

++
 

④
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

 
 各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

に
つ

い
て

は
、

 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
p.

 2
-3

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

 
学

習
内

容
や

進
め

方
に

つ
い

て
、

 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
／

M
oo

dl
e／

過
去

の
メ

ー
ル

で
の

ご
案

内
を

参
照

し
て

も
解

決
し

な
い

場
合

、
 

ま
た

欠
席

等
の

ご
連

絡
は

、
各

コ
ー

ス
担

当
者

へ
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

 産
学

連
携

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
東

北
大

）
 

in
v.p

ro
@

gr
p.

to
ho

ku
.a

c.j
p 

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

指
導

力
育

成
コ

ー
ス

（
熊

本
大

）
 

in
v.p

ro
@

rc
is.

ku
m

am
ot

o-
u.

ac
.jp

 
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

教
育

力
育

成
コ

ー
ス

（
大

阪
公

立
大

） 
la

s-
jit

su
m

uk
a.

ep
@

m
l.o

m
u.

ac
.jp

 
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

開
発

力
育

成
コ

ー
ス

（
立

教
大

）
 

in
v-

pr
o@

rik
ky

o.
ac

.jp
 

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
 

産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
通

信
vo

l.0
6

は
い

か
が

で
し

た
か

？
 

ご
質

問
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

ご
意

見
、

ご
感

想
な

ど
も

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
！

 
 こ

の
通

信
は

M
oo

dl
e

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
機

能
を

使
用

し
て

配
信

し
て

い
ま

す
。

 
今

後
過

去
の

通
信

の
内

容
を

確
認

し
た

い
と

き
に

は
、

 
M

oo
dl

e
の

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
→

「
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
」
に

て
ア

ー
カ

イ
ブ

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

 
→

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
cic

a.
jp

/c
ou

rs
e/

vi
ew

.p
hp

?id
=8

3 
 受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
：
今

野
、

中
島

、
山

田
、

折
戸
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産
学

連
携

教
育

イ
ノベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

 v
ol

.0
7（

20
22

年
9

⽉
22

⽇
発

⾏
）
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━
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━
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━
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━

━
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━
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━
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━

━
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━
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━
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━
■
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産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
講

者
の

み
な

さ
ま

  
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

中
島

で
す

。
冒

頭
に

大
切

な
お

知
ら

せ
で

す
！

 
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
の

際
に

は
、

ご
自

分
の

氏
名

を
、

提
出

フ
ァ

イ
ル

と
本

文
に

明
記

く
だ

さ
い

。
 

今
号

で
は

 
①

こ
こ

に
注

目
！

～
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

知
恵

袋
～

 
②

各
種

リ
マ

イ
ン

ド
 

③
学

習
進

捗
レ

ポ
 

④
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口
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以
上

の
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
で

お
送

り
し

ま
す

。
 

++
+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

++
  

①
こ

こ
に

注
目

！
～

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

か
ら

の
知

恵
袋

～
 

文
章

を
書

く
力

を
付

け
た

い
！

そ
う

思
う

人
は

少
な

く
な

い
…

私
が

そ
の

一
人

で
す

。
 

「
書

け
な

い
」
「
書

け
な

い
」
と

自
分

に
暗

示
を

か
け

な
い

よ
う

に
…

。
困

っ
た

と
き

の
私

の
裏

技
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
 

「
書

く
」
と

「
読

む
」
は

、
呼

吸
み

た
い

な
も

の
…

。
呼

吸
は

「
吸

う
」
と

「
吐

く
」
の

繰
り

返
し

で
す

。
 

文
章

も
呼

吸
の

よ
う

に
、

「
読

む
」
と

「
書

く
」
の

繰
り

返
し

。
 

書
け

な
い

と
き

は
、

読
む

。
焦

る
気

持
ち

を
抱

え
な

が
ら

、
書

け
な

い
時

ほ
ど

読
む

…
。

 
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
が

気
に

な
る

頃
だ

と
思

い
ま

す
。

 
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

参
照

し
て

ご
活

用
く
だ

さ
い

。
 

＊
繰

り
返

し
に

な
り

ま
す

が
 

「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

」
の

提
出

の
際

に
は

、
ご

自
分

の
氏

名
を

フ
ァ

イ
ル

名
と

本
文

に
明

示
し

て
下

さ
い

。
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②
各

種
リ

マ
イ

ン
ド

 
課

題
提

出
締

切
期

限
20

22
年

10
月

7
日

（
金

）
23

:5
9 

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

締
め

切
り

は
、

み
な

さ
ん

よ
く
理

解
さ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

 
M

oo
dl

e
上

で
M

SW
or

d
も

し
く
は

PD
F

の
フ

ァ
イ

ル
形

式
で

提
出

で
す

。
 

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

ご
活

用
く
だ

さ
い

。
 

注
意

点
と

し
て

、
箇

条
書

き
で

は
な

く
文

章
で

の
論

述
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

詳
細

は
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

p1
5

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
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③
学

習
進

捗
レ

ポ
ー

ト
 

今
週

の
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
学

習
進

捗
状

況
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
 

 
全

体
で

41
％

の
方

が
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
学

習
項

目
を

終
え

ま
し

た
。
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—
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++

 
④

各
種

問
い

合
わ

せ
窓

口
  

各
種

問
い

合
わ

せ
窓

口
に

つ
い

て
は

、
 

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

p.
 2

-3
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
  

学
習

内
容

や
進

め
方

に
つ

い
て

、
 

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

／
M

oo
dl

e／
過

去
の

メ
ー

ル
で

の
ご

案
内

を
参

照
し

て
も

解
決

し
な

い
場

合
、

 
ま

た
欠

席
等

の
ご

連
絡

は
、

各
コ

ー
ス

担
当

者
へ

ご
連

絡
く
だ

さ
い

。
 

産
学

連
携

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
東

北
大

学
）
  

in
v.p

ro
@

gr
p.

to
ho

ku
.a

c.j
p 

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

指
導

力
育

成
コ

ー
ス

（
熊

本
大

学
）
  

in
v.p

ro
@

rc
is.

ku
m

am
ot

o-
u.

ac
.jp

 
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

教
育

力
育

成
コ

ー
ス

（
大

阪
公

立
大

学
）
  

la
s-

jit
su

m
uk

a.
ep

@
m

l.o
m

u.
ac

.jp
 

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
開

発
力

育
成

コ
ー

ス
（
立

教
大

学
）
 

in
v-

pr
o@

rik
ky

o.
ac

.jp
 

・
・
・
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・
。

・
。
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・
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・
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・
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・
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・
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・
。

・
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・
。

  
産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

 v
ol

.0
7

は
い

か
が

で
し

た
か

？
 

ご
質

問
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

ご
意

見
、

ご
感

想
な

ど
も

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
！

  
こ

の
通

信
は

M
oo

dl
e

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
機

能
を

使
用

し
て

配
信

し
て

い
ま

す
。

 
今

後
、

過
去

の
通

信
の

内
容

を
確

認
し

た
い

と
き

に
は

、
 

M
oo

dl
e

の
「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
→

「
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
」
に

て
ア

ー
カ

イ
ブ

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。
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 受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

：
今

野
、

中
島

、
山

田
、

折
戸
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産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

 
vo

l.0
8（

20
22

年
９

月
30

日
発

行
）
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産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
講

者
の

み
な

さ
ま

  
*通

信
の

配
信

が
遅

い
時

間
に

な
り

失
礼

い
た

し
ま

す
。

 
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

山
田

で
す

。
い

よ
い

よ
来

週
10

月
7

日
(金

）
23

：
59

が
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
締

め
切

り
日

に
な

り
ま

す
。

 
仕

事
と

勉
強

の
両

立
は

、
難

し
い

事
も

多
い

か
と

存
じ

ま
す

が
、

今
年

度
修

了
を

目
指

し
、

次
の

学
習

項
目

に
進

む
事

が
で

き
る

よ
う

提
出

期
限

を
ク

リ
ア

し
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
 

今
回

は
、

レ
ポ

ー
ト

提
出

に
つ

い
て

の
要

件
、

M
oo

dl
e

上
で

の
確

認
事

項
等

、
共

有
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

今
号

で
は

 
①

こ
こ

に
注

目
！

～
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

知
恵

袋
～

 
②

各
種

リ
マ

イ
ン

ド
 

③
学

習
進

捗
レ

ポ
 

④
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

 
以

上
の

ラ
イ

ン
ナ

ッ
プ

で
お

送
り

し
ま

す
。
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①

こ
こ

に
注

目
！

～
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
の

知
恵

袋
～

 
Ti

ps
 1

 
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
の

注
意

点
 

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

履
修

要
件

は
、

必
修

４
項

目
と

選
択

２
項

目
、

計
６

項
目

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
 

ま
た

、
も

う
一

つ
必

須
と

な
っ

て
い

る
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

は
、

学
習

項
目

の
振

り
返

り
を

含
む

も
の

に
な

り
ま

す
の

で
、

そ
れ

ま
で

に
6

項
目

の
修

了

が
必

須
で

す
。

 
Q

. 
自

身
で

履
修

が
で

き
て

い
る

か
の

確
認

方
法

は
？

レ
ポ

ー
ト

は
ど

の
よ

う
に

提
出

す
れ

ば
良

い
か

。
 

A．
 選

択
学

習
項

目
（
２

項
目

）
は

、
M

oo
dl

e
上

に
て

ど
の

項
目

を
学

習
対

象
と

す
る

か
登

録
さ

れ
て

い
ま

す
で

し
ょ

う
か

。
 

 
登

録
が

な
さ

れ
て

い
な

い
と

、
上

記
履

修
要

件
を

満
た

し
た

場
合

に
お

い
て

も
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

リ
ン

ク
が

表
示

さ
れ

ま
せ

ん
。

 
■

【
操

作
方

法
】
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

ペ
ー

ジ
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.jp
/c

ou
rs

e/
vi

ew
.p

hp
?id

=5
8&

se
ct

io
n=

1）
 

⇒
学

習
項

目
５

以
降

ま
で

ス
ク

ロ
ー

ル
し

、
選

択
す

る
項

目
に

つ
い

て
画

面
右

側
の

チ
ェ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

を
ク

リ
ッ

ク
し

、
 

オ
ン

の
状

態
に

し
て

く
だ

さ
い

。
 

＊
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
選

択
学

習
項

目
に

関
す

る
M

oo
dl

e
操

作
に

つ
い

て
は

、
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
サ

ポ
ー

ト
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:/

/jm
oo

dl
e.

cic
a.

jp
/c

ou
rs

e/
vi

ew
.p

hp
?id

=8
3）

で
公

開
し

て
い

る
 

「
【
M

oo
dl

e】
マ

ニ
ュ

ア
ル

一
式

」
に

て
確

認
可

能
で

す
。

 
■

 
選

択
項

目
を

し
っ

か
り

登
録

し
、

ク
イ

ズ
・
投

稿
な

ど
の

課
題

が
す

べ
て

ク
リ

ア
で

き
て

い
る

場
合

は
、

 
当

該
学

習
項

目
の

学
習

進
捗

の
イ

ン
ジ

ケ
ー

タ
ー

の
バ

ー
が

緑
に

な
り

、
6

項
目

の
要

件
を

満
た

し
た

段
階

で
、

 
一

番
右

側
の

パ
ネ

ル
が

「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

」
に

な
り

ま
す

。
 

こ
の

う
ち

何
か

欠
け

て
い

る
と

、
そ

の
旨

が
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

ペ
ー

ジ
に

テ
キ

ス
ト

メ
ッ

セ
ー

ジ
と

し
て

表
示

さ
れ

ま
す

。
 

■
 

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

の
際

に
は

、
ご

自
分

の
氏

名
を

、
提

出
フ

ァ
イ

ル
と

本
文

に
明

記
く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
ま

た
、

レ
ポ

ー
ト

評
価

に
つ

い
て

は
、

 
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

参
照

し
て

ご
活

用
く
だ

さ
い

。
 

 Ti
ps

 2
 

「
生

徒
」
？

「
学

生
」
？

用
語

に
つ

い
て

の
ア

ド
バ

イ
ス

 
掲

示
板

で
の

投
稿

内
容

を
確

認
し

て
い

る
と

、
大

学
に

通
う

者
を

指
す

こ
と

ば
と

し
て

「
生

徒
」
を

使
っ

て
い

る
方

が
い

る
こ

と
に

気
が

付
き

ま
し

た
。

 
学

び
の

場
に

集
う

者
の

こ
と

を
表

現
す

る
用

語
に

は
「
児

童
」
「
生

徒
」
「
学

生
」
が

あ
り

ま
す

が
、

そ
れ

ぞ
れ

意
味

が
異

な
り

ま
す

。
お

お
ま

か
に

説
明

す
る

と
…

 
 
◆

児
童

：
小

学
生

（
初

等
教

育
を

受
け

て
い

る
者

）
 

 
◆

生
徒

：
中

学
生

、
高

校
生

（
中

等
教

育
を

受
け

て
い

る
者

）
 

 
◆

学
生

：
大

学
生

（
高

等
教

育
〔
大

学
、

大
学

院
、

高
等

専
門

学
校

含
む

〕
を

受
け

て
い

る
者

）
 

と
い

う
使

い
分

け
が

な
さ

れ
て

お
り

、
「
学

校
教

育
法

」
に

よ
り

そ
の

定
義

が
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 
今

後
の

就
職

活
動

時
の

書
類

や
小

論
文

で
の

論
述

は
も

ち
ろ

ん
、

今
後

の
掲

示
板

で
の

議
論

や
「
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

」
に

お
い

て
も

、
こ

う
し

た
用

語
の

使
い

方
に

も
留

意
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

（
近

年
は

「
大

学
生

の
『
生

徒
化

』
」
な

ん
て

議
論

も
あ

り
ま

す
が

…
そ

う
し

た
特

別
な

意
図

が
な

い
限

り
、

大
学

生
は

「
学

生
」
と

表
現

し
ま

し
ょ

う
。

）
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②
各

種
リ

マ
イ

ン
ド

 
【
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
締

め
切

り
】
 

課
題

提
出

締
切

期
限

 
20

22
年

10
月

7
日

（
金

）
23

:5
9 

上
記

記
載

し
て

お
り

ま
す

が
、

再
度

ご
案

内
で

す
。

 
++

+—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

 +
++

 
③

学
習

進
捗

レ
ポ

ー
ト

 
今

週
の

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

学
習

進
捗

状
況

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
 

 ++
+—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
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++
 

④
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

  
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

に
つ

い
て

は
、

 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
p.

 2
-3

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

  
学

習
内

容
や

進
め

方
に

つ
い

て
、

 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
／

M
oo

dl
e／

過
去

の
メ

ー
ル

で
の

ご
案

内
を

参
照

し
て

も
解

決
し

な
い

場
合

、
 

ま
た

欠
席

等
の

ご
連

絡
は

、
各

コ
ー

ス
担

当
者

へ
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

 産
学

連
携

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
東

北
大

学
）
  

 
in

v.p
ro

@
gr

p.
to

ho
ku

.a
c.j

p 
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
指

導
力

育
成

コ
ー

ス
（
熊

本
大

学
）
  

 
in

v.p
ro

@
rc

is.
ku

m
am

ot
o-

u.
ac

.jp
 

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
大

阪
公

立
大

学
）
  

 
la

s-
jit

su
m

uk
a.

ep
@

m
l.o

m
u.

ac
.jp

 
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

開
発

力
育

成
コ

ー
ス

（
立

教
大

学
）
 

 
in

v-
pr

o@
rik

ky
o.

ac
.jp

 
・
・
・
・
 。

・。
・
。

・
。

・。
・
。

・。
・
。

・。
・
。

・
。

・
。

・
 。

・
。

・
。

・
。

・
。

・
。

  
産

学
連

携
教

育
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

通
信

 v
ol

.0
8

は
い

か
が

で
し

た
か

？
 

ご
質

問
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

ご
意

見
、

ご
感

想
な

ど
も

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
！

  
 こ

の
通

信
は

M
oo

dl
e

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
機

能
を

使
用

し
て

配
信

し
て

い
ま

す
。

 
今

後
、

過
去

の
通

信
の

内
容

を
確

認
し

た
い

と
き

に
は

、
 

M
oo

dl
e

の
「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
→

「
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
」
に

て
ア

ー
カ

イ
ブ

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

 
→

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
cic

a.
jp

/c
ou

rs
e/

vi
ew

.p
hp

?id
=8
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 受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
：
今

野
、

中
島

、
山

田
、

折
戸
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産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
通

信
 

vo
l.0

9 
（
20

22
年

10
月

7
日

発
行

）
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産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
受

講
者

の
み

な
さ

ま
 

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
今

野
で

す
。

と
う

と
う

本
日

10
月

7
日

（
金

）
23

:5
9

が
 

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

締
切

で
す

。
既

に
提

出
さ

れ
た

方
も

 
締

切
時

間
ま

で
は

再
提

出
が

受
け

付
け

ら
れ

ま
す

の
で

 
誤

字
脱

字
（
←

結
構

あ
り

ま
す

！
）
や

名
前

の
記

入
忘

れ
な

ど
の

な
い

よ
う

 
重

ね
て

終
チ

ェ
ッ

ク
を

行
っ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

翌
週

か
ら

毎
週

金
曜

日
に

配
信

し
て

き
た

 
こ

の
「
通

信
」
も

、
本

日
で

終
号

と
な

り
ま

す
。

 
今

号
で

は
、

各
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

お
届

け
し

ま
す

。
 

+
+

+
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

+
+ 

 
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
 

◇
産

学
連

携
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

教
育

力
育

成
コ

ー
ス

担
当

 
今

野
 

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
２

か
月

間
に

わ
た

る
学

習
、

ひ
と

ま
ず

大
変

お
疲

れ
さ

ま
で

し
た

！
 

受
講

生
の

皆
さ

ま
に

と
っ

て
、

学
習

進
捗

の
励

み
に

な
る

よ
う

な
内

容
を

 
お

送
り

で
き

る
よ

う
に

と
考

え
出

さ
れ

た
の

が
こ

の
通

信
で

す
。

 
皆

さ
ま

の
掲

示
板

へ
の

投
稿

と
コ

メ
ン

ト
の

や
り

と
り

か
ら

、
私

自
身

も
多

く
の

気
づ

き
を

 
得

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

 
学

習
進

捗
を

確
認

す
る

作
業

の
中

に
も

、
多

く
の

学
び

の
機

会
が

あ
り

ま
さ

に
役

得
で

す
！

 
一

方
で

「
近

ア
ク

セ
ス

し
て

い
な

い
け

ど
ど

ー
し

た
？

」
「
再

投
稿

が
必

要
で

す
」
な

ど
 

た
く
さ

ん
の

メ
ー

ル
を

お
送

り
し

て
し

ま
っ

た
か

と
存

じ
ま

す
。

 
仕

事
で

忙
し

い
の

に
！

ち
ゃ

ん
と

計
画

的
に

や
る

っ
て

ば
！

と
う

ざ
っ

た
く
思

わ
れ

た
方

も
 

少
な

く
な

い
で

し
ょ

う
…

。
も

ド
ロ

ッ
プ

ア
ウ

ト
率

の
高

い
科

目
が

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
で

 
あ

る
こ

と
か

ら
、

老
婆

心
な

が
ら

日
々

ハ
ラ

ハ
ラ

ド
キ

ド
キ

し
な

が
ら

皆
さ

ま
の

学
習

の
様

子
を

 
見

守
っ

て
参

り
ま

し
た

。
 

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
ま

だ
ま

だ
続

い
て

い
き

ま
す

。
 

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
し

て
、

陰
な

が
ら

の
応

援
を

実
直

に
積

み
重

ね
て

ま
い

り
ま

す
の

で
、

 
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く
お

願
い

い
た

し
ま

す
！

 
◇

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

指
導

力
育

成
コ

ー
ス

担
当

 
中

島
 

皆
様

の
投

稿
か

ら
は

、
学

び
を

楽
し

ま
れ

て
い

る
こ

と
が

伝
わ

っ
て

ま
い

り
ま

し
た

。
 

充
実

し
た

日
々

に
な

り
ま

し
た

。
 

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
設

計
要

素
と

し
て

、
鈴

木
先

生
は

 
「
情

報
か

ら
学

ぶ
」
「
仲

間
か

ら
学

ぶ
」
こ

と
を

あ
げ

て
お

ら
れ

ま
す

。
ま

さ
に

そ
の

体
験

で
し

た
。

 
今

後
も

学
び

続
け

る
こ

と
に

、
こ

の
経

験
と

こ
こ

で
の

仲
間

が
、

活
か

さ
れ

て
い

く
こ

と
と

思
い

ま
す

。
 

こ
れ

か
ら

の
学

び
に

も
ご

一
緒

で
き

る
こ

と
が

う
れ

し
く
思

い
ま

す
。

楽
し

み
に

し
て

お
り

ま
す

。
 

◇
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

教
育

力
育

成
コ

ー
ス

担
当

 
山

田
 

み
な

さ
ま

、
長

き
に

渡
る

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
、

お
疲

れ
様

で
し

た
。

 
色

々
な

時
間

の
都

合
を

つ
け

て
の

学
習

は
、

大
変

だ
っ

た
こ

と
と

思
い

ま
す

。
 

毎
回

各
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

メ
ル

マ
ガ

通
信

に
書

い
て

い
る

進
捗

報
告

の
数

字
を

 
ま

と
め

る
の

で
す

が
、

今
回

は
ギ

リ
ギ

リ
ま

で
提

出
を

待
ち

、
集

計
を

し
て

、
皆

様
が

 
続

々
終

ら
れ

て
い

く
様

子
を

見
て

、
陰

な
が

ら
拍

手
を

送
り

な
が

ら
見

守
っ

て
お

り
ま

し
た

。
 

（
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

皆
様

、
と

り
ま

と
め

遅
く
な

り
ま

し
て

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

）
 

い
よ

い
よ

、
汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
や

、
専

門
領

域
別

科
目

等
、

演
習

を
含

ん
だ

科
目

が
 

始
ま

り
ま

す
。

こ
れ

ま
で

と
は

異
な

り
、

講
師

の
先

生
や

、
他

の
受

講
生

と
議

論
を

交
わ

し
た

り
、

 
質

問
を

す
る

機
会

が
増

え
、

新
し

い
学

び
が

出
来

る
か

と
思

い
ま

す
。

 
今

後
も

授
業

や
企

画
の

サ
ポ

ー
ト

を
す

る
予

定
で

す
。

 
EP

コ
ー

ス
の

受
講

生
の

み
な

さ
ん

を
は

じ
め

、
皆

さ
ん

に
お

会
い

す
る

機
会

が
増

え
る

こ
と

に
 

な
る

か
と

思
い

ま
す

。
 

後
半

も
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 
◇

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
開

発
力

育
成

コ
ー

ス
担

当
 

折
戸

 
初

の
科

目
が

区
切

り
を

む
か

え
ま

す
ね

！
 

非
同

期
型

と
い

う
環

境
で

は
、

思
う

よ
う

に
進

め
ら

れ
な

か
っ

た
り

、
 

わ
か

ら
な

い
こ

と
も

直
ぐ

に
解

消
で

き
ず

に
モ

ヤ
モ

ヤ
し

た
り

、
、

、
 

そ
ん

な
時

間
を

過
ご

さ
れ

た
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

っ
た

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

ま
ず

は
、

お
つ

か
れ

さ
ま

で
し

た
！

！
 

そ
し

て
、

後
の

追
い

込
み

の
方

、
も

う
ひ

と
踏

ん
張

り
で

す
！

！
 

掲
示

板
投

稿
は

、
初

期
か

ら
活

発
な

や
り

取
り

が
な

さ
れ

て
い

て
、

 
学

習
項

目
が

進
む

に
つ

れ
て

み
な

さ
ん

の
会

話
が

 
専

門
的

に
な

っ
て

い
く
様

子
を

拝
見

し
て

い
ま

し
た

。
 

非
同

期
と

は
思

え
な

い
ほ

ど
の

意
見

交
換

や
情

報
交

換
、

会
話

が
展

開
さ

れ
て

い
て

、
 

今
後

の
同

期
型

、
対

面
、

グ
ル

ー
プ

セ
ッ

シ
ョ

ン
な

ど
が

楽
し

み
で

す
ね

！
 

実
務

家
に

と
っ

て
、

仕
事

を
し

な
が

ら
集

中
的

に
学

習
を

進
め

る
の

は
、

 
精

神
力

も
体

力
も

使
い

ま
す

よ
ね

。
 

本
日

締
切

の
レ

ポ
ー

ト
を

無
事

に
提

出
し

た
後

は
、

ど
う

ぞ
「
い

っ
ぷ

く
」
し

て
く
だ

さ
い

。
 

そ
し

て
、

ゆ
っ

く
り

し
っ

か
り

一
息

つ
か

れ
た

後
は

、
つ

ぎ
の

ス
テ

ッ
プ

に
向

け
て

、
 

頭
の

柔
軟

体
操

を
ぜ

ひ
お

願
い

し
ま

す
。

 
キ

ャ
ッ

プ
ス

ト
ー

ン
目

指
し

て
、

 

我
々

受
講

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

も
フ

ォ
ロ

ー
体

制
を

抜
か

り
な

く
整

え
て

ま
り

た
い

と
思

い
ま

す
の

で
、

 
引

き
続

き
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く
お

願
い

い
た

し
ま

す
！

 
+

+
+

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

 +
+

+
 

大
学

教
育

基
礎

力
科

目
の

成
績

に
つ

い
て

 
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

は
提

出
締

切
以

降
、

各
コ

ー
ス

の
講

師
に

よ
り

 
採

点
が

な
さ

れ
ま

す
。

採
点

結
果

の
通

知
は

10
月

下
旬

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
 

そ
れ

ま
で

し
ば

ら
く
お

待
ち

く
だ

さ
い

。
 

採
点

結
果

は
M

oo
dl

e
上

で
通

知
さ

れ
ま

す
。

 
成

績
入

力
は

ス
タ

ッ
フ

が
行

う
た

め
「
評

定
者

」
名

と
し

て
、

事
務

局
ス

タ
ッ

フ
の

 
氏

名
が

表
示

さ
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

+
+

+
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

+
+

 
汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
の

受
講

に
つ

い
て

 
大

学
教

育
基

礎
力

レ
ポ

ー
ト

を
提

出
し

、
こ

れ
に

合
格

す
る

と
 

汎
用

的
教

育
実

践
力

科
目

の
受

講
に

進
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 
受

講
日

程
を

選
択

す
る

「
研

究
指

導
演

習
」
「
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
演

習
」
 

に
つ

い
て

は
、

受
講

日
程

を
M

oo
dl

e
上

の
汎

用
的

教
育

実
践

力
科

目
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
に

 
掲

載
し

て
い

ま
す

の
で

各
自

確
認

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 
各

演
習

で
は

「
事

前
学

習
」
が

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
の

内
容

を
確

認
し

 
期

日
ま

で
に

終
え

た
う

え
で

、
演

習
当

日
に

臨
む

よ
う

に
し

て
く
だ

さ
い

。
 

+
+

+
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

+
+

 
学

習
進

捗
レ

ポ
ー

ト
 

今
週

の
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

の
学

習
進

捗
状

況
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 
 

全
体

で
65

％
の

受
講

者
が

大
学

教
育

基
礎

力
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

を
終

え
ま

し
た

！
 

き
ょ

う
こ

れ
か

ら
提

出
し

よ
う

と
い

う
方

は
、

あ
と

も
う

一
息

で
す

！
 

+
+

+
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 +

+
+

 
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

 
各

種
問

い
合

わ
せ

窓
口

に
つ

い
て

は
、

 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
p.

 2
-3

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

 
学

習
内

容
や

進
め

方
に

つ
い

て
、

 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
／

M
oo

dl
e／

過
去

の
メ

ー
ル

で
の

ご
案

内
を

参
照

し
て

も
解

決
し

な
い

場
合

、
 

ま
た

欠
席

等
の

ご
連

絡
は

、
各

コ
ー

ス
担

当
者

へ
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

産
学

連
携

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
東

北
大

学
）
 

 
in

v.p
ro

@
gr

p.
to

ho
ku

.a
c.j

p 
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
指

導
力

育
成

コ
ー

ス
（
熊

本
大

学
）
 

 
in

v.p
ro

@
rc

is.
ku

m
am

ot
o-

u.
ac

.jp
 

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
教

育
力

育
成

コ
ー

ス
（
大

阪
公

立
大

学
） 

 
la

s-
jit

su
m

uk
a.

ep
@

m
l.o

m
u.

ac
.jp

 
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

開
発

力
育

成
コ

ー
ス

（
立

教
大

学
）
 

 
in

v-
pr

o@
rik

ky
o.

ac
.jp

 
  。

・
。

・
。

・。
・
。

・
。

・。
・
。

・。
・
。

・
。

・
。

・
 。

・。
・
。

・。
 

産
学

連
携

教
育

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
通

信
は

い
か

が
で

し
た

か
？

 
大

学
教

育
基

礎
力

科
目

修
了

後
に

は
、

受
講

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
 

本
通

信
に

関
す

る
問

い
も

あ
り

ま
す

の
で

、
ぜ

ひ
ご

感
想

、
ご

意
見

等
お

寄
せ

い
た

だ
け

る
と

 
嬉

し
い

で
す

。
 

こ
の

通
信

は
M

oo
dl

e
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
メ

ン
ト

機
能

を
使

用
し

て
配

信
し

て
い

ま
す

。
 

今
後

、
過

去
の

通
信

の
内

容
を

確
認

し
た

い
と

き
に

は
、

 
M

oo
dl

e
の

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
」
→

「
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
」
に

て
ア

ー
カ

イ
ブ

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

 
→

ht
tp

s:/
/jm

oo
dl

e.
cic

a.
jp

/c
ou

rs
e/

vi
ew

.p
hp

?id
=8

3 
受

講
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
：
今

野
、

中
島

、
山

田
、

折
戸
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AIBET2022 受講者属性 
ｎ=91 
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4.4 産学連携教育イノベーター育成プログラム 受講者属性等



AIBET2022 コース別受講者・修了者数 
コ―ス名 受講者数 修了者数 

産学連携リベラルアーツ教育力育成コース 35 33 
インストラクショナルデザイン指導力育成コース 18 19 
アントレプレナーシップ教育力育成コース 16 16 
リーダーシップ開発力育成コース 22 22 
計 91 90 
※修了者には受講期間延長者を含む 
 
AIBET修了者数 

年度 受講者 修了者 
2020 56 48 
2021 107 97 
2022 91 90 
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4.5 産学連携教育イノベーター育成プログラム2022 受講者アンケート
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産学連携教育イノベーター育成コンソーシアム 規約 

産学連携教育イノベーター育成コンソーシアム運営委員会 

第１章 総則 
（名称） 

第１条 この規約により設立する団体は、産学連携教育イノベーター育成コンソーシアム（以下、

「本コンソーシアム」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 本コンソーシアムは、大学（専門職大学を含む）、短期大学（専門職短期大学を含む）、

高等専門学校、及び大学共同利用機関法人（以下、「大学等」という。）と企業、地方公共団

体、その他の団体、国又は地方公共団体（独立行政法人又は地方独立行政法人を含む）の設置

する機関等（以下、「企業等」という。）が連携して人材育成に取り組むことにより、学生も

社会人も学び続けチャレンジし続ける社会の実現及び創造と変革を先導する人材の輩出に貢献

することを目的とする。 

（活動） 

第３条 本コンソーシアムは、前条の目的を達成するため、次に掲げる活動を行う。 

（１）大学等の実務家教員を育成する研修プログラムの企画立案・実施への参画・協力 

（２）実務家教員の活用をはじめ、産学等の境界を超えて人材と知の循環を推進する取組への参

画・協力 

（３）大学等が開発する社会人向け又は学生向けの教育プログラムの企画立案・実施への参画・

協力 

（４）大学等が行う教育に実践的な観点を反映させる取組への協力 

（５）リカレント教育、インターンシップ及びキャリア教育を含む産学連携教育を推進・普及し

ていくための意見交換及び情報共有 

（６）産学連携教育の推進・普及のためのフェア等イベントの企画・開催への参画・協力 

（７）大学等、企業等、学生、研修受講者等の交流の場の企画・開催への参画・協力 

（８）その他前各号に掲げる活動に附帯又は関連する活動 

（活動年度） 

第４条 本コンソーシアムの活動年度は、毎年４月１日から始まり翌年３月３１日までの年１期

とする。ただし、設立初年度は、設立日から翌年３月３１日までとする。 

第２章 会員 
（会員） 

第５条 本コンソーシアムの会員は、本コンソーシアムの目的を理解し活動に賛同する大学等及

121

4.6 産学連携教育イノベーター育成コンソーシアム規約・会員一覧



び企業等をもって構成する。 

２ 本コンソーシアムの設立当初の会員は、別表に掲げる通りとする。 

 

（入会） 

第６条 会員になろうとする大学等又は企業等は、所定の様式により本コンソーシアムに対して

入会の申込を行うものとする。 

２ 前項の申込があったときは、本コンソーシアムは、第１０条に規定する運営委員会の議決に

よってその諾否を決定し、申込者に通知する。 

３ 会員は、本コンソーシアムへの参加に係る責任者１名を第１０条に規定する運営委員会の委

員として定め、入会と同時に本コンソーシアムに届け出るものとする。 

４ 会員は、その名称、責任者の氏名又は住所の変更のあったときは、遅滞なく、書面にて本コ

ンソーシアムに届け出なければならない。 

 

（会費） 

第７条 本コンソーシアムの会費は、第１０条に規定する運営委員会の決議をもって別に定める。

ただし、本コンソーシアムの設立当初から当分の間は無料とし、運営委員会の決議により会費

の導入を決定したときは各会員に本コンソーシアムへの参加継続の意思確認を行うものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、本コンソーシアムの特定の活動の実施に関し必要があるときは、

運営委員会の決議により会員に協賛金を募ることができる。ただし、本コンソーシアムの設立

当初から当分の間は、協賛金を募らないものとする。 

３ 既納の会費及び協賛金は、これを返還しない。ただし、運営委員会が認めた場合については、

この限りでない。 

 

（退会） 

第８条 本会の会員は、いつでも退会することができる。ただし、退会の１か月以上前に本コン

ソーシアムに対して書面により通知するものとする。 

 

（除名） 

第９条 本コンソーシアムの会員が、本コンソーシアムの名誉を毀損し、若しくは本コンソーシ

アムの目的に反する行為をし、又は会員としての義務に違反するなど、除名すべき正当な事由

があるときは、第１０条に規定する運営委員会の決議によりその会員を除名することができる。 

 

第３章 組織 
（運営委員会） 

第１０条 本コンソーシアムに、運営委員会を置く。 

２ 運営委員会は、全ての会員をもって構成し、各会員は、第６条第３項に規定する責任者を運

営委員会委員（以下、「委員」という。）として運営委員会の審議及び議決に参加させるもの

とする。 
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３ 委員が、やむを得ない事情により運営委員会に出席できないときは、あらかじめ委員本人又

は委員の所属する会員の代表者からの届出により代理出席を認めることとする。ただし、代理

出席する者（以下、「代理出席者」という。）は、委員本人と同一会員に所属するものに限る。 

４ 運営委員会は、定時運営委員会として毎活動年度の終了後３か月以内に開催するほか、次条

に規定する事業実施会議が必要と認めたときに臨時運営委員会として開催する。また、必要に

応じて、書面又は電子メールによる開催とすることができる。 

５ 運営委員会は、事業実施会議の決議に基づき事業実施会議が招集する。また、委員は、事業

実施会議に対し、招集の理由を示して、運営委員会の招集を請求することができる。 

６ 運営委員会は、次条に規定する事業実施会議から必要な報告を徴し、本コンソーシアムの活

動及び運営の基本的事項について審議し、決議する。 

７ 運営委員会は、委員の過半数の出席（代理出席者及び委任状を含む。）をもって成立する。 

８ 運営委員会の議事は、出席者（代理出席者及び委任状を含む。）の過半数の同意をもって決

するものとし、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

９ 運営委員会の議長は、運営委員会において出席者（代理出席者を含まない。）の中から選出

する。 

10 委員は、無報酬とする。 

11 運営委員会への出席に係る旅費その他の費用は、各会員が支弁するものとする。 

 

（事業実施会議） 

第１１条 本コンソーシアムに、事業実施会議を置く。 

２ 事業実施会議は、文部科学省の補助事業である「持続的な産学共同人材育成システム構築事

業」において選定された「創造と変革を先導する産学循環型人材育成システム」の事業を共同

で実施する東北大学、熊本大学、大阪府立大学及び立教大学（以下、「事業実施大学」とい

う。）をもって構成し、各事業実施大学は、第６条第３項に規定する責任者を事業実施会議委

員として事業実施会議の審議及び議決に参加させるものとする。 

３ 事業実施会議委員が、やむを得ない事情により事業実施会議に出席できないときは、あらか

じめ事業実施会議委員本人又はその所属する事業実施大学の代表者からの届出により代理出席

を認めることとする。ただし、代理出席する者（以下「代理出席者」という。）は、事業実施

会議委員本人と同一の事業実施大学に所属するものに限る。 

４ 事業実施会議は、原則として年１乃至２回開催するほか、次条に規定する事務局が必要と認

めたときに開催する。また、必要に応じて、書面又は電子メールによる開催とすることができ

る。 

５ 事業実施会議は、事務局が招集する。また、事業実施会議委員は、事務局に対し、招集の理

由を示して、事業実施会議の招集を請求することができる。 

６ 事業実施会議は、次条に規定する事務局から必要な報告を徴し、本コンソーシアムの活動及

び運営に係る事項について審議し、決議する。 

７ 事業実施会議は、事業実施会議委員全員の出席（代理出席者及び委任状を含む。）をもって

成立する。 
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８ 事業実施会議の議事は、出席者（代理出席者及び委任状を含む。）の過半数の同意をもって

決するものとし、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

９ 事業実施会議の議長は、事業実施会議において出席者（代理出席者を含まない。）の中から

選出する。 

 

（事務局） 

第１２条 本コンソーシアムに、事務局を置く。 

２ 事務局は、当分の間、東北大学に置く。 

３ 事務局は、本コンソーシアムの事務を処理する。 

 

(顧問) 

第１３条 本コンソーシアムに顧問を若干名置くことができる。 

２ 顧問は、会員が推薦し、運営委員会の議決を経て、選任する。 

３ 顧問の任期は、２年を超えない範囲において、運営委員会が前項の規定による議決において

定めることとし、必要に応じて再任することができる。 

４ 顧問は、運営委員会に出席することができる。 

５ 運営委員会、事業実施会議及び事務局は、顧問に対して、本コンソーシアムの活動及び運営

について助言を求めることができる。 

 

（経費の負担） 

第１４条 第１２条に規定する事務局の運営に要する経費は、東北大学が負担するものとする。 

２ 前項の規定による場合を除き、本コンソーシアムの運営に要する経費は、事業実施大学が負

担するものとし、各事業実施大学の負担割合については、事業実施会議において決定するもの

とする。 

３ 本コンソーシアムの活動への会員の参加に要する費用は、当該会員が負担するものとする。 

 

第４章 雑則 
（細則） 

第１５条 この規約に定めるもののほか、本コンソーシアムの運営上必要な細則は、運営委員会

の議決を経て別に定める。 

 

（解釈等） 

第１６条 この規約及び細則の内容等に関し疑義が生じたときは、その都度事務局を通じて事業

実施会議に説明を求めるものとする。 

２ 前項に規定する事業実施会議による説明によっても疑義が解消されない場合は、運営委員会

における協議事項として取り扱うものとし、運営委員会において決定するものとする。 

３ 会員は、本規約の定めのほか、日本の関係法令を遵守するものとする。 

４ この規約は、日本法に準拠し、日本法に従って解釈されるものとする。 
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（改正） 

第１７条 この規約は、運営委員会の決議により改正することができる。 

 

附則 

この規約は、令和２年７月１日から施行する。 

附則（令和４年１０月１９日改訂） 

この規約は、１０月１９日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 

 

別表    

設立当初の会員 

事業実施大学 国立大学法人東北大学 

 国立大学法人熊本大学 

 公立大学法人大阪 大阪公立大学（令和４年４月１日 公立大学法人大阪 

大阪府立大学より名称変更） 

 学校法人立教学院 立教大学 

企業 株式会社イノベスト 

 株式会社ＡＳＡ 

 株式会社ＫＥＩアドバンス 

 株式会社七十七銀行 

 株式会社ディスコ 

 株式会社中九州クボタ 

 株式会社パフ 

 株式会社福井製作所 

 株式会社プロアシスト 

 株式会社ベネッセｉキャリア 

 株式会社履修データセンター 

 サンライトヒューマンＴＤＭＣ株式会社 

 全日本空輸株式会社 

 損害保険ジャパン株式会社 

 三菱電機株式会社 

 ＥＹ新日本有限責任監査法人 

 ＰｗＣコンサルティング合同会社 

地方公共団体 仙台市 

 豊島区 

 宮城県 

その他の団体 一般社団法人 経済同友会インターンシップ推進協会 

 一般社団法人 埼玉県経営者協会 
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産学連携教育イノベーター育成コンソーシアム 会員一覧 
 

2022年12月1日時点 
事業実施大学 国立大学法人東北大学 
 国立大学法人熊本大学 
 公立大学法人大阪 大阪公立大学 
 学校法人立教学院 立教大学 
企業 株式会社イグニタス 
 株式会社イノベスト 
 株式会社ＡＳＡ 
 株式会社ＫＥＩアドバンス 
 株式会社七十七銀行 
 株式会社ディスコ 
 株式会社中九州クボタ 
 株式会社パフ 
 株式会社福井製作所 
 株式会社プロアシスト 
 株式会社ベネッセｉキャリア 
 株式会社履修データセンター 
 サンライトヒューマンＴＤＭＣ株式会社 
 全日本空輸株式会社 
 損害保険ジャパン株式会社 
 三菱電機株式会社 
 ＥＹ新日本有限責任監査法人 
 ＰｗＣコンサルティング合同会社 
地方公共団体 仙台市 
 豊島区 
 宮城県 
その他の団体 一般社団法人 経済同友会インターンシップ推進協会 
 一般社団法人 埼玉県経営者協会 
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大学改革を担う実務家教員フェア 2023

【第１部】13:00-14:15

2023 年 3 月 4日（土）13:00-18:00
Zoomオンライン配信

参加費無料

　全国4つの拠点で提供する、実務家教員を目指す社会人を対象とした実務家教員育成プログラムについて、各プログラム修了者が紹介します。
また、各プログラムが Zoom ブレークアウトルームに分かれ、各拠点の取り組みやこれまでの成果や修了者を交えた質疑応答を行います。
大学教員を目指す実務家の方は、是非ご参加ください。

PBLと多職種連携を活用した進化型実務家教員養成プログラム構築事業

進化型実務家教員養成プログラム
社会動向や最先端技術を分かり易く解説し啓蒙する役割を担い、
社会変動に伴う諸課題に多職種連携で対応できる高度専門人材を
育成します。

提供校：名古屋市立大学・岐阜薬科大学・高知県立大学・中京大学

実務家教員COE プロジェクト

実務家教員養成課程
高等教育機関等のみならず、専門学校、私教育、人材育成会社、
組織内研修、企業内大学など、多岐に活躍する人材を育成します。

提供校：社会構想大学院大学・日本女子大学・武蔵野大学・
　　　　事業構想大学院大学

KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築

実務家教員育成研修プログラム
地方の建設技術者の技術レベル向上を目指し、高専におけるイン
フラメンテナンス分野のリカレント教育を担う人材を育成します。

提供校：舞鶴工業高等専門学校・福島工業高等専門学校・
　　　　長岡工業高等専門学校・福井工業高等専門学校・
　　　　香川高等専門学校・放送大学

創造と変革を先導する産学循環型人材育成システム

産学連携教育イノベーター育成プログラム
実践的かつ深い学びを追求し、学生も社会人も学び続ける教育、
未来を拓く人材輩出のため、変革を先導するイノベーターを育
成します。

提供校：東北大学・熊本大学・大阪公立大学・立教大学

【主　催】文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」実施校
　　　 　　創造と変革を先導する産学循環型人材育成システム（代表校：東北大学）
　　　 　　PBL と多職種連携を活用した進化型実務家教員養成プログラム（代表校：名古屋市立大学）
　　　 　　実務家教員COEプロジェクト（代表校：社会構想大学院大学）
　　　 　　KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システム（代表校：舞鶴工業高等専門学校）
【後　援】文部科学省、一般社団法人 日本経済団体連合会
【問合せ】文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」運営拠点 代表校（事務局）：東北大学 高度教養教育・学生支援機構 大学教育支援センター

〒980-8576　宮城県仙台市青葉区川内41　TEL: 022-795-4472・4473　　Email：innovator.jitsumuka@grp.tohoku.ac.jp

【申込み】HP「jitsumuka.jp」のイベント申込もしくは右下の QR コードより事前に参加申込してください。

　大学改革が進む近年、産学共同による人材育成の担い手として「実務家教員」への期待が高まっています。社会的要請を受けて実践的教育
の導入を目指す大学にとって、現場で培った高度な実務能力を有し、実践で得た知識や経験を大学教育にもたらしてくれる実務家教員は、社
会で育まれた実践知と、大学が創出する学術知とを架橋し、新たな大学教育の可能性を拓く存在と言えます。しかし同時に、そうした実務家
教員をいかに育成し、その質保証を図っていくのか、産学が連携して取り組むべき課題も少なくありません。
　そこで、第４回目となる「大学改革を担う実務家教員フェア 2023」では、文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」に
選定され、実務家教員育成プログラムを開発・運営する4つの拠点が一堂に会し、大学や企業で活躍する専門家も交えて、学びと社会をつなぐ「実
務家教員」のあるべき姿や求められる役割について議論を行います。また、実務家教員を目指す社会人を対象に、4 拠点で進められている実
務家教員育成プログラムの取り組みについてもご紹介します。

「実務家教員育成プログラム」受講のすすめ

15:00 ～ 第二部 シンポジウム「日本の「人材育成」を問い直す　―大学、企業、政府は何をなすべきか―」へのご参加お待ちしております。
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大学改革を担う実務家教員フェア 2023 日
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参加費無料

【第 2部】シンポジウム

2023年 3月 4日（土）

15:00-18:00
Zoomオンライン配信

● 講演：

     イノベーションと成長のための人材育成と働き方
　　　堀井 亮 氏（大阪大学 社会経済研究所 教授）

     社会人の学び直し（リカレント教育）の活性化と改革
　　　安井 洋輔 氏（株式会社日本総合研究所 調査部 主任研究員）

     ジョブ型雇用時代の新卒採用とインターンシップ
　　　渡辺 大介 氏（富士通株式会社 総務・人事本部 人材開発部 
　　　人材採用センター長）

● パネルディスカッション

　　　堀井 亮 氏、安井 洋輔 氏、渡辺 大介 氏
　　　大森 不二雄（東北大学 高度教養教育・学生支援機構 教授）

　日本における働き方と学び方（人材育成戦略）、社会人の学び直し（リカレント教育）の活性化と改革、ジョ
ブ型雇用時代の新卒採用とインターンシップの３つをテーマにした講演・パネルディスカッションを行います。

【主　催】文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」実施校
　　　 　　創造と変革を先導する産学循環型人材育成システム（代表校：東北大学）
　　　 　　PBL と多職種連携を活用した進化型実務家教員養成プログラム（代表校：名古屋市立大学）
　　　 　　実務家教員COEプロジェクト（代表校：社会構想大学院大学）
　　　 　　KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システム（代表校：舞鶴工業高等専門学校）
【後　援】文部科学省、一般社団法人 日本経済団体連合会

【問合せ】文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」運営拠点 代表校（事務局）：東北大学 高度教養教育・学生支援機構 大学教育支援センター
　　　　　〒980-8576　宮城県仙台市青葉区川内41　TEL: 022-795-4472・4473　　Email：innovator.jitsumuka@grp.tohoku.ac.jp

【申込み】HP「jitsumuka.jp」のイベント申込もしくは右下のQRコードより事前に参加申込してください。

（仮）
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2023年 3月 15日 
【大学改革を担う実務家教員フェア 2023】アンケート集計結果 

開催日：2023年 3月 4日（土）13:00～18:00 
第 1部：「実務家教員育成プログラム」受講のススメ 
第 2部：シンポジウム「日本の「人材育成」を問い直す―大学、企業、政府は何をなすべきか―」 

■参加者数（第 1部及び第 2部の延べ人数）
関係者 一般申込者 合計 

（人） 40 287 327 
うち大学等 32 91 123 

うち一般（企業等） 8 196 204 

■アンケート集計結果
第 1部 第 2部 全体 

参加者人数 165 162 219 
アンケート回収数 104 116 167 

回収率 63.0％ 71.6％ 76.3％ 
満足度（4件法） 3.5 3.5 

■満足度

■参加者属性

【全体】
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【第 1部】 

【第 2部】 

第 1部について 
□役立ちそうと思ったことがあればご自由にお書きください。

・講座の雰囲気よく分かった。
・「実務能力の言語化と体系化と実践」という言葉が具体的にどういうことを意味しているかについて、少しイ
メージを持つことができた。

・リスキリングしたことを、社会に還元しえるようなサイクルが出来ていることを知れてよかった。
・実務家教員の動向や社会の期待、
・大学教員になろうとする場合に求められるスキルと自分に足りない点が見えた
・大学教育におけるイノベーションの必要性
・講座の意義について
・企業施策
・けいけんが活かせそうな感じでした
・具体的にどのような方が受講してどのように学ばれたのかが理解できました。
・来年 65 歳で定年。是非プログラムに参加したい。
・インフラメンテナンス分野だけでなく，土木全般を包括的に受講の対象とするのがよいとか，他分野とコラ
ボして幅を広げるのがよいというコメントが役になった．

・社会人としての経験を未来の人達にどういかせるのか？悩みが明確になった。
・大学での教育に従事する際に必要な教育方法に関する知見が学べること，経験者によるとそれが有益であっ
たこと。

・今後、実務家教員として若い世代に教えていく中で、自分の経験だけでは全然足りなくて、インフラマネジ
メントを考えていく上では、世界環境規模の話に繋がっていってしまうため、もっともっと勉強してニーズ
に合った教育をしていく必要があると感じました。

・教育カリキュラムの作り方
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・商社での自身の経験が大学でも役立つのではと感じました。
・突然、タブレットに案内が出てから、この会を知って参加しました。もう申し込みが終わっているかのよう
な話ということはわかりました。

・具体的なイメージを持つことが出来た
・実際に受けた人の体験が役立ちそうでした。
・実務で身に付けたスキルを活用できる機会だと思います．
・質問にお答えいただいた
・「温かいまちづくり」をしていく上で、社会問題を解決するには、多分野に渡ると思います。大学、研究者、
企業、地域の方々、スタークホルダーなど、共感頂ける皆様と研究、解決して行く必要があると思われます。
その中で、大学間の連携も大事な動きになると思いますので、この活動は興味深いです。 

・内容が理解できた。
・修了者の経験談
・変化の激しい時代に当たって、自分自身の社会人として積み重ねてきた実務経験や知見を大学での実務的な
講義を通して学生達に伝え教育を行う事で社会-企業-大学のシーズとニーズを結びつける大切な役割が実務
家教員には求められている事を知る事が出来ました。研修プログラム終了後に大学教員になられた卒業生の
方からも、ご自身の受講講座の選択や卒業後の進路などリアルな情報をお聴きする事が出来て非常に理解が
深まりました。

・TEEP メンバーと討論でき様々な意見に触れることができた。
・学びの内容がよくわかって助かりました。
・イノベータープログラムを受講する学生の層や卒業生の説明により具体的でわかりやすかった
・課程やプログラムのイメージがわかった。
・修了者の感想とプログラムの意図が伺えたこと
・本制度の修了生の評価や終了後の活躍フィールド（大学教員になった、ならなかった、ならなかった場合の
受講事項の活用事例など）が分析など、民間での活用ができる情報提供があると事業成果が広がるような気
がします。

・カリキュラム内容、費用、修了後進路等
・実務者教員に求められることなど
・オンラインでの参加が想定されており、何とかなりそうに思いました。
・修了生の方の受講中及び受講後の感想や実務家教員を目指すに当たって役立ったことについてのお話が参考
になりました。

・参考になりました
・受講方法が具体的にわかった
・高専で主に地方の建設技術者向けにメンテナス教育に力を入れていることが分かった。
・具体的なカリキュラム等を確認出来て有意義でした。
・グループによって運営方法が違う
・修了者の経験談とセッションでの質問。
・講座の内容が良くわかりました。
・実務家教員として大学で働くうえで修士、博士の学位が必要かどうか。
・このプログラムの受講が何に役立つのかが理解できた
・実務家教員の概要が理解できました。プログラムの内容についても把握できました。
・知識なく参加したのですが、実務家教員というのは、研究教員とは違った視点を教育現場にもたらすための
ものというように思いました。初めて知りました。

・講座終了後の教員へのアプローチの実践向きなアドバイスがあるところ
・修了生の経験談

□わかりにくいと思ったことがあればご自由にお書きください。

・本日の説明では感じなかった。
・他のセッションも確認したかった。
・それぞれのプログラムの特性の違いや背景をもう少し知りたかった。
・費用及び補助システム
・基礎と応用のような区分で、大枠の趣旨についての理解に至らず残念でした。
・私の志は、1 のイノベーションと 2 のまちづくりとが重なると思われます。
・有難うございました
・各大学によって行われている講座内容について→各ブースに移動する前に PPTなどの共有資料の提示で各校
の特色や求められる人材などについてシンプルにまとめられた説明パートなどがあれば良かったです。4 つ
のセッションの簡単な説明の後で→それぞれが興味を持ったブースへ移動するやり方の方がより満足度が高
まると感じました。 
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・課程の違いが何となくわかったが、明確ではなかったこと。
・プログラムの概要について、ホームページなどへの案内があるとよかったと感じました。
・参加者からの質問さばき方。難しいと思いますが、すこし締まりが緩んだ雰囲気になったように感じました。
・プログラム修了後の活躍の場はどうなっていますか？
・開催時間が短いのでやむを得ませんが、産学連携のベーターPgm の 4 つの提供の専門領域科目についての説
明、受講形態（対面、同期/非同期型オンライン、ハイフレックス）などの説明は、常に参加者から質問が想
定される内容なので、説明スライドを予め準備しておく（説明してしまう）のも良いのではないかと思いま
した。

・グループによって運営方法が違う
・プログラム後にどうやって教員になったか、について
・講義内容の難しさとかレベル感がわからなかった
・自分の会社、仕事を通じての経験が活かせるなら、役に立てるかもしれないと興味を持ち参加させて頂きま
した。適正や能力、年齢も含めて、強い意志が必要と感じました"

・実務家教員が実際どのようなことを教えるのかがあまりよくわかりませんでした。
・松本様の説明は分かり易かったです

第 2部について 
□役立ちそうと思ったことがあればご自由にお書きください。

・こういう、閉鎖性高い日本の現状を打破する取組みは、もっと周知して日本全体の刷新に活用すべきと捉え
ました。

・現状の我が国の衰退を危機感を持って感じることが出来た。
・堀井教授の「イノベーションと成長のための人材育成と働き方」のお話は様々な理論や情報だけでなく社会
での課題を具体的にどう変えていこうとしているのか、、、ということまで言及されており大変勉強になりま
した。

・人材育成とリカレント教育の重要性
・経済成長と人材育成については、大変ためになった。
・人材育成、リカレント教育について、ヒントが得られた
・リスキリングにおける産学官連携の可能性について知見が得られた。
・大学側・企業側それぞれの内容が聞けて、現状を理解でき、それを知見として社内に持ち帰る事が出来る点
・講演者に共感できました
・日本の社会構造、産業構造といった大きい視点から、求められる人材育成について理解が深まりました。
・課題感の共通認識ができたこと。
・日本の大学の教育のあるべき姿
・大森先生の「マーシャル・マン」のお話と，「多様性」「流動性」「自立性」がこれからは重要であることに共
感しました．社内でも使いたいと思いました．

・堀井先生の，イノベーションは「巨人の肩に立つ」に感銘しました．アイデア出しは容易ではないですが，経
験や教育から生れると考えると現実的に取り組める気がしました．

・キャリコン資格を持っておりますが、正直それを活かせておりません。今後のセカンドキャリアを考えるう
えで多くの情報を頂けました。まだ頭の中が整理されていませんがこれから考えて参ります

・小泉政権の例に雇用の流動化は起こっても、必ずしも成長性の高い業種に移行しない。
・富士通さんのやっておられることに関して、弊社では規模が小さすぎて真似することは出来ませんが、考え
方は同じです。危機感を持った上で、未来を創造し、人材を育てて行くことが、この国にとって必要なこと
だと感じています。

・自分自身を今一度振り返りつつ、子どもの教育産業に携わっているので、今日の内容も参考にしながら、こ
れから必要な能力は何かを伝えていきたいと思いました。

・これから変わると良いことが明確になった
・時代が変化しジョブ型が今後重要となると理解しました。
・富士通様の学生へのアプローチが大変参考になりました。
・国や日本の企業の採用等への認識や人材育成についての考えを知る機会になりました。
・世界情勢や過去の歴史、国内現状を学ばせて頂きました。富士通様の具体的なお話も非常にありがたかった
です。

・今の日本のポジションがデータ等で明確になったこと。大学として何をすべきかヒントを得たこと。富士通
と学生のインターンシップ（アカデミーの例）は産学連携に活かせるのではと考えた。

・富士通さんの取り組み、そして国内企業向けの BtoC のベンダー業での限界を踏まえて業容の変化を目指し
ている姿に感銘を受けました。

・イノベーションを起こすために必要なこと、必要となる社会人教育の在り方の関連の強さが明確にされた
・自分の居る業界（どらかといえば建設）とは違う視点での人材育成の意見
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・イノベーションのためには，技術の蓄積が必要．アイデアを採用・展開する側にも知識・技術が必要．いずれ
にしても，生涯学習が必要．

・社会人のリカレント教育の必要性
・在職者リスキリングにおける、大学の役割についてや、諸外国との対比のお話、学生への生涯を通じた学び
への働きかけのお話

・失われた 30 年間から抜け出すには、大学の教育改革、企業の組織風土・雇用改革、政府の産業政策改革を三
位一体で早急に進める必要があると実感したこと

・日本の現状
・多様性、流動性、自立性について
・日本におけるイノベーション人材が育ちにくい背景には様々な要因があるということ、それが日本経済の成
長減速に影響していること

・世界で日本国だけが成長力や魅力が後退し、政府の支援や企業努力だけではなく、我々働く者の意識意識と
行動を変える為にも、自身の学び直し（リスキリング）や社内外の人材流動化を進める事が重要だと認識出
来ました。また、富士通の人事責任者の方々から、先進的な企業でのジョブ型雇用-社内公募制-インターン制
度を活用し人材を発掘、育成、社内人材の流動化を通じてチャレンジングや社風を作りあげようとしている
様々な試みのお話を伺えて非常に有意義でした。

・学び直し、リカレント教育の重要性について改めて認識できました。
・世界の中の日本の大学教育の実態を把握できた。また大学教育の実態と企業の目指している方向性を照らし
合わせた時にかなりの乖離があることを実感した。この乖離を埋めるためにも実務家教員のニーズは高まる
ことを認識した。

・日本でなぜ job 流動性が起きにくいかの分析
・産業界の生産性の向上や社会の活性化のために、考える力を有する人材育成が必要だと改めて認識しました。 
・富士通様におけるインターンシップの取り組みは大学教育を補完・もしくは実践的な人材育成になるように
思いました。
安井様にからは、日本においてリカレントが盛り上がらない一因に、社会のニーズと大学がしたいことの乖
離があると説明がありました。
渡辺様からは、産業界、実務家のニーズに合わせて大学教育の内容を考えることはできないのかという趣旨
の質問がりましたが、これはニーズ乖離を埋める気はないのかという実務家のフラストレーションがにじん
だもののように感じました。"

・多くの情報
・リスキリングはニーズを見極めて的確に提供すべきということ。これまで不活発だった理由と今後活発にな
る条件。

・「日本の人材育成を問い直す」という問題提起をする上で、大森先生のお話は分かり易かったと思います（LA
コースの講義等で既に伺っておりましたが）。

・本気になってチームで取り組むことに共感です。
・大学における実践がたの人材育成が重要である事はわかった
・日本の大学の現状がよくわかった
・最初の講演で、日本では会社で大学で学んだことが役に立たないというお話があったが、そもそも日本の大
学では社会の課題の解決に向けた授業を行っていないのではないかと感じた。

・大学教育の重要性を改めて考えることが出来ました。
・大森先生のご講演はデータにもとづき、すっと腹落ちしました。普段から感じていることを形式知化して見
せていただいたように感じました。

・堀井先生のご講演を聞き、日本がアルゼンチン化しないため、いままさに正念場にいることを実感いたしま
した。自分の経験が少しでもお役に立てないかと、いろいろ触発される貴重な機会でした。

・アルゼンチンと同様な道を今日本が歩んでいることが非常に勉強になった
・民間企業（富士通）からの話を聞くことができたこと。
・社会人の学びがどのようにとらえられているのか、傾向がよくつかまえられた
・最近の企業の取り組みを知れた。産学の連携が人材育成の面においても進んでいることに驚いた。
・富士通の取組は参考になりました

□わかりにくいと思ったことがあればご自由にお書きください。

・もっと、啓発する機会を設けてください。
・「右図」「左図」表現は初めてでしたのでの参考になりました。
・政府の具体的役割
・もうちょっと、実務家教員の役割について触れてほしかった。
・産学，社会の問題点は理解するが，ご発言にもあったようにアクションが取られていないことが問題。どこ
からと切り込んでいくかについて議論が伺いたかった。
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・日本総研の方の建設労働が他産業に移行できなかった分析の説明は、今回の論旨に無理矢理寄せている印象
を受けました。

・富士通さんは事業規模が大きすぎて後半は理解が追いつきませんでした。
・阪大の先生が、多分待ち時間が短いからだと思うのですが、早口すぎて、内容が頭に入ってきにくかったで
す。画面の前にずっと張り付いていられないタイミングでは、音声だけでは認識が追いつきませんでした。

・ご登壇の方々の意見をまとめ総括するのが足りなかったと思います。
・もう少しシンポジウムでの質問を簡潔にして、全般的な産業界についての話で伺いたかったです。
・それぞれの方のプレゼンテーションにせよディスカッションにせよ、課題にせよメリットにせよ、国・企業・
個人どこに焦点があたって話されているのかが行ったり来たりするため、それを整理しながら理解していく
のが大変だった

・雇用の流動化について，大きなテーマではありますが，自分として何ができるか．団体，国の機関など，他人
任せになってしまうのでしょうか．

・大学教育の具体的な改革の方向性についてやや分かりにくかった。私見ながら、VUCAの時代であればこそ、
（データサイエンス等の）専門教育に劣らず、そもそも考える力を伸ばすリベラルアーツの意義が再認識さ
れるべきではないかと感じている。

・実務家教育が、イノベーション人材の創出にどう影響を与えることができるのか？
・優秀な人材を育成できていないのか、流出してしまっているのか、こうした点を含めての全体像が知りたか
った。

・時代のニーズや社会や企業側からの要請の視点で「デジタル人材」獲得やそれに向けた学び直しのお話が多
かったですが、大学関係者からの視点でリベラルアーツ（社会人として必要な教養）とこれからの実務に役
立つスキルなどの教育について、先進国の事例などを通じて好事例のお話があると目指すべき目標のイメー
ジを持つ事が出来た様に感じました。

・各業界で人材不足と言われていますが、社会で情報産業関連人材さえ充足できれば、社会課題は解決するよ
うな誤解が生じるような心配があります。

・結局従業員の自分は何をするべきか。できることは限られている。国や会社がどうこう言っても変えるのは
困難なこと。

・質問にあまり答えてもらえていない。
・多くのアンケート結果で、大学生は・・とくくられるが、理系・文系、学卒・院卒などに分かれていないの
で、実態がわかりにくい。

・①3人の登壇者の方それぞれの講演が少し長いように思いました。講演は 20 分くらいにしたうえで、主催者
側が予め問いたい質問を用意しておき、それに沿って回答するというスタイルで登壇者にお話し頂くと、ポ
イントが縛られて良いのではないかと思いました。（それぞれの講演が少し冗長に感じられました）。
②職業教育や企業等の組織開発について研究をされている研究者の方に大学における（学生の）人材育成に
ついてお話し頂くのも面白いのではないかと思いました（例えば、企業組織における経験学習や経営学習論、
職場学習論などを研究されている立教大学の中原先生や北海道大学の松尾先生など）
③パネルディスカッションをもう少し長くできたら良かったと思いました。"

・スライドが文字が多くて分かりにくい
・ちょっと長かった
・当日仕事があり、あまり参加出来なかったので出来れば録画したビデオが見れたら嬉しいです
・学ぶ習慣を持っていない人にとって、現在は学びを選択しないことが（広い意味で）「合理的」になっている
環境。この人たちが動きたくなるような環境の整備が求められるのだが、どうすべきかというお話しが「現
在学んでいる人」や「学びたくない人」のためのものと入り混じってしまっていたため整理しにくかった。
また、日本企業にとってよい施策は、必ずしも日本人、あるいは日本国、そして日本の大学にとってよいも
のとは限らない。この点も論点を明確にしたい。

「フェア全体について」 
□ご意見ご感想があればお寄せください

・第一部の個別のブレークルームでは時間切れで質問できなかった。質問をさせてもらえるような機会が今後
あるでしょうか。窓口のようなものがあれば、教えてください。

・YouTube 動画等を介して、もっと社会に発現、発信すべきです。
・実務家教員の今後の活躍を追っかけて欲しい。また、大学側はどのような変化をもたらしたか議論が欲しい
と思う。

・本日は長時間にわたりありがとうございました。先生方の資料やお話は理論やデータに基づいたもので大変
興味深く、勉強になり今回の事業の背景がとても理解できました。
一方で、ITCや DX などが叫ばれ、デジタル人材(思考)不足が深刻に叫ばれる中、登壇される方や HP に登場
されている方が（大変失礼ですが）ご年配の方ばかりで、どうやって学生の心に火をつけ、大学教育にイノ
ベーションをおこそうとされているのか、ギャップを感じたのも正直なところです。
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高偏差値大学を卒業しいわゆる大企業を定年退職し、ある意味昭和のど真ん中の生き方をされてきた方が教
員になってもこれまでの学校教育と一緒の結果なのではないでしょうか。 
集客の問題であれば集客チャネル等を、選考の問題であれば選考方法を変えていかないと根本的には変わっ
ていかない（イノベーションが起きない）のではと思っております。 
実業界には中卒でも起業し、業界を席捲するような技術を世の中に提供している方なども多いですし、その
ような辺境人こそを大学教育に少しでも入れていくべきではないか、と大変僭越ながら感じた次第です。私
のような民間人の一方的で偏った意見で大変恐縮です 
私自身は人事プロフェッショナルとして、長らく実業の世界に身を置きながら、(企業側の問題も多くある前
提で)昨今の大学生があまりにも「考えなくなっている」という感触を非常に危機的に感じております。これ
からの日本をもっと「創っていく」ためには、もっともっといろいろなことを(どうしたい、どうなりたい)考
えられる学生をいかに増やせるかという必要性を非常に強く感じており今回の会を参加するきっかけにもな
っております。 

・課題解決はオール日本で取り組む課題ということがよくわかりました。
・この度はありがとうございました。実務家教員についても焦点をあててシンポジウムで議論をお願い出来れ
ばと思いました。

・啓蒙・啓発として続けてほしい。
・第２部の内容自体は有益だったが、実務家教員との関連がわかりづらかったかもしれないと感じた。
・わかりやすく、共感できました
・フェアなので仕方ないですが、ブレイクアウトルームに分かれたときに他のルームの様子がわからず（出入
りはできるが説明は終わってしまっている）、そちらもきいてみたかったと思いました。

・今後の産官学の方向性について参考になる情報を多く提供頂きました。ありがとうございました。
・目から鱗のフェアでした。母校東北大学でこのようなムーブメントがあるのは嬉しい。
・フェア全体を通して，この３０年で日本がいかに成長を止め，社会の構造，企業の人材育成・評価のしくみ，
教育の在り方を変えていかなければならないかを考える，よいきっかけとなりました．

・また，そのためには，社会人の学び直しと，実務家教員の存在の重要性を認識することができました．"
・参加者同士のディスカッションもあれば嬉しいです。
・実務家教員が業として成立する世の中にできるよう何かできることからしたいと思いました。
・大変有意義で、多くの有識者の方の声を聞く機会があることは重要だと改めて感じました。新聞や雑誌の記
事、テレビ報道だけでは、この危機感や緊迫感の熱量は伝わりにくいことです。

・大変参加になりました。有難うございました。
・実務家の目線からは大変貴重な機会だと感じました。
・どんな案内の仕方をされている会かわからなかったのですが、参加できてよかったです。YouTube で見かけ
る日本の将来の働きなど取り上げている番組より辛辣な日本で働くことへ希望がないという発言を出す文部
科学省主催事業というのに驚きました。

・非常に有意義な機会で勉強になりました。是非とも、YouTube などで配信していただけるとありがたいです。
本日、偶然に知人にお聞きし、途中から、参加させていただきました。誠にありがとうございました。 

・お疲れ様でした。継続していただきたいのが一番の願いです。
・非常にユニークかつ充実し内容で、新たな情報を多くいただけました。ぜひとも今後とも継続して色々な機
会で実施頂きたいと思います。

・長丁場でしたが、そのぶん有意義な機会でした、ありがとうございました。
・日本の人材育成の課題と経済社会の縮退が関連していることは今回の参加者はフェア開催前から感じている
事だと思います。今回で登壇者が述べられた打開策が、大きな潮流になっていないのか不思議であると改め
て思った。

・初めて参加ましたが，様々な実務家教員の育成プログラムがあり，活躍の場や活躍の方法など多様にあるこ
とを知りました．
講演では，現在抱える教育の課題，企業での働き方の課題，そして日本が経済成長しない課題など幅広く聴
講できたことが大変有意義でした．今日の講演の内容を少しでも役に立てるよう日々精進していきたいと思
います．

・明日からの仕事のヒントになる学ぶことの多いフェアでした。
・自身が社会人での学び直しを経て学位を取得した実務家教員です。まだまだやるべき役目がある、と感じる
ことができました。第一部から参加すべきだった、と感じました。ありがとうございました。

・第 2 部の運営について、現実的なプログラム時間割を企画するか、予定された時間割で進行するよう一部の
冗長さを制限するかにより、大学改革の中身とそこでの実務家教員の貢献をよりフォーカスして議論されれ
ば満足度が高まったと考えます。

・バタフライ効果があるような研究が進むこと、実行できるものが生まれると素敵ですし、国、皆様の幸せに
つながるような人材教育ができる組織であるとより拡大して行くと思います。また、多様性で皆が組み合わ
さる事でより素敵な世界が生まれると思います。そのためには、マネジメントする際に人間力が問われるた
め、哲学などの人磨きも大切だと思われる。多義に渡っての学びができそうで興味深いです。
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・不幸があり、葬儀のため視聴できませんでした。次の機会あればぜひ
・講師の講義内容は大変興味深かったが、実務教員を育成と後半のテーマの関連性がよくわからなかった
・録画配信があるとうれしいです
・日本の大学教育の現状もうかがえ、大変参加になりました。
・ブレイクダウンルーム制だと複数に興味ある者がやや消化不良かと思います
・講義時間をもう少し余裕を持った方が良いと思う。詰め込みすぎでじっくり聞くことができなかった。
・案内メールが届かず(迷惑メールに埋もれたのかもしれないが)参加できなかったので次回は参加したい。
・ギリギリに申し込んだため、入口が提供されず参加できなかった。定期的に開いていただけるとうれしいで
す。

・自分自身の成長と人材育成を通じて企業と大学を結びつける事で→イノベーションを起こして日本を変革の
必要性を様々な専門家の方から最新の情報と知見を伺う事が出来る有意義で稀有なフェアだと感じました。
私自身は今回のイベント参加で実務家教員について非常に興味を持ちました。自分自身が実務家教員になれ
るかどうかではなく、どんな形でも自分が社会人として重ねた経験をこれからの日本を担う中心となる学生
と共に成長していきたいと感じました。本日は本当にありがとうございました。

・もっと話し合いをする時間が欲しかった。
・養成プログラムを受けたからといって、教員に採用されるのはほんの僅かだと思いますが、いかがでしょう
か。プログラムの内容も大切ですが、出口の情報がもっとも重要だと思います。そこの充実を期待したいで
す。

・継続的に開いて欲しい
・世界の大学教育の実態との比較は、継続して紹介してほしい。
・東北大学としては画期的なテーマ設定でよかったと思います。
・やはり実務家教員は、大学教育に必要であり、実際現場で勤務していると、研究職との乖離を感じるため、
今後も継続してほしい。

・パネルディスカッションにもう少し時間を割いて欲しかったです。
・大学教員、実務家、シンクタンクの方の話はとても興味深く、今後の人的資源の開発や投資に関して多くの
示唆をいただきました、ありがとうございました。
題目にある「大学改革」というワーディングについては、私の理解不足とは思いますが、今回のフェアの内
容との結びつきをうまくとらえることができませんでした。

・本日は、お申込みしていたにも関わらず、所用で参加できず申し訳ございませんでした。今後も開催お願い
いたします。

・主催校同士や、それぞれの関連校の交流会などあるとよかったと思います。ありがとうございました
・講義のみでは、記憶にとどまりにくいことは忘却曲線で言われている。フェアのデザインを再考するべきで
はないでしょうか？

・産業界と大学の両方の視点から講師陣のお話が聞けて、たいへん参考になりました。
・実務家教員育成プログラムの紹介（説明）を、もう少し詳しく行ってみては如何でしょうか。各プログラム
間で一定の競合関係はあるのだと思いますが、相互に情報交換をされて、それぞれの良い部分を取り入れる
ことによって、プログラム内容を充実していくことができると思いました。（LA コースの 2021 年度以前の
年次報告書を拝見したことがありますが、数多くの有益な意見が出されていたように思います。）

・日本の産学連携を進めるため、発信し続けることを期待します。
・実務家教員のニーズがあるといいながらも、抜本的の仕組みがないので、プログラム卒業後も、最初の一歩
が踏み出せない。リーダーシップの講師の機会はほぼない。そこに踏み込んだ議論をしてほしかった。

・素晴らしい学びの機会をいただきありがとうございました。企画準備いただきました皆様に心より感謝申し
上げます。

・とても有意義な企画だと思います
・高等教育では、縦串（深い専門性）と、横串（社会の課題を俯瞰的に把握できる力）の両方が必要と思う。日
本の高等教育の専任教員は縦串の専門家（博士）ばかりで、横串のことをよく分かっていないのではないか。
それを補うために横串（社会の課題に直面する）実務家教員が求められていると思う。

・是非継続開催をお願い致します。
・質疑が個人的なコトで、それは個別相談会やメール問い合わせに誘導すべき
・プロジェクトの趣旨がコンパクトにまとまっており、大変有意義でした。
・申込みが直前だったため、ZoomID などのお知らせが貴センターから届かず、当日参加することができませ
んでした。

・４つのセッションがありましたが、それぞれどのような違いがあるのか、特徴をしっかり提示していただく
と、さらに理解しやすいと感じました。

・今回フェアに参加させて頂くことで、日本が再び成長を取り戻すために、実務家教員への期待があることが
よくわかりました。是非応募したいと思います。

・もっと具体的に話していただいてもいい部分はあった。例えば富士フイルムのセッション中の具体例をもっ
と出していただいた方がイメージはしやすい
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・今回は予定があり、最後まで参加できなかったが、次回以降も続けて頂ければと思います。
・実務家教員が現場で直面する課題も知りたい
・申し訳ありません。他業務が生じて参加できませんでした。
・大変に申し訳ありません、所用ができまして参加できませんでした。見逃し配信の機会はございませんでし
ょうか。いつも内容が高度で理解に時間がかかり、再視聴できると大変にありがたいです。

・実務家教員は、社会人として実際に経験したことを学生に語れる点で、迫力ある内容になると考えます。学
生も理屈プラス経験の授業は、頭に残るし、社会人になった時のイメージが湧くと思います。
新しいことを創造する土壌を作ることで、チャレンジする気概を持った学生が増えてくると考えます。

・各コンテンツ充分な時間がとられており充実した時間となった。参加者同士がどう受け止められたかを語る
機会があればよりよいと思う／富士通の方（ディスカッションにおいては非常によいお話をされていました）
のプレゼンテーションが全体のテーマから外れていたのは残念だった

・とても興味深い内容で、資料を見直したいと思います。ありがとうございました。
・大変残念ですが、急用にて参加できませんでした。
・卒業式シーズンで、どうしても通してお聞きすることができませんでした。後で録画を聴けるとありがたい
です。とくに第 1 部に参加できなったので、大変残念です。

・特に第一部は参考になりました。有難うございました。

137



「キャリアサポート・オンラインセッション 2022」実施要項 

開催日時：2022 年 11 月 20 日（日） 

【第 1 部】先達実務家教員と語ろう～実務家教員とのディスカッション 
14：00～15：00 

【第 2 部】JREC-IN/researchmap への情報掲載に関する Q&A セッション 
15：15～16：45 

13：45 ～ 14：00 
Zoom 受付 

※コース名+氏名（漢字/フルネーム）を記載してご参加ください

14：00 ～ 15：00 
【第 1 部】先達実務家教員と語ろう 

～実務家教員とのディスカッション 

講師：乾 喜一郎（白百合女子大学・淑徳大学 兼任講師） 

佐藤 義博（産業能率大学 経営学部教授） 

司会：宇野 健司（東北大学非常勤講師、株式会社大和総研） 

14：00 ～ 14：05 開会挨拶、講師紹介、本日の進行について 

14：05 ～ 15：00 
実務家教員とのディスカッション 

事前質問への回答、質疑応答 

15：00 ～ 15：15 休憩 

15：15 ～ 16：45 
【第 2 部】JREC-IN/researchmap への 

情報掲載に関する Q&A セッション 

15：15 ～ 15：25 概要説明：戸田 真志（熊本大学教授） 

15：25 ～ 16：45 

Q&A セッション ※ブレイクアウトルームに分かれて行います 

ステップ１：researchmap および JREC-IN へのアカウント登録方法

ステップ２：researchmap に自身の所属・学位・業績を登録

ステップ３：JREC-IN のフィード連携・履歴書作成

ステップ４：JREC-IN での公募情報検索

16：45 終了アナウンス／事務連絡 

実施方法：Zoom によるオンラインセッション 

※ZoomURL は、開催 3 日前 11 月 17 日（木）より、Moodle にリンクを公開

参加対象：2022 年度産学連携教育イノベーター育成プログラム（AIBET）受講者。参加は任意。 

第 1 部に参加する方 Moodle よりアクセスし、「各講師の講演動画」を視聴してください。事
前に講師への質問や感想を受け付けています。 

第 2 部に参加する方 
Moodle よりアクセスし「researchmap／JREC-IN 等利用ガイド」
のステップ 1～4 について自習を行ってください。 

※第 1 部は、他の「実務家教員育成研修プログラム」の修了者も参加します。

参加申込：Moodle に掲載したリンク（Google フォーム）より申込みをしてください。 

申込締切：2022 年 11 月 14 日（月） 
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１）運営拠点ポータルサイト（https://jitsumuka.jp/）

２）中核拠点ホームページ（https://jitsumuka.jp/innovator/）

３）JREC-INへのバナー掲載（https://jrecin.jst.go.jp/）
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4.9 持続的な産学共同人材育成システム構築事業 HP他

https://jitsumuka.jp/
https://jitsumuka.jp/innovator/
https://jrecin.jst.go.jp/


●提供動画・パッケージ
パッケージ 

コンテンツ
1.基本パック
（日本語）

2.基本パック
（日・英） 3.全パック

日
本
語

1. 大学教育制度論 ○ ○ ○ 

2. インストラクショナルデザイン ○ ○ ○ 

3. 授業設計論 ○ ○ ○ 

4. 学習評価論 ○ ○ ○ 

5. 学生・学習支援論 ○ 

6. カリキュラムマネジメント ○ 

7. 大学における倫理 ○ 

8. 教育改善論 ○ 

9. オンライン授業実践論 ○ 

10. ICT等先端技術活用教育論 ○ 

11. 実務家教員論 ○ 

英
語

1. 大学教育制度論 ○ ○ 

2. インストラクショナルデザイン ○ ○ 

3. 授業設計論 ○ ○ 

4. 学習評価論 ○ ○ 

●提供イメージ

●利用機関数
学校種別 

設置形態 大学 専修学校 
（専門学校） その他 計 

国立 18 2 0 20 

公立 6 0 0 6 

私立 63 4 0 67 

その他（企業等） 0 0 3 3 

計 87 6 3 96 
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4.10 大学等における教育FD動画コンテンツの利用



●利用者アンケート評価 n=216 
 

年度 
コンテンツ 

1．教材の
内容は今後
の教育活動
に有益でし
たか。 

2．受講した感想について選択してください。 
内容を理解
できた 

新しい知識・
情報を得る
ことができた 

新しい見方
ができるよう
になった 

自分の授業
等で活用し
たいと思った 

日
本
語 

1. 大学教育制度論 3.59 3.71 3.18 3.12 2.88 

2. インストラクショナルデザイン 3.53 3.76 3.53 3.53 3.06 

3. 授業設計論 3.60 3.73 3.47 3.27 3.20 

4. 学習評価論 3.78 3.67 3.64 3.56 3.36 

5. 学生・学習支援論 3.35 3.78 3.26 3.04 2.87 

6. カリキュラムマネジメント 3.00 3.09 3.27 3.18 2.45 

7. 大学における倫理 3.20 3.67 2.93 2.93 2.73 

8. 教育改善論 3.36 3.73 3.27 3.18 2.64 

9. オンライン授業実践論 3.46 3.69 3.23 3.08 3.23 

10. ICT等先端技術活用教育論 3.45 3.55 3.45 3.27 2.55 

11. 実務家教員論 3.38 3.50 3.38 3.38 3.25 
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4.11 実務家教員等育成のための研修講師養成プログラム
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応募資格

下記の①もしくは②のいずれかに該当する者。

①文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」において実施される実務家教員研修プログラム修了生 ※で、大学等での
授業実施経験のある者（常勤 ・ 非常勤等は問わない）
※該当プログラム：産学連携教育イノベー タ ー 育成プログラム（提供校：東北大学他）、進化型実務家教員養成プログラム（提供校：名古屋市立大学他）、

実務家教員養成課程（提供校：社会構想大学院大学他）、実務家教員育成研修プログラム（提供校：舞鶴工業高等専門学校他））

②高等教育機関における教員研修(FD)担当者・担当候補者

定員 5名程度

費用
無料

但し、対面（東京又は仙台）で実施する研修項目に対面で参加する場合、交通費・滞在費等は本人負担となります。

応募方法

〇応募期間2022年6月1日（水）～20日（月）

文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」ウェブサイトに
〇応募書類ァクセスし、応募フォ ーム(Google Form)へ必要事項を記載の上、

提出すること。 園／ 
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応募資格②の方は、所属機関の上長より推薦が必要となります。
〇推薦書 上長に確認の上、応募フォ ームに推薦者名連絡先を記載してください。

事務局より推薦者へ連絡させていただきます。

選考方法
• 書類選考を行う。

日程

応募期間：2022年6月1日（水）～20日（月）

審査結果通知（メ ール）：2022年6月24日（金）

研修項目

1 本事業•本プログラムに関する説明、講演動画の視聴

2 上記に関するQ&Aセッション

3 AIBETオリエンテ ーション参加

4 AIBET大学教育基礎力科目の聴講・受講者掲示板の観察

5 AIBET汎用的教育 実践力科目の聴講

6 AIBET専門領域別科目LAコ ース学習項目1~4の聴講

7 AIBET専門領域別科目LAコ ース学習項目6演習の聴講

8 AIBET教育イノベー タ ー実践演習科目
キャップストーン事前指導(LAコ ース）の聴講

9 AIBET教育イノベー タ ー実践演習科目成果発表会の聴講 同期型オンライン

10 AIBET講師とのディスカッション

11 レポート提出

受講方法 所要時間

オンライン（非同期） 1時間

オンライン（同期） 1時間

同期型対面（東京）もしくは後日動画視聴 1時間

オンデマンド 3時間

同期型オンライン 5時問

オンデマンド 1時問

同期型対面（仙台）もしくはオンライン 3時間

同期型オンライン

同期型オンライン

Moodieへ提出

1 時間

3時問

1 時間

1 時間

所要時間合計20時問

日程

7月上旬

7月23日（土）10:00-11:00 

8月6日（土）13:30-14:30

8月6日～10月7日の問

①10月15日（土）もしくは30日（日）②10月16（日）
③10月22日（土）もしくは23日（日）

11月1日～11月30日の間

12月17日（土）もしくは18日（日）

1月16日（月）～22日（日）の間

2月4日（土）•5日（日）・18日（土）・19日（日）のいずれか 

2月25日（土）10:00-11:00

3月6日（月）23:59まで

開講期間内に本プログラムの20時間の課程を全て受講すること。修了した際には、受講証明書を発行します。
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１）研修プログラム広報（中核拠点）
2022年度プログラム募集（新聞広告）︓

↑掲載日： 
2022 年 4 月 1日  日本経済新聞・朝刊・全国版 
2022 年 4 月 22 日 朝日新聞・朝刊・東京本社版 
2022 年 4 月 25 日 日本経済新聞・朝刊・全国版 
2022 年 5 月 13 日 日経新聞・朝刊 
2022 年 5 月 17 日 読売新聞・朝刊・東京、大阪、 

西部本社版 

←掲載日：2022 年 5月 20 日読売新聞・夕刊ありーな・ 
全国版 

2023年度プログラム募集（新聞広告）︓ 

↑掲載日：2022 年 12 月 27 日 日経新聞・朝刊・全国版 
2023 年 3 月 1日  日経新聞・朝刊・全国版 
2023 年 3 月 6日  日経新聞・朝刊・東京本社版（立教大学発出） 
2023 年 3 月 24 日  日経新聞・朝刊・全国版 

4.12 広報・記事掲載
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2023年度プログラム募集（WEB広告）︓ 
←掲載日： 
2023 年 3 月 1日～31 日
Google・Facebook 広告 

←掲載日： 
2023年 2 月 15 日～3月 31 日 
シラレルバナー広告
2023年 3 月 18 日～26 日
NewsPicksバナー広告
（熊本大学発出）

←掲載日： 
2023年 2 月 17 日～3月 22 日 Facebook 広告 
（大阪公立大学発出） 
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２）大学改革を担う実務家教員フェア 2023広報（運営拠点）
フェア（新聞広告）︓

↑掲載日：2023 年 2月 6日 日経新聞・朝刊・全国版 

←掲載日： 
2023 年 2 月 22 日 朝日新聞・テレビ欄・東京本社版 
2023年 2 月 24 日 朝日新聞・テレビ欄・大阪本社版 

フェア（WEB広告）︓
←掲載日： 
2023年 2 月 8日～28 日 
NIKKEI レクタングル広告 
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【中核拠点】 
日時 場所 内容 参加者 

4 月 27 日 
オンライン
（Zoom） 2022 年度履修証明プログラム事務担当打合せ 

5 月 2-6 日 メール 事業実施会議（臨時）メール回議 
2022 年度履修証明プログラム（二次募集） 事業実施会議構成員 

5 月 24 日 オンライン
（Zoom）

第 1 回事業実施会議 
2022 年度履修証明プログラム（合否判定①） 

事業実施会議構成員・関
係者 28 名 

5 月 26-27 日 メール 事業実施会議（臨時）メール回議 
2022 年度履修証明プログラム（合否判定②） 事業実施会議構成員 

6 月 24 日 メール
事業実施会議（臨時）メール回議 
実務家教員等育成のための研修講師養成プロ
グラム 

事業実施会議構成員 

10 月 24 日 
-11 月 22 日 メール 事業実施会議（臨時）メール回議 

2023 年度履修証明プログラム 事業実施会議構成員 

2 月 28 日 オンライン
（Zoom）

第 2 回事業実施会議 
2022 年度履修証明プログラム（修了認定） 

事業実施会議構成員・関
係者 23 名 

3 月 6-10 日 メール
事業実施会議（臨時）メール回議 
2023 年度履修証明プログラム（第二希望書類
審査） 

事業実施会議構成員 

3 月 10 日 オ ン ラ イ ン
（Zoom） 修了者の活躍の場づくり LA 修了者 1 名・東北

大学関係者 3 名 

【運営拠点】 
日時 場所 内容 参加者 

5 月 20 日 
オンライン
（Zoom） 公開プロセス関連打合せ 専門職大学院室・東北大

学 

5 月 27 日 
オンライン
（Zoom） 公開プロセス関連打合せ 専門職大学院室・東北大

学 

6 月 2 日 
オンライン
（Zoom） 公開プロセス関連打合せ 専門職大学院室・東北大

学 

6 月 16 日 
オンライン
（Zoom） 公開プロセス関連打合せ 専門職大学院室・東北大

学 

8 月 2 日 
オンライン
（Zoom） 公開プロセス関連打合せ 専門職大学院室・東北大

学 

11 月 3 日 
オンライン
（Zoom） 第 3 回実務家教員育成・活用全国会議 

実務家教員育成・活用全
国会議構成員・関係者
32 名 

1 月 20 日 
オンライン
（Zoom） 文科省打合せ 専門職大学院室・東北大

学 

2 月 21 日 文科省 文科省打合せ 専門職大学院室・東北大
学等 

4.13 関連会議・打合せ等
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5 参考資料 

「2019 年度 大学教育再生戦略推進費 Society 5.0 に対応した高度技術人材育成事業『持続的な
産学共同人材育成システム構築事業～リカレント教育等の実践的教育の推進のための実務家
教員育成・活用システムの全国展開～』公募要領」
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/08/1414934

_01_1.pdf（2020年 3月 30 日確認） 

「2019 年度 大学教育再生戦略推進費 Society 5.0 に対応した高度技術人材育成事業『持続的な
産学共同人材育成システム構築事業』申請書」（2020 年 6 月, 東北大学, 熊本大学, 大阪府立
大学, 立教大学） 

文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」運営・中核拠点 
創造と変革を先導する産学循環型人材育成システム 
2022年度事業報告書 

編集・発行 創造と変革を先導する産学循環型人材育成システム実施校 
（東北大学・熊本大学・大阪公立大学・立教大学） 
事務局 東北大学高度教養教育・学生支援機構 大学教育支援センター 
〒980-8576 宮城県仙台市青葉区川内 41 
Tel 022-7995-4472・4473 
Email innovator.jitsumuka@grp.tohoku.ac.jp 
URL https://jitsumuka.jp/ 
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